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　ローブ姿をした初老の女性が悲しそうな目で見つめていた。

「最後にもう一度だけ聞くわ。考え直す気はないの？　カティアがこのことを知ったらどんなに嘆なげくことか……」

　それに答える声があった。姿はよく見えないが、こちらも女性のもので、若々しさに溢あふれている。

「カティアにはもう挨あい拶さつを済ませました。確かに嘆くでしょうけど、あの子には傍そばにルガルド殿でん下かがついていますもの。きっと大丈夫です。先生、私の咎とががカティアに向かうことはないのでしょう？」

「ええ。すでに魔法使いを辞やめて塔とうを辞じしたカティアに累るいが及ぶことはないわ。もし何か言う者がいても、あの子は王族がしっかり守ってくれるでしょう」

「それを聞いて安心しました。もう思い残すことはありません」

　女の声はどこまでも穏おだやかだった。それがさらに初老の女性の苦しみを誘さそったのだろう。辛つらそうに目を伏ふせながら呟つぶやく。

「このような方法しか、なかったの……？　何があなたを突き動かしたの？」

「先生にはなぜ私がこんなことをしたのかよく分かっているはずです」

「……殿下のため？　でも殿下はあなたにこんなことを望んでいなかったはず」

　初老の女性の顔がくしゃりと歪ゆがむ。それに答える女の声はどこか楽しげだ。

「ええ。望んでいないでしょうね。だって彼は死ぬと分かっていながら、自ら毒を口にしたのですもの。でもね、先生。だからこそ私は許せなかったんです。諦あきらめた彼が──私の十二年を無にしてしまった彼が。そして、相変わらず無力な自分が。だから魔法で取り戻そうと思ったのだけれど、結局は失敗してしまいましたわ。だからもういいんです」

　女はにっこり笑ったようだった。それを見て言葉がない初老の女性を他よ所そに、女が身じろぎをする。どうやら頭を下げたようだった。

「ありがとうございました、先生。ご恩を仇あだで返すことになり、申し訳ありません。最さい期ごまで先生のお手を煩わずらわせることも、申し訳なく思っております」

「……あなたの最期を見届けるのも、私の役目ですもの」

　初老の女性の声が震ふるえる。泣きそうになるのを必死で堪こらえているのだろう。やがて、意を決したように初老の女性は顔をあげ、毅き然ぜんとした声で告げた。

「エドウィナ＝エフィロット。あなたは魔法使いの法を破り、禁きん呪じゆを用もちいて理ことわりを冒おかそうとしました。その罪つみは明白です。よって、魔法使いの慣わしにのっとり、火か刑けいに処します。……それでいいのね？」

「はい。魔法使いのまま、死にたいと思います」

「……最後、何か望みはありますか？」

　女がふっと笑う気配がした。

「それでは、刑の執しつ行こうは月が見えるところでお願いします」

「月？」

「そうです。月は死と再生の象しよう徴ちよう。今日は満月ですから、これほど私の最期の舞台として相応ふさわしい場はありません」

　初老の女性はしばし逡しゆん巡じゆんした後、頷うなずいた。

「分かりました。その願い、叶かなえましょう」

「ありがとうございます。先生」

「……では行きましょう」

　何かを断ち切るように踵きびすを返した初老の女性は、けれどふと足を止めて女を振り返った。

「……あなたは、そんなに殿下を愛していたのですか？　自らの命を捨てられるほどに」

　女が微笑ほほえみながら答えた。

「ええ。愛していましたわ。家族のように、兄のように──」
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　リーフィアはパチッと目を開けた。

　慌あわてて起き上がり、周囲を見回す。カーテンのすき間から日の光が差し込んでいて、薄うす暗ぐらい中でも部屋の様子がよく分かった。天てん蓋がい付きのベッドに、彫刻が施ほどこされた豪ごう奢しやな調度品。つい先ほどまで見ていた暗い石いし壁かべの部屋ではない。母方の祖そ父ふ母ぼの家、アーゼンタール侯こう爵しやく邸ていにあるリーフィアの部屋だ。口から深い安あん堵どの息が漏もれる。

「夢、だったのね……」

　思わずぺったんこの胸に手をやると、そこにはムーンストーンで作られた涙型の首飾りの感かん触しよくがあった。リーフィアの姿を子どもに固定している魔法の石だ。石に触ふれている手も馴な染じみのある小さな子どものもの。

「う……ん……」

　隣となりで寝返りをうつ気配がして、横に目を向けると、そこにはすやすや眠る妹のフィランの姿があった。

　──そうか、昨夜フィランが眠れないからと私のベッドに潜もぐり込んできたんだっけ。

　いつもの日常がそこにあって、リーフィアは改めて安堵の息をついた。

　やはり先ほどの光景は夢だったようだ。暗い石いし畳だたみと分ぶ厚あつい石壁に囲まれた部屋にいたリーフィアのもとに、初老の女性がやってきて話を……。

　そこまで考えてハタッと気づく。

「確か、『エドウィナ＝エフィロット』って呼ばれてなかったかしら？　それにあの人は……」

　夢に出てきた初老の女性にリーフィアは見覚えがあった。リーフィアに瓜うり二ふたつのエドウィナ＝エフィロットが描かれていた絵。あの絵に描かれていたもう一人の人物だ。

「確か、エドウィナ＝エフィロットの師で、先々代の魔法使いの長おさ、マチルダって……」

　──ではやっぱりあの夢はエドウィナ＝エフィロットに関連する夢だったのだろうか？

　でも、妙みようにはっきりしていた。夢なんて細部は思い出せないことがほとんどなのに、薄暗い湿った部屋の空気や、マチルダの悲しそうな顔と声がありありと思い出せる。そして「エドウィナ」がそれに何と答えたのかも。

　夢なのに、夢とは思えなかった。まるで不意に浮かび上がってきた記き憶おくのようだ。

　──それってやっぱり私が……。

　先々代王おう妃ひカティアの話を思い出してリーフィアは身震いする。

「違う！　だとしても、私は私だもの」

　頭かぶりを振ってその考えを断ち切ると、リーフィアはベッドから抜け出して窓へと向かった。カーテンを開けるとガラス窓から日差しが部屋に差し込み、周囲を明るく照らし出す。その明るさが、リーフィアの鬱うつ々うつとした思いを振り払った。

　──そうよ、たとえ私がエドウィナの生まれ変わりでも、関係ないわ。今は自分ができる範はん囲いのことをするだけよ。

　部屋のカーテンを全て開けきると、リーフィアはベッドに戻りフィランを起こした。

「フィラン。朝よ。そろそろ起きなくちゃ。きっと殿下たちももう起きているわ」

　フィランは眠そうに目を擦こすりながら起き上がる。

「んー……。おはよう、姉さま」

「おはよう。フィラン。よく眠れた？」

「うん」

　頷いてから、フィランは何かを思い出すように眉まゆを寄せた。

「でも、フィー、また夢を見たの」

「夢って、いつもの火の夢？」

　寝ね癖ぐせがひどい妹の柔やわらかな髪の毛を整えながらリーフィアは尋たずねる。フィランは昔から怖こわい夢を見たと言っては、泣きながらリーフィアのベッドに潜り込んでくるのだ。何の夢かと聞くといつも「火が襲おそってくる」と答える。けれど今日見た夢は、いつもの火の夢ではないようだった。

「ううん。違う。女の人がすごく怒っている夢なの。暗い石の部屋の中にいたんだけど、年取った女の人が訪たずねてきて、話をしていたの。だけどフィーはその人にも、自分にも、そして死んじゃった男の人にもすごく怒っていた」

「フィーが怒っていたの？」

　びっくりして聞き返す。フィランは天てん真しん爛らん漫まんで、ほとんど誰かに腹を立てたりしない子なのに。

「うん。でもフィーなんだけど、フィーじゃない感じ」

「夢だからかしらね」

　言いながらリーフィアは、フィランが見た夢と自分が見た夢には奇き妙みような共通点があることに気づいた。暗い石の部屋。訪ねてくる年を取った女性。死んでしまった男の人。まさに自分が見ていたエドウィナとマチルダの夢に状況が似ていた。

「ねぇ、フィラン。その夢って……」

　尋ねかけた言葉はノックの音にかき消され、部屋の外から侍女の声がかかった。

「お嬢じよう様さま、起きておられますか？　朝食の支し度たくが調ととのいまして、皆様ダイニングの方に集まってきておりますが……」

「分かったわ、すぐ仕度します」

　リーフィアは話を中断し、慌ててフィランを促うながして支度を始めた。

　──……まさかね。私の見た夢では、エドウィナもマチルダも怒ってはいなかったし。

　朝の慌ただしさに紛まぎれ、それきりフィランが見たという夢の話はリーフィアの頭から消えていった。




　身支度を終えたリーフィアはフィランと共に、祖父母の屋や敷しきの母おも屋やにあるダイニングルームに向かって歩いていた。

「急いでフィラン。きっともうみんな集まっていると思うから」

「うん。……あ、王子さまだ！」

　フィランが廊ろう下かの先にいる人物を見つけてはしゃいだ声を出す。フィランの視線の先を見ると、廊下の反対側からダイニングへ向かってくる二人の背の高い男性の姿が映うつった。

　先頭を歩くのは物語の中の王子様のように上品で優ゆう雅がな姿をした金きん髪ぱつの男性だ。その一歩後に腰に剣を差した精せい悍かんな赤い髪の男性が続いている。二人はリーフィアたちよりも先にこちらの姿に気づいていたようだ。

「おはよう、リーフィア、フィラン」

　金髪の男性が歩きながらにこやかに声をかけてくる。フィランがリーフィアの手を放してパタパタと二人に走り寄る。

「あ、こら、フィラン」

「王子さま！」

　一直線に金髪の男性のもとへ向かうフィランの身体からだは、その腕うでに抱きとめられた。

「朝からフィランは元気だね」

　金髪の男性──エーヴェルトはフィランを片腕で抱き上げながら笑う。

「うん！」

　お気に入りの王子様に抱き上げられて、フィランは満面の笑みを浮かべながらエーヴェルトの頰にチュッとキスをした。フィランは人見知りする性た質ちだが、一度慣れてしまえばその相手に全力で甘えるのだ。キスをされたエーヴェルトは嬉うれしそうに笑う。

　それに呆あきれた視線を向けながらリーフィアは歩み寄った。

「おはようございます、殿下。フィランが朝からすみません」

　王子様とフィランが言ったのは、何もエーヴェルトの容よう姿しが金髪に碧へき眼がんという絵に描いた物語の王子様のようだからではない。エーヴェルトは正しよう真しん正しよう銘めいこのフォルシア国の王子なのだ。

「おはよう、リーフィア」

　エーヴェルトはフィランを片手に抱いたまま手を伸ばすと、リーフィアを掬すくいあげた。

「え、ちょ、ちょっと！」

　片腕に抱き上げられたリーフィアは仰ぎよう天てんした。フィランもリーフィアも十歳の子どもの姿なので、一人だけならそれほど重くはないだろうが、二人同時となったらかなり重いはずだ。けれど、両腕にそれぞれリーフィアとフィランを抱かかえあげる形になったエーヴェルトは、ケロリとしている。

　それどころか、笑ってリーフィアにこんなことを言うのだ。

「両手に花だね」
















「殿下が言うと洒しや落れになりませんね」

　呆れたように口を挟はさんだのは、赤い髪の男性──エーヴェルトの護ご衛えいと近きん侍じを務つとめるブラッドリー・アスマンだ。

「両腕に幼よう女じよふたりを抱き上げてやに下がっているその姿を晒さらせば、ますます幼児性愛病者ロリコンの噂うわさに信しん憑ぴよう性せいが増すでしょう。ここが城でなくてよかったですね」

「僕は可か愛わいいものを愛めでているだけだ。誰が何と言おうと気にしないね」

　エーヴェルトはブラッドリーの嫌いや味みのような言葉をさらりとかわすと、リーフィアを見下ろした。

「ところで、リーフィアはおはようのキスはくれないのかい？」

「なっ……そ、そんなことしません！」

　リーフィアは頰ほおを染そめながらそっぽを向いた。子どもの姿をしていても、リーフィアは本当は十八歳だ。十歳の時、アーネル＝エフィロットにかけられた魔法のせいで子どもの姿にされたが、本来は大人で精神もそれに準じている。本当の子どもであるフィランと違って、無む邪じや気きに男性にキスなどできるはずもない。

　それが気になっている相手であればなおのことだ。

「残念だね。では僕からキスしよう」

　そう言うといきなりエーヴェルトは顔を傾かたむけて、リーフィアの薔ば薇ら色いろの頰に唇くちびるを押し当てた。

「なっ、なっ」

　顔どころか全身がカァッと一気に熱くなるのをリーフィアは感じた。真っ赤になるリーフィアを他所にエーヴェルトは顔をあげ、にこにこ笑いながら尋ねてくる。

「おはよう、リーフィア。よく眠れたかい？」

「ね、ね、眠れ、ましたとも」

　──しっかりするのよ、私！　たかだか頰にキスされたくらいどうってことないわ。前には唇にだってされたことがあるんだから！

　けれどその時のことを思い出してますます頰に熱がこもっていく。エーヴェルトはリーフィアの赤く染まった顔を見下ろしながらクスッと笑った。

「可愛いな、リーフィアは」

「っ……！」

　──お、落ち着くのよ、私！　今までだってさんざん可愛いだの何だのとお世せ辞じを言われていたでしょう！　その時は平気だったんだから！

　ただし、それはリーフィアがエーヴェルトへの思いを自覚する前の話だ。今では、慣れたはずの抱っこですら恥はずかしくて仕方ない。

　とうとう耐たえられなくなったリーフィアは叫んでいた。

「お、重いでしょうから、下ろしてください!!」

「えー。せっかく両手に花なのに」

　口ではしぶしぶそう言いながらも、エーヴェルトは二人を床ゆかに下ろす。安堵するリーフィアにエーヴェルトは屈かがみ込み、額ひたいに手を当てながら言った。

「ところでリーフィア、顔が赤いけど大丈夫かい？」

「だ、大丈夫です！」

　もちろんエーヴェルトはわざとだ。リーフィアが自分を意識しまくっているのを見て嬉しさ半分面おも白しろさ半分で構わずにいられないらしい。

　主あるじの心を正確に読んだブラッドリーは、その様子を微笑ましげに眺ながめている。同じく二人の様子を目を丸くして眺めていたフィランが、ブラッドリーのズボンを引っ張った。

「ねぇ、ねぇ。姉さまと、王子さま、仲良しじゃないの？」

　どうやら恥ずかしさのあまりツンツンしているリーフィアの態度を、幼おさなくて素直なフィランはそのままに受け取ったらしい。心配そうな顔でブラッドリーを見上げる。

　ブラッドリーは思わず笑いながら、手を伸ばしてフィランの頭を撫なでた。

「いやいや。あれでものすごく仲良しなんだよ、二人は。もしかしたらエーヴェルトはフィランのお義に兄いさんになるかもしれないな」

「本当!?　王子さまが兄さまになるの？」

　フィランの顔がパァと明るくなった。大好きな姉と、大好きな王子様が結婚することはフィランにとってとても喜ばしいことのようだ。

「ああ、きっとそうなるよ。……ただ、そのためにはアーネル＝エフィロットをどうにかしないといけないけれど」

　ボソッとブラッドリーは付け加えた。

　エドウィナ＝エフィロットの魔法によって永遠に滅ほろびることがなくなったアーネル＝エフィロット。このままだとリーフィアは生きている限り狙ねらわれ続ける。この問題が解決しない限り、王太子であるエーヴェルトはリーフィアを選ぶことはできないだろう。そしてそれをどうにかするために、ブラッドリーたちは今こうしてここにいるのだ。

「……二人のために気合入れて頑張らないとな」

　自分に言い聞かせるように呟くと、ブラッドリーは気持ちを切り替えてダイニングの扉とびらの前で（ブラッドリー目線で）イチャついている二人に声をかけた。

「二人とも、そこまでですよ。皆様がお待ちなんですから。心配される前にさっさと入りましょう」
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「おはよう、リーフィア、フィラン。おお、殿でん下かとブラッドリー殿どのもご一緒でしたか」

　ダイニングに入ると真っ先に声をかけてきたのは、祖そ父ふのアーゼンタール侯こう爵しやくだった。

「おじいさま、おばあさま！　フィー、ちゃんと起きれたよ！」

「そうか、偉えらいなフィランは」

　目に入れても痛くないほど可か愛わいがっている孫娘の言葉に、侯爵は相そう好ごうを崩くずす。

「おはよう、アーゼンタール侯爵。待たせてすまないね」

　エーヴェルトはにこやかに挨あい拶さつを返しながら席に向かう。リーフィアもまずフィランを子ども用の椅い子すに座らせると、自分も椅子に座りながら祖父、祖そ母ぼと、順番に声をかけていく。

「お祖じ父い様さま、お祖ば母あ様さま、おはようございます」

「おはようっス、リーフィア、フィランお嬢じようちゃん、殿下と、それにブラッドリーさん」

　祖母の向かいに座り、軽い口調で声をかけてくるのは魔法使いの塔に所属する魔法使い見習いのルドルフだ。

「おはよう、ルドルフ。……ラディさんも」

　言いながらリーフィアはルドルフの隣となりに座る青年に視線を向けて声をかける。真っ黒なローブを着た青年は、その切れ長の目をリーフィアに向けると頷うなずきもせずに「ん」とだけ、応じた。その表情は全然動かず、まるで彫像を相手にしているみたいだ。

　青年からリーフィアはそっと目を逸らす。彼はまったくもっていつも通りの反応なのだが、その端たん整せいな顔立ちがリーフィアを複雑な心境にさせていた。

「おはようラディ」

　リーフィアの混乱を他よ所そにエーヴェルトはいつもと変わらない様子で青年の隣に腰をおろしながら声をかける。ところが青年はエーヴェルトにも「ん」と答えるだけだった。

　いや、反応するだけマシなのだろう。返事をしないことの方が多いのだから。

　王太子に対しても無表情な青年こそ、二は十た歳ちにしてフォルシア国の魔法使いを束たばねる若き長おさ、天才魔法使いと言われているラディム＝アシェルだ。けれどここにいる彼は、普段と少し違っていた。

　前髪を後ろに撫なでつけ、いつもはその前髪に隠かくされていた目を露ろ出しゆつさせている。つまりめったに見ることができない素顔を晒さらしているのだ。

　長いまつ毛に縁ふち取どられた神秘的な黒い瞳ひとみ。切れ長の目は涼すずやかで、端整な顔立ちに少しの狂いもなく絶ぜつ妙みように配置されている。十人が見れば一人残らず美形だと即答するであろう美び貌ぼう。前髪をあげたラディム＝アシェルは、隣に座るエーヴェルトにも匹ひつ敵てきするほど見み目め麗うるわしい容よう貌ぼうの持ち主だった。

　初めて素顔を見た時、リーフィアは絶句し、自分の見ているものが信じられない思いだった。……つい昨日きのうのことだが。
















　──噂うわさには聞いていたけれど……！

『長は、観賞用としては最適なの！　観賞用としては、だけど』

　彼の素顔を知る塔とうに所属する女性の魔法使いたちが口を揃そろえてそう言うのも分かるというものだ。それだけ、予想以上の容よう姿しだった。

　そういうリーフィア自身、真の姿は見た者全員が美人だと答える容貌なのだが、ラディム＝アシェルの美形っぷりは普段の言動を知っているだけに、ひどいギャップを覚えてしまうのだ。

　何しろラディム＝アシェルという人は、他人はもとより、身の周りで起きていることばかりか自分の日常生活にさえも一切興味を示さず、唯ゆい一いつ関心があるのは魔法のことだけ、という社会生活を送るのにいささか不適合な性格をしている。彼がなんとか人並みに生活できるのは弟で子しのルドルフのおかげなのだ。

　そのルドルフはがっしりした体格の気の良い青年で、魔法使いとは思えないほどマッチョな体つきをしている。実際得意なのは力ちから技わざだそうで、それは主おもに師匠であるラディム＝アシェルに対して使われているという。

　今回ルドルフまでもアーゼンタール侯爵邸ていに同行したのは、もっぱら社会不適合者の師匠の世話をするためだった。

「ほら、師……ラディさん、これ、ラディさんの分のパンっスよ」

　ルドルフは大きな籠かごに載のせて運ばれてきたパンの山から、せっせと取って皿に盛る。ちなみにルドルフが取り分けなければラディム＝アシェルは自分から取ることはしない。

「ん」

　抑よく揚ようのない声で答えると、ラディム＝アシェルは面めん倒どうくさそうにのろのろとパンに手を伸ばした。それを見ながらアーゼンタール侯爵は苦笑を浮かべて言った。

「屋敷のどこを調べるかは後で決めることにして、ひとまず先に朝食をいただきましょう」




　リーフィアやエーヴェルトたちが城を離れて王都にあるアーゼンタール侯爵邸を訪おとずれたのは、屋や敷しきの中に残っているかもしれないエドウィナ＝エフィロットの遺い品ひんを見つけるためだ。

「エドウィナ＝エフィロット」とは、かつて使うことも研究することも許されない禁きん呪じゆを使った罪つみで処しよ刑けいされた女魔法使いの名前だ。リーフィアに魔法をかけたアーネル＝エフィロットはエドウィナの弟子を名乗っていて、塔から彼女が残した研究資料を持ち出した──リーフィアにとってはそんな認識だった「エドウィナ＝エフィロット」。

　けれど、エドウィナの容姿がリーフィアと瓜うり二ふたつだったこと、そして彼女の弟子で先々代王おう妃ひカティアの証言により、二人の間に深い繫つながりがあることが判明したのだ。

　エドウィナはリーフィアの母方の実家であるアーゼンタール侯爵家出身で、血けつ縁えん関係にあった。エドウィナとそっくりなことも、アーネル＝エフィロットがリーフィアを狙ねらったことも偶ぐう然ぜんではなかったのだ。

　カティアとラディム＝アシェルの師ゼスト＝アシェルの証言で判明したのはそれだけではなかった。エドウィナが行った禁呪──すなわち「死んだ人間を生き返らせる術」によってアーネル＝エフィロットが不死となって生き返り、当時のままの姿で生き続けていること。そしてその禁呪を再び用いてリーフィアの身体からだにエドウィナを蘇よみがえらせることがアーネル＝エフィロットの目的であることが分かったのだ。

　それを阻そ止しするためにはまず、エドウィナが用いた「禁呪」のことを知る必要がある。そう思ったリーフィアたちは手がかりを求めてアーゼンタール侯爵邸を訪れた。エドウィナの師である先々代の魔法使いの長マチルダが残した日記に「エドウィナ＝エフィロットの死後、魔法に関係しない彼女の私物はアーゼンタール侯爵に形見として送った」という記述があったからだ。

　ところが、少し問題があった。公務という口実さえあれば城を離れられるエーヴェルトたちと違ってラディム＝アシェルはそう簡単に城から出ることはできない。

　つい先日、ゼスト＝アシェルを訪たずねるために城を離れたが、あれは例外中の例外で、通常、魔法使いの長が塔と城を離れることは許されない。しかし、リーフィアがアーネル＝エフィロットの急きゆう襲しゆうに遭あった場合、対処できる魔法使いは限られている。ここはどうあってもラディム＝アシェルが同行するしかなかった。

　そこでラディム＝アシェルは「ラディ」という名の魔法使いを名乗り、前髪をあげ、長とは別人を装よそおって城を離れることにしたのだ。実際、城を離れる時もラディム＝アシェルの美貌に驚おどろきの目を向ける者はいても、彼が長だと分かる人間はいなかった。

　幸い、今現在、塔には前長であるゼスト＝アシェルがいる。城で何か問題が起こっても彼に任せておけば大丈夫だ。

　とはいえ、エーヴェルトもラディム＝アシェルも留る守すにするのは限りがある。そこで三日間だけ泊まりがけの予定を立てた。

　──まさか、フィランまで来るとは思わなかったけれど。

　どうやらフィランはリーフィアたちがアーゼンタール侯爵邸に来ることを知り、祖父母にわがままを言って泊まることにしたらしい。邪じや魔まはしないと言いながら、昨日からずっとリーフィアにくっついて回っている。




「今日は離れの方から捜していこうと思います。今は『離れ』と言っていますが、私の祖父の時代には家族の居きよ住じゆう棟とうとして使われていたようです。当然エドウィナの部屋もそこにあったと思われます」

　朝食後、アーゼンタール侯爵が言った。

　アーゼンタール侯爵はエーヴェルトに事の次し第だいを聞かされ、協力を要よう請せいされて大変驚いていた。彼は禁きん忌きを犯おかした魔法使い「エドウィナ＝エフィロット」の話を人づてに聞いたことはあったが、その人物が伯お母ばのエドウィナと同一人物だとは思っていなかったのだ。

　アーゼンタール侯爵の父親は「姉は若くして亡くなった」としか彼に伝えておらず、ましてや遺品をどこに置いたかなど告げることはなかった。それゆえ、アーゼンタール侯爵にとって今回のことはまさしく青せい天てんの霹へき靂れきだったのだ。伯母が孫娘の悲劇の起因となるとは誰が予想しようか。

　けれど、一つだけアーゼンタール侯爵には分かることがある。彼の父──エドウィナにとって弟にあたる侯爵は、自分の姉に対して悪感情をまったく持っていなかった。それどころか若くして散ったその死を悼いたんでいた。アーゼンタール侯爵の祖父──エドウィナの父親も同様だ。なぜなら敷しき地ち内ないにある彼の墓の隣に、まるで守るように娘のエドウィナの墓が置かれているからだ。

　罪を犯した娘を忌き避ひしていたら、そのような場所に墓ぼ石せきを立てはしないだろう。

　そのエドウィナの墓は昨日掘ほり起こされて、ラディム＝アシェルの予想通り何も埋まっていなかったことが確認されている。遺品はおろか、遺体の一部すらなかった。ただ墓石だけが彼女が存在したことを表すかのように立てられていただけだった。

『ここにはないだろうと思った。いかにもの場所に残したら簡単に奪うばわれてしまう』

　掘り起こされた墓を見下ろしてラディム＝アシェルは無表情に呟つぶやいていた。誰に奪われる、とは口にしなかったが、エドウィナは良くも悪くも魔法使いたちに多大な影えい響きよう力りよくがあったという。その遺品を奪い取ろうとする人間は少なからずいただろう。

『遺体はあるはずもない、遺品もない。この墓は単なる象しよう徴ちようにすぎない』

　ラディム＝アシェルによれば、魔法使いの火刑には魔法による「劫ごう火かの炎ほのお」が使われる。その火は何もかもを焼き尽つくし、骨どころか灰一つ残らないのだという。

　エドウィナの遺体はこの世のどこにも存在しないのだ。

　リーフィアは名前だけが刻まれた小さな墓石の前に、フィランと二人で庭で摘んだ花をたむけた。墓を見つめるリーフィアの目はとても複雑だった。

　──エドウィナはもしかしたら生まれ変わる前の自分かもしれない。

　カティアによればアーネル＝エフィロットはリーフィアをエドウィナの生まれ変わりだと考えているらしい。だからこそ狙うのだと。自分ではまさかと思っているが、瓜二つの容姿を持っていることで、完全に否定できなくなっていた。少なくともアーネル＝エフィロットはそう思い込んでいるのだ。

　──それに、今け朝さの夢。

　エドウィナらしき女性と先々代長マチルダが出てきたことで、ますます違うとは言いがたくなってしまっていた。

　リーフィアは夢の会話と共に脳のう裏りに閉じ込められていた薄うす暗ぐらい石いし壁かべの部屋のことまで思い出しそうになり、慌あわてて振り払うと、離れの見取り図を指差した。

「お祖父様。エドウィナの部屋はどこか分かっているの？」

「いや、そこまでは分からない。何しろもう百年近く前のことだからね」

　残念そうに言ってアーゼンタール侯爵は首を横に振った。

　アーゼンタール侯爵家は古くからある家柄だ。王城同様その時代に合わせて時の当主が屋敷の増改築を重ねていき、その都つ度ど建物の役割が移り変わってきたために、どの部屋がどのように使われていたのか定かではないのだ。おまけにエドウィナがここで侯爵令れい嬢じようとして暮らしたのは幼少期の十年ほどに過ぎない。

　その後エドウィナは侯爵令嬢の身分を捨て、魔法使いの塔に入って戻ってこなかったという。

「では、片かたっ端ぱしから捜さがしていくしかないのね……」

「でもラディの言葉通りなら、エドウィナが使っていた部屋に遺品が隠された可能性は少ないかもしれないぞ」

　ブラッドリーがテーブルに広げられた見取り図を見ながら眉まゆを寄せる。その隣でエーヴェルトは顎あごに手をやり、じっと何かを考えていた。やがて彼は顔をあげるとアーゼンタール侯爵に視線を向けた。

「アーゼンタール侯爵。あなたが記き憶おくしている限りこの五十年の間、屋敷を改装したり改築した時に女性の遺品が出てきたことはないのですよね」

「はい。私が覚えている限りそのようなことはありませんでした」

「ならばこの離れの中で、改装や改築されている部屋は捜そう索さくから除外できると思う。そして離れの中でも五十年以上──いや、百年もの間役割が変わらず、人の手がほとんど入っていない部屋から優先的に捜していこう。侯爵、どの部屋が挙あげられますか？」

　見取り図に触ふれ、場所を指し示しながらアーゼンタール侯爵は言った。

「そうですね……台所などは変わっていないはずです」

「水周りは確かに変えると大変だからね」

　反対に客室や子ども部屋、それに家族の私室などは頻ひん繁ぱんに改装された可能性が高い。

「僕がエドウィナの父親の立場だったら、遺品は簡単に見つからないような場所に隠すだろう。だから客室はこの際全て除外してもいいと思う」

「それならだいぶ捜索範はん囲いも狭せばまるっスね」

「三日間しかないから効率よく捜さないとな」

　ルドルフとブラッドリーがしたり顔で頷き合う。

　──アーゼンタール侯爵が記憶とつき合わせた結果、遺品を隠した可能性のある部屋は以下の通りだ。

　広間、応接室、代々の当主とその家族の肖しよう像ぞう画がが飾ってある部屋。物置部屋、代々の当主が集めたというお宝がつまった宝物庫など。

　その他の部屋や台所、それに使用人たちが使う領域は除外されることになった。

　一行は二手に分かれて広間と応接室から捜索することにした。エーヴェルトとブラッドリーと共に応接室の担当になったリーフィアは、調度品を持ち上げ、壁を触さわり、絨じゆう毯たんを引き剝はがし、隅すみから隅まで捜しながら呟いた。

「なかなか見つかりませんね」

「そう簡単には見つからないだろうさ。何しろ八十年近くも発見されていないんだから」

　エーヴェルトと協力して、重たいテーブルを動かしながらブラッドリーが応える。

「その長い年月の間に知らないうちに処分されてしまったかもしれないし、アーネル＝エフィロットが持ち去ってしまったかもしれない。見つかれば御おんの字だと思っていた方がいいな」

　フィランはリーフィアの真ま似ねをして、床ゆかに這はい蹲つくばりソファの下を覗のぞき込んだりしている。うっかりフィランが調度品を壊こわさないように見張りながらリーフィアは力なく頷いた。

「そう、そうですよね……」

　城を出発する時はエドウィナの遺品を見つけるんだと意い気き揚よう々ようだったリーフィアだが、思った以上に難しいことだと実感していた。八十年の時はあまりに長い。この広い屋敷の中で見つけることは、まるで雲を摑つかむような話だった。

「でも見つけられたら禁呪の解析のための大きな手がかりとなるかもしれない。どんなに少ない可能性でも僕たちには賭かけてみるしかないんだ、リーフィア」

　諭さとすようなエーヴェルトの言葉に、リーフィアは再び力なく頷いた。

「そうですね。私たちにはそれしかできないんですものね」

　エドウィナ＝エフィロットがアーネル＝エフィロットにかけた「禁呪」。それは一度死んだアーネルを生き返らせるだけではなく、結果的に不死となってしまう恐ろしい術だった。アーネルはそのため死ぬこともできずに、一度死んだ当時の姿のまま生き続けている。……いや、生きているという表現が正しいのかすらリーフィアには分からない。

　分かるのは八十年もの間、アーネル＝エフィロットはたった一人、孤こ独どくなまま時の流れの中に取り残されているということだけだ。それはもはや魔法ではなく、呪のろいのようだ。

　リーフィアがアーネル＝エフィロットから解放され、またアーネル自身をも救うには、彼にかけられた「死んだ人間が生き返る術」を解かい呪じゆするしかない。ラディム＝アシェルとゼスト＝アシェルはカティアの話を聞き、そう結論づけた。またそれがカティアの願いでもあった。

　けれどそれには大きな問題があったのだ。禁呪は使用することはおろか、研究することすら禁じられている。そのため禁を冒おかしたエドウィナは魔法使いたちの手によって捕ほ縛ばくされ、火刑にされたのだ。その時押おう収しゆうされた禁呪に関するエドウィナの研究書は破は棄きされ、すでにこの世には残っていない。

　禁呪を解呪するためにはその禁呪がどのようなものであったか知る必要があるのに、リーフィアたちにはその手立てがまるでないのだ。カティアもエドウィナの禁呪の研究には関わっておらず、それがどのようなものであるかは知らないそうだ。

　唯一、エドウィナを捕つかまえた時にその研究資料を目にする機会があったゼスト＝アシェルも、古い魔法が使われていたことくらいしか覚えていないという。まさに八はつ方ぽう塞ふさがりの時に、エドウィナの遺品を「使う」ことを思いついたのはそのゼスト＝アシェルだった。

　アーネル＝エフィロットは魔法使いの塔の中に保管されていたエドウィナの研究資料を盗み出した。その研究資料は禁呪とは何も関係のない古代魔法についての論文で、残しておいても問題ないとされたものだ。だからこそなぜアーネル＝エフィロットがそんな資料をわざわざ塔に侵しん入にゆうしてまで盗んでいったのかが分からない。

　けれど研究資料を手に入れてから突然アーネル＝エフィロットがリーフィアを熱心に狙い始めたことを考えると、彼はその研究資料から禁呪に関わる重要な手がかりを得たに違いなかった。

「そうか、資料に書かれていることではなくて、その資料をエドウィナが最後まで所持していたことが重要なのかもしれん」

　ゼスト＝アシェルが何かに気づいたようにふと言った。

「捕まるまで資料を所持していたなら、それらは当然エドウィナの当時の様子を記憶している可能性が高い。それを読み取りリードすれば、あるいは……？」

　魔法に長たけた者なら、「場」や「物」から過去の記憶を読み取りリードすることができるらしい。もちろんあまりに時が経たちすぎてしまえばその記憶は薄らぎ、読み取れなくなるというが、エドウィナの資料は魔法使いの塔という特とく殊しゆな場所で誰の手にも触れられないように厳げん重じゆうに保管されていたものだ。八十年前の記憶だとしても、そこから読み取ることが可能かもしれない。

　そしてエドウィナの遺品が見つかれば、同じようにそれらが記憶している情報を読み取ることができるかもしれないとゼスト＝アシェルは言う。人目に触れず、隠されるように保管されていればあるいは……と。

「そんなすごい魔法なら、なぜエドウィナ＝エフィロットが捕まった時に使わなかったんですか？」

　リーフィアは当然の疑問を口にする。エドウィナは完成させた禁呪を未完で失敗作だったと偽いつわった。そのため魔法使いたちはアーネルの存在を実に八十年もの間知ることができなかったのだ。そんなにすぐれた魔法があったのなら、なぜ当時それ使ってエドウィナの噓うそを暴かなかったのだろう？

　その答えは実にあっさりしたものだった。ラディム＝アシェルが言う。

「読み取りリードは、四十年前に開発された魔法で、当時はなかったから」

　読み取りリードの魔法を開発したのはなんとゼスト＝アシェルその人だ。「アシェル」の魔法は海を隔へだてた東洋に伝わる呪じゆ術じゆつを取り入れたもので、場の形成に非常に長けたものだった。それを応用して生み出されたのが読み取りリードの魔法だ。ただし、最初に場とその範囲を固定する高度な技わざが必要になるため、魔法使いの中でも使える人間はごく少数に限られていた。

　幸い、ここにはゼスト＝アシェルとラディム＝アシェルという読み取りリードを得意とする魔法使いが二人もいる。だからエドウィナの遺品を見つけ出しさえすれば、禁呪の手がかりが得られる可能性が高い。

　けれど、肝かん心じんのものがなかなか見つけられず、リーフィアたちはとぼとぼと応接室を後にした。昼食時に合流したラディム＝アシェルや祖父母たちも、広間では何も見つけられなかったようだ。

「午後は僕たちは物置部屋を探そう。ラディたちは肖像画の間に向かい、その後は宝物庫を頼む」

「分かりましたっス！」

　午後も二手に分かれてエドウィナの遺品探しとなった。

　リーフィアたちが向かった物置は、捨てるに捨てられないものが乱雑に置かれた広い部屋だった。すでに骨こつ董とう品ひんとなった楽器や、食器しよつき棚だな、書類や私物の数々があちこちに所ところ狭せましと置かれていて、これを一つ一つ動かして捜すことを考えただけでげんなりした。

　年に一度は表面的な埃ほこりを払っているらしいが、部屋は埃っぽくてカビ臭くさい。リーフィアは窓を開け換かん気きしながら、フィランを振り返った。

「フィラン。空気悪いから部屋に戻っていていいわよ」

「やだ。姉さまといるもん！」

　どうやらフィランはすっかり探検気分になっているらしく、古めかしい人形や本、それに壁に無む造ぞう作さに立てかけてある肖像画にキラキラした目を向けている。

「こんな場所がおじいさまのところにあるなんて、フィー、知らなかった」

「私もよ」

　そもそもあまりこの離れを家族は使用しないのだ。主に招しよう待たい客きやくが泊まる場所として使用されていて、普段は閉じている。そのため、リーフィアたちはめったに足を踏ふみ入れたことがなかった。おそらくこの機会がなかったら、一生入ることはなかったかもしれない。

「さて、やりますか」

　意を決すると、リーフィアは袖そでをまくってゴミか宝物か判別つかないものへと近づいた。

　埃を立てないようにそうっと無造作に積まれた一番上の本を手に取り、中身を確認する。エーヴェルトとブラッドリーは大きな物を二人で動かし、中や床に何か物が隠されていないか確認していた。フィランは四つんばいになって壁に立てかけてある肖像画の方ににじり寄っていく。

　この部屋の探索を終える頃には、おそらく全員が埃塗まみれになっていることだろう。リーフィアは苦笑を浮かべながら再び埃をかぶった手紙らしき束を手に取った。

　中身を取り出し、目を落とす。筆ひつ跡せきから見て子どものものらしい。名前はなく、ＡからＥへ。そしてＥからＡ宛あてと、まるで暗号のような、本人たち以外には理解できない内容の手紙だった。

　ふとＡとＥというイニシャルが気になって、隅から隅までリーフィアは目を通した。子どもの頃ここで過ごしたというアーネルとエドウィナの手紙ではないかと思ったのだ。

　けれど所々名前らしきものが入り交じっていることから、これはアベルとエギル兄弟きようだいの手紙だということがすぐに分かった。アベル・アーゼンタールとエギル・アーゼンタール。つまり祖父とその弟の手紙だったのだ。

「……なーんだ」

　そんなに都つ合ごうよく見つかるはずはないのだ。脱だつ力りよくしなら、リーフィアは手紙の束を元へ戻した。その下にある本を手に取りパラパラとめくりながら子ども時代をこの建物で一緒に過ごしたエドウィナとアーネルに思いを馳はせる。

　いつしかリーフィアは、カティアに聞いたアーネルの壮そう絶ぜつな過去のことを思い出していた。
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「全ては『新月の貴婦人』から始まったことなの」

　アーネル＝エフィロットの驚くべき目的を告げたあと、改めて説明を始めたカティアの口から出たのは予想もしなかったことだった。

「『新月の貴婦人』が始まり？」

「『新月の貴婦人』とは何だ？」

　リーフィアの兄のリードが怪訝そうに眉を顰ひそめる。思わずリーフィアは部屋の壁際に立っている兄を振り返る。

「何って、兄様、『新月の貴婦人』の幻まぼろしのことを知らないの？」

「いや、知らない」

　城しろ勤づとめをしていたことのあるリードだが、どうやら噂に疎うといらしく『新月の貴婦人』のことはまったく聞いていないようだ。もっともリーフィアも城に勤めだしてしばらくしてから知ったことだったが。

「『新月の貴婦人』というのは月のない新月の夜に出しゆつ没ぼつする、女性の姿をした幻のことよ。白銀の髪に紫むらさき色いろの瞳をした女性なんですって」

「銀ぎん髪ぱつに紫の瞳？」

　リードの青い目がリーフィアにじっと注そそがれる。その時リーフィアは十歳の子どもの姿だったが、リードの言いたいことはよく分かった。

　リーフィア本来の姿は白銀の髪に紫色の瞳を持つ美女だ。リードは要するに「それはお前のことなのでは？」と言っているのだ。

「私じゃないわ。……いえ、半年前に新月の夜に出没していたのは私だけど、『新月の貴婦人』は私と何の関係もないわ。昔から言い伝えられている幽ゆう霊れいのようなものなの」

　半年前、新月の夜には大人の姿に戻ってしまうリーフィアは、同室のリリアンにバレないようにするため、月のない夜には部屋を出て外で一晩明かしていた。その時うっかりエーヴェルトたちに姿を見られて、『新月の貴婦人』と間違えられて大勢に追いかけられるはめになったという経いき緯さつがある。

　エーヴェルトの妹システィーナ王女が口を挟はさんだ。

「確か『新月の貴婦人』は時の王子に見み初そめられた女性で、結婚式の夜、自分を庇かばって亡なくなった王子の後を追って自殺してしまったという話ではなかったかしら？　それから新月の夜になると愛いとしい相手の姿を求めて姿を現すようになったとか。おばあ様のおっしゃる『新月の貴婦人』とはその話の方のことでしょうか？」

「ええ、そうよ。今でこそそう言い伝えられているけれど、もともとあの話は実際にあった事件が元になっているの」

　カティアは隣の席に座る曾ひ孫まごに笑みを向けた。

「私が生まれるもっと前の出来事……そう、もう百年以上も前のことになるわね。私の夫ルガルド陛へい下かの父王には弟王子がいたの。二人は成長し、やがてお義と父う様さまが国王の座について間もない頃だったわ。弟王子が一人の女性を連れてきて結婚したいと言い出したの。相手の女性は白銀の髪に紫色の瞳をもつ美しい女性で、二人並んだ姿は誰もがお似合いだと感じたそうよ。けれど、お義父様──国王は二人の結婚に反対した。女性の身分が低く、また特殊な一族の出だったからよ」

「特殊な一族の出？」

「代々にわたって古い魔法を継けい承しようしている家系で、その女性の代になってこの国にやってきたらしいの。つまり王族にとって彼女は外国人で身分も低く、古い魔法などという怪あやしげなものを信しん仰こうしている得体の知れない家系の人間だったということよ」

「ほう、古い魔法を継承している家系とは。話には聞いていたが、そんな一族がまだ残っていたのだな」

　ゼスト＝アシェルが興味を引かれたようで身を乗り出した。

「残念ながら女性の死をもって継承は途切れてしまったようですけどね」

　カティアは苦笑を浮かべると話を元に戻した。

「いくらこの国の王族は自分で伴はん侶りよを選ぶ自由が許されていたといっても限度があるわ。ましてお義父様自身は国の安定のために政略結婚することを選び、同盟国の王女を娶めとった身ですもの。弟が何の利にもならない相手を娶ることが許せなかったのね。……でも最終的には折れて結婚を認めたわ。なぜだか分かるかしら？」

　エーヴェルトの膝ひざの上に乗っているリーフィアに視線を注いでカティアは問いかける。リーフィアが思いつかずに眉み間けんに皺しわを寄せると、カティアは小さく笑いながら自分で答えを告げた。

「すでに女性のお腹なかの中には弟王子の子どもが宿っていたからよ。だからお義父様も認めないわけにはいかなかったようね。けれど反対されていたこともあり、弟王子は兄王に遠えん慮りよし、大々的な結婚式は行わず、夜に親しい者たちだけを招まねいて式をあげることにした。でも言い伝えどおり、そこに悲劇が待ち受けていたの」

　それからの話の流れは大筋で言い伝えどおりだという。二人の結婚に反対していた貴族──それもとりわけ弟王子に執しゆう着ちやくしていたとある公爵家の娘が、暗殺者を雇やとい式に潜もぐり込ませた。王子をたぶらかした魔女を抹まつ殺さつするためだったが、気づいた王子がすんでのところで女性を庇い、凶きよう刃じんに倒れてしまう。女性は嘆なげき悲しみ、王子の命を奪った剣で後を追った。

「でも言い伝えとはたった一つだけ違うことがあったの」

　当時女性はすでに臨りん月げつを迎えていて、居合わせた医者や医い療りようの心得のある者たちが何とか小さな命だけでも救おうと、死んだ女性の身体から胎たい児じを取り出したのだ。

「ここまで言えばもう分かるわね？　その時産まれた子どもがアーネル殿下よ」

　その言葉にリーフィアは息を吞のんだ。

「両親が亡くなった夜に産まれた哀あわれな王子。でも彼の数奇な運命はこれで終わらなかった。お義父様はアーネル殿下を城に引き取ることを拒否なさったの。死んだ母親から産まれた子どもは不吉だからと言って。そして弟王子の友人であったアーゼンタール侯爵に、子どもを引き取って城の外で育てるように命じた」

「……なんてひどい」

　リリアンが辛つらそうに呟いて両手をぎゅっと握にぎった。

「ええ。ひどい話よ。でもお義父様のその決定のおかげで、アーネル殿下は生まれてすぐ命を奪われずに済んだのも確かなことなの。当時重臣たちは不吉な子どもは始末した方がいいと主張していたから。王族を名乗らせず、城の外に出して臣しん下かに育てさせることで、殿下の命を守ったのよ。決して悪意からではなかったの」

「当時のアーゼンタール侯爵は今の侯爵の祖父にあたる方ですわよね。つまり、アーネルとエドウィナは……」

　システィーナの言葉にカティアは頷く。

「ええ。殿下がアーゼンタール侯爵家に引き取られて二年後に先生は誕生したそうよ。つまりお二人は血の繫がりはないけれど、まるで兄きよう妹だいのように同じ屋根の下で暮らしていたということね」

　エーヴェルトが得とく心しんがいったように頷いた。

「なるほど、幼おさない頃を一緒に過ごしていたのか。だから奴やつはリーフィアの十歳の頃の姿を見て、エドウィナと結びつけることができたんだな」

　幼い頃のエドウィナを知っているアーネル＝エフィロットならば、リーフィアを一目見てすぐに瓜二つだと気づいたに違いない。

「そうね。むしろ殿下にとっては、子ども姿の先生の方がより鮮せん明めいに脳裏に刻まれていたに違いないわ」

　悲しそうにカティアは微笑ほほえむと、十歳の子どもの姿をしているリーフィアを見つめる。

「リーフィア。私にはなぜ殿下が子ども姿のあなたにこれほどこだわっているのか分かる気がするわ。殿下の目に映るあなたは彼のもっとも幸せな──いいえ、唯一幸せな日々を彷ほう彿ふつとさせてくれるからでしょう」

「唯一幸せな日々を？」

「ええ。アーネル殿下は当時王族を名乗ることが許されずに、母方の姓せいであるエルゼクスを名乗っていたそうです。でも殿下に不満はなかった。両親代わりのアーゼンタール侯爵夫妻から愛情を受け、先生とともに兄妹のように育ち、後に生まれた先生の弟──つまり先代アーゼンタール侯爵も誕生し、まるで本当の家族のように幸せに何不自由なく過ごしていたのですから。でも、その幸せはたった十二年間で終わりを告げました。ある日突然王の使いがやってきて、無理やり殿下を城に引き取ってしまったのです」

「十二年間、その存在を無視していたのに、突然無理やりにっスか？」

　ルドルフが目を丸くする。カティアは頷くと目を伏ふせた。

「そうです。そしてその時のことが先生のその後の人生に大きな衝撃と影響を与えることになったそうです。侯爵家といえども、王家の命令に逆らうことはできません。アーゼンタール侯爵は殿下を大人しく引き渡すしかありませんでした。先生も国王の使者が嫌いやがるアーネル殿下を引きずっていくのをどうすることもできずに見送らねばなりませんでした」

　それでも王族として認められるなら、それがアーネルのためだと自分たちの気持ちを慰なぐさめていたエドウィナたちはその二ヵ月後、信じられない事実を知らされることとなった。アーネルが亡くなった、ということを。

「もちろん、先生は信じませんでした。けれど、真相を調べることもできず、国王に抗こう議ぎを申し立てることもできない。先生は悲しさと悔くやしさと無力さに打ちのめされ、それがきっかけで貴族の身分を捨て、魔法使いになる道を歩み始めたのです。……殿下を救い出して自由にするために」

「……もしかしてその頃、アーネルはあの地下室に幽ゆう閉へいされて……？」

　エーヴェルトの言葉にカティアは頷き、悲しそうに顔を歪ゆがめた。

「そうです。あの地下室に幽閉されて、そこで私の後のちの夫であるルガルド殿下の替え玉を務つとめさせられていました。突然お義父様がアーネル殿下を引き取ったのは、そのためだったようです」

「ひいお祖父様の替え玉として？」

「そうです、エーヴェルト。……ゼスト、あなたは私たちが見習いとして魔法使いの塔に入ったばかりの頃、城中で囁ささやかれていた噂をご存知かしら？」

　突然カティアにかけられた言葉に応じるゼスト＝アシェルは、複雑そうな表情を浮かべていた。

「……ああ、覚えているよ、カティア。ルガルド殿下は病弱で、ほんの少し熱を出すたびに死にかけていた。けれど、そんな時でも公務を休むことはない。だから殿下は二人いる、替え玉がいるのだと、そう噂されていた。……当時は眉まゆ唾つばだと思っていたが、八十年以上も経って真実を知ることになるとは思わなんだ」

「そうね。私もその当時はまさかと思ったものよ。でもそれは真実だったということ。エーヴェルト、システィーナ。あなた方には思いもよらなかったことだと思うけれど、ルガルド殿下は生まれた時はとても病弱で、常に寝込んでいるような状態だった。でも、当時この周辺諸国は小こ競ぜり合あいを繰り返し、政情は不安定だったから、次期国王が病弱だなどと知られるわけにはいかず、王家は必死に殿下の状態を隠していたの。いずれ身体が丈夫になるか、もしくは別に王位を継つぐ男児が生まれることを期待して。でも十歳を過ぎても一向にルガルド殿下は病弱なまま。王妃陛下が子どもを身ごもる気配もなく、いよいよお義父様は非情な決断をしなければならなくなったの」

「それがアーネルをルガルド殿下の替え玉とすることだったわけか……」

　ブラッドリーがボソッと呟く。王族に仕つかえる彼は、次期国王が不在という不安定な状況が国の崩ほう壊かいを招くことをよく分かっているらしかった。

「後うしろ盾だてのないアーネルを王位継承者の一人として表に出して更に状況を混乱させるより、万一の場合、奴をルガルド殿下として王位を継がせる方がすんなりいくと考えたんだろうな」

「そうなのですよ、ブラッドリー。そのため、アーネル殿下をあの『高貴な牢ろう獄ごく』に幽閉して、王族として必要なことを学ばせながら、ルガルド殿下の替え玉としての教育も受けさせたのです。殿下の癖くせやしぐさや口く調ちようや考え方を覚え込ませ、完全に成り代われるように」

「なるほど、どうりで奴がああも簡単に他人を模倣し成りすますことができるのか、分かった気がする」

　エーヴェルトがリーフィアをぎゅっと抱きしめながら呟いた。

「奴にとってそれが生きる術すべだったというわけか」

　アーネルはルガルドの替え玉になるときだけ、あの地下室を出ることを許された。他人に成りすますことが彼の存在意義だったのだ。

「……よく、あの男がそんな立場に甘んじていられたね……」

　今まで言葉を発しなかったラディム＝アシェルがいきなりボソッと呟いた。思わずリーフィアは頷いて同意を示す。

　そう。リーフィアたちが知るアーネル＝エフィロットは気位が高く尊大な性格だ。もしかしたら八十年の間に性格が変わったのかもしれないが、それにしてもあの男がそんな日ひ陰かげの立場に甘んじていられるとはとうてい思えなかった。

　けれど、カティアの返事はリーフィアたちが考えていたよりももっと非道だった。

「そうするしかなかったのです。アーネル殿下は、言うことを聞かないとアーゼンタール侯爵家がどうなるか分からないと脅おどされていたから。後にアーネル殿下と再会し、そのことを知った先生は激げき怒どしていましたわ。アーネル殿下の弱点をお義父様はよくご存知だったのです。おそらくアーゼンタール侯爵家での殿下の様子を調べさせていたのでしょうね」

「あまりにひどすぎます……！」

　とうとうリリアンが両手を顔に埋うずめて泣き出してしまった。ブラッドリーが慰なぐさめるようにその肩に手を置く。

「確かにお義父様は非情です。でもこれもすべて王族と国を存続させるためだったのです。そのためにアーネル殿下を犠ぎ牲せいにした。やり方は賛同できませんが、ルガルド陛下とともに国を治める立場となって、私は初めてお義父様の苦悩が理解できるようになったのです。……エーヴェルト。あなたもいずれ分かるでしょう。王とはとても孤独な存在です」

　カティアはやがて国王の座につくことが決まっているエーヴェルトに慈じ悲ひと哀れみのこもった目を向ける。その瞬間、抱きしめている腕に力がこもったような気がして、リーフィアは思わず彼の手に自分の手を重ねていた。

　──殿下。殿下は一人ではありません。私やシスティーナ様、ブラッドリーさんをはじめ、皆が傍そばについております。

　そんな思いを込めて、膝の上からエーヴェルトを見上げる。するとその言葉が聞こえたかのように、エーヴェルトはリーフィアの額ひたいに愛おしそうにキスを落とした。

「ありがとう、リーフィア。僕は大丈夫だ」

「はい」

　くすぐったそうにそのキスを受けながらリーフィアは微笑む。その様子をカティアは微笑ましげに眺ながめた後、話を続けた。

「一方、この国の魔法使い見習いとして城に入った先生は、魔法を習得しながらアーネル殿下の居場所を捜していました。けれど、殿下の存在はごく限られた人間しか知らないこと。一介の魔法使い見習いが情報を得ることは不可能に近く、手がかりもないまま十年以上経っていったそうです。その間に先生は頭とう角かくを現し、知らぬ者がいないほどの天才魔法使いとしての名声を欲しいままにしていました」

　それさえアーネルを捜すための手段の一つだったようだ。魔法使いとしての名声が高くなればなるほど、アーネルの情報に近づくことができる。エドウィナはそう考えていたのだという。

「やがて、正魔法使いとなり、私がちょうど先生に弟子入りした頃のことでした。偶然にも先生はアーネル殿下の居場所を突き止めることができたのです」

「十年以上も経ってどうやって？」

　ゼスト＝アシェルが不思議そうに尋たずねる。国王や国の中ちゆう枢すうたちが隠そうとしていたのなら、突き止めるのは容よう易いではなかったはずだ。

　カティアはクスッと笑う。

「先生の師であるマチルダ尊師せんせいが、今は東館となっているかつての主しゆ居きよ館かんの一角で、人知れず魔法を使うのを目もく撃げきしたからです。その時マチルダ尊せん師せいは地下室に微び量りようの魔力を送り込んでいるところでした」

　あ、とリーフィアは思う。あの地下室は外から魔力が流されることで、必要最低限の生活を支えられるような仕組みになっていた。以前ラディム＝アシェルが説明してくれたように魔法は半永久的に作用するものではない。継けい続ぞく的てきに機能させるために、必ず術や魔力の補ほ塡てんを必要とするものなのだ。

　つまりあの部屋に魔力を流し、アーネルの生活を支えていた人間が必ず存在していたはず。そして王がそんな重要な役目を任せるのは魔法使いの長しかあり得なかった。

　──エドウィナは自分の師し匠しようがアーネルの監かん禁きんに手を貸している人間の一人だと知ってどう思っただろう……？

　信頼を裏切られた。そう感じたのではないだろうか？

「先生はアーネル殿下の居場所をようやく突き止めることができました。けれど、あの地下室へは魔法を使って跳ちよう躍やくすることはできません。正面の扉とびらを通って地下に入るしかないのです。事情を知った私は協力を申し出て、一計を案じ騒さわぎを起こすことにしました」

「『新月の貴婦人』騒ぎは、やはりあなたの仕し業わざだったのか、カティア！」

　呆あきれたようにゼスト＝アシェルが言う。にっこり笑って肯こう定ていする彼女に苦笑いを向けたあと、ゼスト＝アシェルは一同を見渡して説明を始めた。

「あの当時、『新月の貴婦人』が出たということで毎月大騒ぎだった。我々魔法使いはあれは魔法で作られたものではないかと疑っていたんだが、特に原因を探さぐれという命令は出なかったので静観していたんだ。そしてあの当時、塔に所属する魔法使いの中でもっとも巧たくみに幻影を操あやつっていたのがカティアだった。あのエドウィナでも幻影を作り出す術に関してはカティアには及ばなかったほどだ」

「他はからきしですけどね」

　コロコロと鈴を鳴らすような声で笑った後、カティアは続けた。

「私が先生に頼まれて『新月の貴婦人』の幻影を作ったのは、地下室の入り口を守る兵士をその場から退しりぞけるためです。兵士たちは地下室に捕とらわれているのが、誰であるかを知っていました。『新月の貴婦人』の子どもであることも。だから幽霊騒ぎになった時、一番キモを冷やしたのは彼らだったでしょう。息子に会いに『新月の貴婦人』が現れたのだと、本気で怯おびえていました。実際彼らの前に姿を現し、何度も脅しましたよ。彼らは恐きよう怖ふのあまり、新月の夜になると持ち場から逃げ出していきました。その間に先生は誰もいない地下室の入り口を堂々と通ってアーネル殿下と会っていたのです」

　リーフィアは啞あ然ぜんとしてカティアの皺だらけの顔を見つめた。「新月の貴婦人」の騒ぎを引き起こしたのがエドウィナとカティアだったとは驚きだ。

　でも誰かがこうやって「新月の貴婦人」の言い伝えを利用することで、ますます彼女の噂に尾ヒレがついて、まことしやかに広がっていったのだろう。

「毎月のように先生はアーネル殿下に会いに行きました。そうして二人が十二年ぶりの再会を果たしてから、半年ほど経った頃でしょうか。はじめは互いに離れていた時間を埋めるのに忙しかった二人の間に、次第に不協和音が生じてきたのです」

　それをカティアは傍で見ていて心を痛めたのだろう。悲しそうに目を伏せる。

「原因は大人になって現れた先生に、アーネル殿下が戸惑い続けたことでした。先生は大人になった自分を認めず、子どもの頃の先生の面おも影かげに縋すがろうとする殿下に次第に苛いら立だちを覚えるようになりました。でも、考えてみれば、離れていた十二年の間魔法使いの修業に励み人と関わりながら大人になった先生と、ずっと地下室に監禁され、人とほとんど関わることなく心の成長を止めたままのアーネル殿下とでは、齟そ齬ごが生じるのも無理はなかったのかもしれません」

　──だから、あの地下室でアーネルは言っていたんだわ。

『君は大人になる必要などない。大人になると美しかったものが汚れてしまうからね。でも子どもでいれば、無む垢くなままでいられるんだ』

　あれはやはりリーフィアに向けられた言葉ではなく、エドウィナに向けられた言葉だったのだ。

　地下室に閉じ込められたアーネルが正気を保たもっていられたのは、きっと幼いエドウィナと過ごした幸せな日々があったからだ。彼はその思い出を大事に胸に抱き続け、しまいには神聖化していたのだろう。

　そこへ大人になったエドウィナが現れる。目の前の女性はすっかり大人になって、身体の成長とともに心までも成長していた。心の中の神聖化されたエドウィナ像と、大人のエドウィナはかなり変わって見えたのだろう。それが当然だし、当たり前だ。人は成長し、変わっていくものなのだから。

　けれど少年のまま心の成長を止めたアーネルにはそれが分からない。理解できない。そのことでエドウィナは苛立ち、それが更に幼い頃のエドウィナとの相違をアーネルに突きつけた。

「一方、先生はそのこと以外でも焦あせっていました。殿下から話を聞き、状況を理解するにつけ、彼の身が危険に晒されていることが分かってきたからです」

「危険に晒されていた？」

「ええ。まず一つは、成長してくるに従って病弱だったルガルド殿下の身体が次第に健康になっていったこと。そしてもう一つは、アーネル殿下がルガルド殿下より優秀だったことです」

「賢けん王おうと言われたひいおじい様よりも、ですか？」

　エーヴェルトは驚きを隠せないようだ。目を見開いてカティアを凝ぎよう視しする。

「王太子時代に築いたルガルド殿下の評判の半分以上は、本当はアーネル殿下の功績なのです。ルガルド殿下も優秀だったのには違いありません。けれど、それ以上にアーネル殿下が優すぐれていたのです。判断力や人を動かす力も、王族としての威い厳げんも。それに危機感を覚えたのはお義か母あ様──王妃様でした」

　同盟国から政略結婚で嫁とついできた王妃。たった一人しか子どもを産めなかった彼女が自分の子どもより優秀なアーネルを恐れたのも無理はなかった。アーネルに王太子の座を取って代わられるかもしれない。アーネルを推おす声が多くなれば、今度は自分の息子が日陰の身に追いやられるかもしれない。

　恐れを感じた王妃は使用人に命じ、地下室に届けられるアーネルの食事に毒を盛るようになった。幸いアーネルはそれにいち早く気づいて、危機を回かい避ひしていたが、いつまで無事でいられるかは分からない。一刻も早くアーネルを地下室から出す手段を考えなければならなかった。

「そして悲劇の幕があがったのです。ふとした折に先生の姿を見たルガルド殿下が先生を好きになってしまい、求婚したのですよ」

　これにはその場にいる全員が驚きを隠せなかった。ゼスト＝アシェルでさえも目を丸くしてカティアを見ている。

「で、でも、ひいおじい様はおばあ様と結婚したのですよね？」

　システィーナが珍めずらしく動どう揺ようをあらわにしていた。曾そう祖そ父ふが別の女性を好きだったと聞かされ、ましてやそれを妻だった曾そう祖そ母ぼの口から聞いたのだから、驚くのも無理はなかった。

　けれど当のカティアは何も気にしていないようで、楽しげに笑って答える。

「ええ。ルガルド殿下は私と結婚したのですよ、先生を諦あきらめてね」

「おばあ様！」

「ふふふ、ごめんなさい。語ご弊へいがあるわね。殿下は私と恋に落ちたからこそ選んでくれたのですよ。でもね、その前に先生に求婚したのも事実よ」

　カティアはそこまで言うと急に笑みを消した。

「ルガルド殿下に求婚されて、先生は拒否しませんでした。なぜだか分かる？　王おう太たい子し妃ひになれば、王妃の手からアーネル殿下を守れる。あの地下室から彼を救い出すことも可能だと思ったからですよ。言い方は悪いけれど、先生は王族の権力を利用してアーネル殿下を守ろうとしたの。でも、それはある意味アーネル殿下にとって、もっともひどい裏切りだったのでしょうね」

　替え玉となったアーネルは、ルガルドに複雑な思いを抱いていたようだ。ルガルド自身はアーネルに悪意も嫉ねたみもなく、彼の境きよう遇ぐうに罪の意識を覚えていつか解放したいと考えていたらしい。でもアーネルにとってルガルドは自分が閉じ込められた元凶で、憎にくい伯お父じ王と同一視すらしていた男だった。

　そのルガルドとエドウィナが結婚する。それは倒底許せるものではなかった。

　彼を守りたいエドウィナと、大人になって汚れたエドウィナの裏切りに怒り狂うアーネル。二人は平行線を辿たどり、やがて亀き裂れつは決定的なものになった。

『私は子どもじゃない！　大人よ！　いつまでも子どもではいられないの！』

　言い放ったエドウィナの言葉が、二人が交かわした最後の会話となった。

「ここからは想像でしかありませんが、ルガルド殿下に大切にしていたものを奪われ、全てをなくしたと思ったアーネル殿下はそれから三日後、王妃が盛った毒入りの食事を分かっていて口にしたのでしょう。あの日、嫌な予感がすると先生が言い出して、慌てて二人で地下室の入り口へ向かった私たちが見たものは──」

　カティアの声が震ふるえた。

「すでに事切れたアーネル殿下の遺体を運び出す、兵士たちの姿でした」

「……っ！」

　リーフィアは思わずぎゅっとエーヴェルトの腕うでにしがみつく。

「私も衝しよう撃げきを受けましたけれど、先生はどれほどのショックを受けたことか。私は先生の顔から表情がなくなっていくのをなす術もなく見守るしかありませんでした。あの時、先生にどんな慰めの言葉があったでしょうか？」

　半なかば泣きながらカティアは話を続ける。その背中を慰めるようにシスティーナが撫でた。

「おばあ様……」

「私たちは兵士たちの後をつけ、王おう廟びようにアーネル殿下の遺体が安置されるのを確認しました。それから先生は、何も言わずに殿下の遺体とともに姿を消してしまわれた。次の日、戻ってきた先生は研究室に閉じこもり、めったに姿を見せなくなりました」

「エドウィナはアーネルの遺体をどこへ……？」

　ラディム＝アシェルが口を挟んだが、それはカティアも分からないようだった。

「先生に尋ねても、遺体の行き先を口にすることはありませんでした。ルガルド殿下が会いに来ても出てきません。……思うにあの時先生は、禁呪の研究に着手していたのでしょう。私に何も言わなかったのも、私を巻き込むまいとしていたから。私は先生のそんな気持ちも知らず、悲しみと不安から同じ苦しみを分かち合う相手としてルガルド殿下に全てを話し、慰め合うようになりました。私たちは二人に何もしてあげることができなかったという共通の罪の意識があったのです。やがて同情や共有が愛に変わり、私たちは結婚することになりました」

　カティは目を閉じ、それからゆっくり開けた。

「あとは皆も知っている通りです。ルガルド殿下と結婚し、私は魔法使いを辞めました。私の結婚を誰よりも喜んでくれた先生はその後、禁を犯した罪で処刑され、エフィロットの名はこの世から消え去りました。……私は愚おろかにも、それで全てが終わったと思っていたのです」

　でも終わっていなかった。禁呪を成功させていたエドウィナはアーネルを蘇らせ、そのせいで生き返った彼は死ぬことのできない身で、八十年間もこの世をさまよっている。

「今度こそ、殿下を救いたいのです」

　胸に手を当ててカティアは呟いた。

「きっと先生もそれを望んでいます。禁呪から殿下を解放し、安らかな眠りを彼に返す。そのために、私は長い命を生きながらえてきたのでしょう。先生が始めたことの終わりを見届けるために」
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「リーフィア？」

　エーヴェルトの声が長い物思いからリーフィアを引き戻した。

「え？」

「どうしたんだい？」

　目の前にしゃがみ込んだエーヴェルトがいて、リーフィアを心配そうに見つめていた。どうやら物思いにふけって長い間手を止めていたらしい。

「ついカティア様が話してくれたエドウィナとアーネルのことを思い出していて……」

　あの話を聞いてリーフィアは切なかった。なぜならアーネルを地下室に閉じ込めた国王を含ふくめ、みんな自分の守りたいもののために動いただけなのだ。なのにほんの少しの行き違い、ボタンの掛け違いで八十年も続く不幸を生み出してしまった。

　何かが少し違っていれば。……そう思えてしまってならない。

「あの話は確かに衝撃的だったよ。……だからといってあいつに手心を加える気はないけれど」

　リーフィアの頭に手を置きながらエーヴェルトは微笑む。

「ただね、あの話を聞いて少し目的が変わった。おばあ様のように後こう悔かいしないように、やれるだけのことはやろうと思うようになった」

　そこまで言うと、不意にエーヴェルトは真顔になった。

「それでリーフィア、この件が無事に解決できたら君に……」

　けれどエーヴェルトは最後まで言うことはできなかった。突とつ如じよ、物置部屋にフィランの素すっ頓とん狂きような声が響ひびいたからだ。

「あれぇ？　ここ、穴が開いているよ？」

「フィラン？」

　周囲を見回してみても、フィランの姿はなかった。

「フィラン、どこにいるの？」

「ここだよ、姉さま！」

　声と共に壁に無造作に置かれている大きな肖像画の後ろからフィランが這はい出てくる。

「姉さま、ここ！　この絵の後ろの壁に穴があるよ。フィーが触ったら急に壁が崩れて現れたの！」

　埃で汚れた顔に満面の笑みを浮かべながら、フィランは得意げに言った。ブラッドリーは荷物を運ぶ手を止め、リーフィアとエーヴェルトは思わず顔を見合わせた。

　──壁に穴？

「まさか──」

　三人は一いつ斉せいにフィランの言う肖像画に向かった。けれど、肖像画の裏は狭せまく、子どもが何とか入れるすき間しかない。ブラッドリーとエーヴェルトが肖像画の手前にあるものをやや乱暴にどけていく。やがて、肖像画が取り除かれた壁に、直径三十センチほどの穴が現れたのだった。
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　大急ぎでラディム＝アシェルたちを呼んで、魔法で穴を調べてもらう。

「向こうに、小さな部屋がある」

　美形仕様のラディム＝アシェルが壁かべに手をかざしながら言った。

「隠かくし部べ屋やっスか！」

「アーゼンタール侯こう爵しやく。この隠し部屋のことはご存知でしたか？」

　エーヴェルトが尋たずねると、アーゼンタール侯爵は勢いよく首を横に振った。

「いえ、初めて知りました。まさか、あの大きな肖しよう像ぞう画がの後ろにこんな隠し部屋があるとは……」

　隠し部屋を覆おおい隠すように立てかけてあった肖像画は、いつから置かれていたものか分からないらしい。アーゼンタール侯爵が記き憶おくしている限り、ずっとそこにあったようだ。

　肖像画にサインはなく、誰が誰を描いたものかも不明だ。けれど、顔立ちの特とく徴ちようから見てアーゼンタール侯爵の祖そ父ふ、つまりエドウィナの父親ではないかと思われた。

「父が言っていたが、祖父は絵を描くのが趣味だったらしい。だからもしかしたらこの絵も……」

　自画像を描き、その絵を隠し部屋の目隠しに利用したのかもしれない。

　リーフィアは壁の小さな穴の向こうに広がる薄うす暗ぐらい空間を覗のぞき込みながらラディム＝アシェルに言った。

「ラディさん、入り口の穴をもう少し大きくすることはできますか？」

　中を覗き込むことはできるが、人が入れる大きさではない。中に何があるのか調べるには穴を大きくする必要があった。

「ん。離れてて」

　ラディム＝アシェルが前に出る。リーフィアたちは慌あわてて壁から距離を取った。ラディム＝アシェルは壁にあいた穴の真下に手のひらで触ふれる。すると彼が呪じゆ文もんを口にする間もなく、壁がサラサラと砂のように崩くずれていった。

　穴はちょうど人が一人通れるほどの大きさになっていた。更にラディム＝アシェルはパチンと指を鳴らす。直後、穴の中が急に火が灯ともったかのように明るくなった。

　隠し部屋はラディム＝アシェルが言ったようにとても小さいものだった。細長い長方形になっており、しっくいで作られた両壁に木の棚たなのようなものが並んでいる。棚と棚の間の通路は大人が一人やっと通れるほどしかなくて、人が居住できるような場所ではなかった。

「ずっと人が入っていないようだね」

　中を覗き込みながらエーヴェルトが呟つぶやく。うっすらと埃ほこりのかぶった棚と通路が、長い間ここに誰も足を踏ふみ入れていない事実を物語っていた。

「魔法の形けい跡せきはまったくない。全部人の手によって作られたもののようだ」

「もしかして、エドウィナのお父さん、ええっと、ひいひいお祖じ父い様さまが、彼女の遺い品ひんや形見を隠しておくために作ったのかも？」

　リーフィアには奇き妙みような予感があった。これはきっとエドウィナのための部屋だ。

　アーゼンタール侯爵が宣言するように言う。

「よし、全て運び出して確認しよう」

　使用人が呼ばれ、隠し部屋の棚に収められていたものが運び出されていく。物置部屋の近くの空あき部屋にテーブルが並べられ、そこに隠し部屋の中のものが次から次へと置かれていった。

「……子ども用？」

　子どもが使うおもちゃや人形、字を練習したと思われる紙とお手本の教本、いかにも子どもが描いた落書きの絵。子ども用の夜よ着ぎやドレス。そんなものが運び出されてくる。

「これ、やっぱりエドウィナのものらしいな」

　ブラッドリーが自分の名前のサインを練習したと思われる紙をそっと手にとって示した。そこには子どもの拙つたない字でエドウィナという綴つづりが何度も繰り返し書かれている。子ども用のものが多いのは、十歳で家を離れてしまったエドウィナがこの家に残していったものだからだろう。

「手紙もあるね」

　エーヴェルトが手に取ったのは、家を離れ魔法使いの塔とうに入ったエドウィナからの父親宛の書簡のようだった。だがすべてが子ども時代のものでもないようで、実際、数は少ないが大人用の化け粧しよう用品や身の回りの物があった。おそらくエドウィナの師であるマチルダが送り届けてくれた遺品なのだろう。

「……ん、これかな？」

　ラディム＝アシェルが一本のペンを手にする。子ども用の小さいものではなく、大人用のものだ。

「たぶん、研究室で実際エドウィナが使っていたもの、だと思う」

「それを読み取りリードできれば、もしかしたら禁きん呪じゆのことが分かるかもっスね！」

　ルドルフが嬉うれしそうな声をあげた。

　禁呪のことについて読み取りリードできそうな遺品が見つかった。これでリーフィアたちのこの屋敷での目的は達成したことになる。けれど、リーフィアたちはその場を動くことなく、運び出されてくるエドウィナの遺品を見守った。やがて、エーヴェルトがふと何かに気づいたように眉を寄せた。

「男の子用の子ども服？」

「本当だ、こっちにも」

　ブラッドリーが同意するように頷うなずく。

　理由はすぐに分かった。隠し部屋に隠されていた子ども用の品はエドウィナのものだけではなかった。驚おどろくことにそこには、アーネルがこの屋や敷しきにいた時に使っていたものまで交じっていたのだ。

　運び出されてきた遺品の中に書きかけの手紙があり、サインが途中まで記しるされていた。そこに書かれていた名前は、アーネル・エルゼクス。エル部分で筆が止まっていたが、アーゼンタール侯爵家で養育されている時に名乗っていたエルゼクスという母方の姓せいで間違いはないだろう。

「……そういえば、おばあ様の話では、アーネルは突然やってきた王の使者に無理やり引きずられていったのだっけな」

　仕し度たくする間もなく引きずられていって、何一つ持ち出すことはできなかったのだろう。そしてこの家にはアーネルが使っていたものがそっくり残された。

　エーヴェルトが顎あごに触れながら考え考え言う。

「数ヵ月後に死し亡ぼうの知らせが届いた。でもエドウィナが信じなかったように、当時のアーゼンタール侯爵もそれは噓うそだと思ったんだろう。彼はルガルドおじい様の顔がアーネルとそっくりなのを知っている」

　ルガルド賢けん王おうの肖像画は何点か城に飾ってあって、リーフィアもそれを見たことがあった。若いときのルガルド王はエーヴェルトと面おも差ざしがよく似ている。そしてエーヴェルトに似ていたということは、アーネルとも似に通かよっていたということに他ならない。

　先々代アーゼンタール侯爵は、アーネルが王城に引き取られたのはルガルド王子の替え玉をさせられるためだとすぐに悟さとったのだ。

「もしかしたらこの部屋はエドウィナのために作られたのではなく、元々アーネルの残していったものを隠しておくために作った部屋だったのかもしれないね」

　エーヴェルトが呟いた。

　替え玉となったアーネルが存在していた証しよう拠こが残っているということは、アーゼンタール侯爵家にとっても危険なことだった。そこで先々代アーゼンタール侯爵は侯爵家とアーネルの残したものを守るため、隠し部屋を作ったのだろう。

「当時のアーゼンタール侯爵家の立場はかなり複雑だったと思う。下へ手たをすれば秘密保持のために家が取り潰つぶされるかもしれなかったのだから」

　家を守るためアーネルについては沈ちん黙もくを守ったのだろうが、アーゼンタール侯爵の苦悩は計り知れない。

「エドウィナが亡なくなったあと、侯爵は同じ部屋に彼女の遺品も納おさめた。せめて遺品だけでも二人を一緒に眠らせてあげたい。先々代アーゼンタール侯爵はそう考えたのかもしれないね……」

　やるせなさそうにエーヴェルトはため息をつく。その間にも続々と隠し部屋から二人の遺品が運び出され、最後に、一番奥に置かれていたものが運び出された。

　それは一枚の羊よう皮ひ紙しだった。羊皮紙は紙と違ってカビや虫に強く、条件さえ良ければ長くもつという利点があるため、貴き族ぞくたちの間で重要な書類によく使われている。

　リーフィアは何が書いてあるのかと丸められていた羊皮紙を広げた。それを見たとたん、ハッとラディム＝アシェルの表情が変わる。

「これは……」

「これ、もしや古い魔法の呪文じゃないっスか？」

　ルドルフも驚いたような声をあげた。

「見せて」

　ラディム＝アシェルはリーフィアの手から羊皮紙を受け取ると、ぐっと顔を近づけて凝ぎよう視しした。いつもの無表情はどこへやら。別人かと思うほど、その黒い目は爛らん々らんと輝かがやいている。

「……あの目は前髪で隠している方がいいわね、うん」

　つくづくリーフィアはそう思った。

「仕方ないッスよ。あれ、師し匠しようの大好物ッスからね」

　リーフィアにはでたらめな記号の羅ら列れつにしか見えないそれは、ルドルフが言うには古代魔法ルーン文字だという。魔法使いたちが呪文を唱えるときだけに使っていた特とく殊しゆな文字だそうだ。

「今は廃すたれて使われてないけど、古い魔法の文ぶん献けんではしばしば出てくるっスよ。師し匠しようの研究テーマっス」

「なるほど、目の色も変わるわけだ」

　エーヴェルトはくすっと笑うと、ラディム＝アシェルに声をかけた。

「ラディ、その呪文は何の魔法なんだい？」

　むさぼるように羊皮紙を見ていたラディム＝アシェルは、いつになく素早く顔を上げた。興こう奮ふんを示すように黒い目がキラキラと輝いている。

「驚きです。これは実に驚くべきものです」

　口く調ちようが流りゆう暢ちようになっていた。

「あらゆる自然の魔力を使った術です。広大で壮そう大だいで、一方では恐ろしい呪文だ。下手をすればこの世の理ことわりすら破は壊かいしてしまう」

「ラディム＝アシェルさん？」

　こんな興奮したラディム＝アシェルを見たのは初めてだ。似たような状況は最初にリーフィアにかけられた術を見たときにもあったが、その時でもこれほどではなかった。

「お前、興奮しているのは分かるが、落ち着いてみんなが分かるように話せよ」

　ブラッドリーが叱しつ咤たするように言う。その言葉に水を差されたように一瞬だけキョトンとしたラディム＝アシェルは、次に驚くべきことを言った。

「分かるように？　分かりやすく言うと、これは反はん魂こんの術……つまり『死んだ人間を生き返らせる術』だ」

「……は？」

「なんだと？」

「い、生き返らせる術……まさか、エドウィナの!?」

　禁呪の手がかりを得ようとエドウィナの遺品を捜しに来て、禁呪そのものを発見してしまったということだろうか？

　だが確かに、エドウィナとアーネルの遺品が収められた部屋に置かれていたということは、そうとしか考えられない。

「本物かは分からない。でも師匠ならこれがエドウィナが使った呪文かそうでないかが分かるかもしれない。あとカティア様ならこれがエドウィナの筆ひつ跡せきかどうかも判別できると思う」

　羊皮紙に書かれた古代魔法ルーン文字は、とても丁てい寧ねいに書かれていて、子どもではなく大人が書いたものであることが分かる。

　エーヴェルトが顔をあげて言った。

「今すぐ城へ戻ろう。ブラッドリー、ひと足先に城に戻っておばあ様に魔法使いの塔へ行くように伝えてほしい」

「はい」

　それからエーヴェルトは、アーゼンタール侯爵を振り返った。

「アーゼンタール侯爵。ひとまず遺品はこのまま保管してもらい、先々代アーゼンタール侯爵の日記や記録などを探して、隠し部屋について書いているものがないか調べてください」

「はい。殿下」

　アーゼンタール侯爵が頷くのを確認すると、城へ戻るべくそれぞれが慌ただしく動き始めた。
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　その頃、魔法使いの塔ではゼスト＝アシェルのもとにカティアが訪おとずれていた。

「懐なつかしいわ」

　カティアは長おさの執しつ務む室しつに隣りん接せつする応接室を見まわしながら目を細めた。

「マチルダ尊師せんせいの頃からここは何も変わっておりませんからな」

　慣れた様子でお茶を注そそぐと、ゼスト＝アシェルはカティアの前にカップを置いた。

「ありがとう、ゼスト＝アシェル。忙しいのに突然ごめんなさいね」

「いやいや、構かまわんよ。それより体調はどうですかな？」

「魔力を使い始めたからでしょうね。前よりだいぶ丈夫になったわ。心臓の調子もいいらしいの。医師が驚いていたわ」

　くすっと笑うとカティアはカップに手を伸ばした。

　つい先日までカティアは大たい病びようをした影えい響きようで、ほぼ寝たきりの状態だった。けれど、ずっと自分で封ふう印いんしてきた魔法を使いだしたとたん、身体からだが何歳も若返ったように楽になったのだ。

　魔法使いは魔力のおかげで人よりも老化が緩ゆるやかで長生きだ。カティアも例にもれず百歳近い年齢にしては若く見えるが、やはり長い間魔法を禁じていたためうまく体内に魔力が循じゆん環かんせず、肉体的な老化が進んでいたようだ。それが魔法を使いだしたことで、カティアの魔力が体内の傷いたんだ部分を修復し、本来の働きを取り戻していた。

「何にせよ君が元気でいてくれてうれしいよ。年々昔話をする相手が少なくなってな」

「聞きましたわ。ガジス国の前の長も亡なくなったそうですね」

「ああ、あいつも逝いってしまった」

「……寂さびしいですわね」

　互いに大勢の友人や知り合いに先に旅立たれている身だった。慣れているとはいえ、別れはいつでも辛つらいものだ。

「ああ。だが、仕方のないことだ。生まれれば人はいつかは死んでいくものだからな。我々も遠くないうちに懐かしい人たちのもとへと旅立つだろう」

「そうですわね」

　カティアはカップを口に運び、ひと口飲んでふっと笑った。

「おかしいものですわね。つい先日まで私はいつ死んでもいい、死んでしまえば自分の罪つみや苦しみから解放されると思っていたのよ。でも、生きる目的ができた今は、死ぬのが怖こわくてたまらないの。やり残したことがあるまま死にたくない。石にかじりついても生きていたい」

「大丈夫。その思いがあれば、君の魔力は君を生かそうとするだろう」

　魔法を使う使わない以前に気持ちの問題でもあったのだ。ついこの間まで死にたいと思っていたからこそ、カティアの魔力はうまく循環できず、死へと向かっていたのだろう。

「魔法といえば、カティア。君は魔法使いに戻る気はないかね？」

　突然ゼスト＝アシェルが言った。カティアはびっくりして長年の友人の顔を見つめる。

「私が？　今さら魔法使いに？」

「ああ、別に年ねん齢れい制限があるわけじゃないし、還げん俗ぞくした者が再び魔法使いとして戻ってくるのを禁じた法があるわけでもない。それにカティア、今さら王族としてしたいことがあるわけじゃないだろう？」

「それはそうだけど」

　孫まご息子むすこが王位を継ついだ時、カティアは自分の役割は終わったと感じていて、今さら前王おう太たい后ごうとして国政に口を出すつもりはなかった。またその必要もないほど孫息子はよくやっている。

「でもだからといって百歳近くになって魔法使い見習いの続きをするのもね」

「すぐに正魔法使いになるさ。実際還俗した時だって実質正魔法使いになる寸前だった。私はね、カティア。エフィロットを復活させて欲しいと思っているんだ」

「エフィロットを？」

　カティアの目が大きく見開かれる。

「エドウィナがあんなことになって、マチルダ尊そん師しはエフィロットの名を捨てた。それ以降弟で子しは取らず、また君も魔法使いを辞やめてしまったため、エフィロットの技わざを継ぐ者がいなくなった。私はそれはあまりに惜おしいと思っているんだ。だからカティアに魔法使いとなってエフィロットの技を後続に伝えてもらいたいと考えている。エフィロットの名前でなくても構わないから」

「エフィロットの技を……後世に……」

　一度は捨てた「エフィロット」の名。マチルダからエドウィナへ、そしてエドウィナからカティアに受け継がれてきた魔法の技。

　魔法使いは独身のまま生しよう涯がいを終える者が多い。子どもを持たず、家族を持たない彼らは、弟子を取り、まるで血を繫つなぐように技を繫いでいく。

　──エドウィナ先生。マチルダ尊師せんせい……。

　カティアの中でかつての「エフィロット」への憧どう憬けいが急速に膨ふくらんでいった。

　──エフィロットの技を伝えることができれば、その魔法の中にエドウィナ先生やマチルダ尊師せんせいも生き続けることができるのでは？

「どうだ？　考えてみてくれんかの？」

「……分かったわ」

　アーネルが禁きん呪じゆから解放されるのをこの目で見届けた後なら、あるいは……。カティアはそう考えながらカップに口をつける。

　それから魔法談義に花が咲いた。どこそこの後こう継けい者しやがヘボだとか、あの弟子は優秀だとか、共通の話題が多い二人の話は尽つきない。けれど、しばらくの後、話が途切れた時を狙ねらいすましたかのようにゼスト＝アシェルが口調を変えて尋ねた。

「ところで、カティア。今日ここへ君が訪れた理由は何だったのかな？」

　カティアは何度か瞬まばたきをしたのち、ゆっくりとカップをテーブルに置いた。

「気になることがあって。あなたに相談したいと思ったの。……いえ、相談というより、確認ね」

「気になること？　確認？」

「ええ。最初は気のせいだと思った。けれど、どんどん『もしかして』という思いが大きくなってね。……ねぇ、ゼスト＝アシェル。あなたはアーネル殿でん下かとこの間対たい峙じして、どう感じまして？」

「……どう感じたか、というと？」

　ゼスト＝アシェルは首をかしげる。

「あの魔力に見覚えはなかった？　あの方と私がアーゼンタール侯爵邸の屋上で八十年ぶりに再会して、彼が魔法を使ったとき、頭の隅すみに何か引っかかるものがあったの。二度目に城じよう壁へきの上で対峙した時も同じようなことを感じたわ。……その異和感が何なのかと思っていたけれど、どうしても頭から離れないの」

　そう言うとカティアはまっすぐゼスト＝アシェルを見つめた。

「私はその魔力にどこか見覚えがあったわ、少し変へん質しつしていたけれど。あなたは？　あなたは似ていると思わなかった？」

「ふむ。私は彼と直接やりあったわけじゃない。対峙といっても名乗りをあげたくらいだ。だが……」

　顎あご鬚ひげを触りながらゼスト＝アシェルは言った。

「あの結界に穴をあけた術、あれを調べて少しだけ思ったよ。エドウィナの魔力とよく似ている、とね。ただ、私が魔法使い見習いのとき、すでに正魔法使いだった彼女とそう接点があったわけじゃないし、エフィロットの名前のせいでそう感じるのかと思ったが……」

　カティアは眉まゆをあげた。

「技を継けい承しようしても魔力まで似ることはないと、あなたならよくご存知でしょう？　魔力は声や指し紋もんと同じように生まれついた時から一人一人違うものですもの」

「そうだな、ではやはり、アレは……」

「あなたも『似ている』と感じたということは、私の気のせいじゃないということね。……ええ。そうよ。間違いないわ。アーネル殿下の使う魔力は、エドウィナ先生のものよ」

　気のせいであって欲しい。そんな思いが覆くつがえされてカティアはぎゅっと目を瞑つむった。

　二人の間にその事実が重くのしかかる。

　ややしばらくしてカティアは目を開けると重たい口を開いた。

「八十年前、私は地下室のアーネル殿下とは数えるほどしか顔を合わせていないの。見張りの兵士が戻ってこないか警けい戒かいしていなければならなかったし、貴婦人の幻げん影えいを維い持じしなければならなかったから。でも、その貴重な機会のときでも、彼からあれほど強い魔力を感じたことは一度もなかったのは確かよ」

　血筋なのだろう、アーネルには魔力があった。それはカティアもはっきり覚えている。ただ、彼は魔法使いではなく、使いこなす修行もしていないため、魔力の発はつ露ろもなかった。だからカティアは「これがアーネルの魔力だ」と思えるものに触れたことはない。そのため、今まで確証が持てなかったのだ。

「当時、先生と共にいる彼から感じた魔力は微量なものしか感じられなかったし、似ているとも思わなかった。でも、今殿下が使う魔力はあまりにも、先生の魔力と似ているの」




「……魔力の譲じよう渡と、か」




　ゼスト＝アシェルがうめくように呟いた。

「それしか考えられないだろうな。だからこそあれほど強いのか」

「ええ……」

　膝ひざの上でぎゅっとカティアは手を握にぎり締めた。

　魔力を分け与えるということを魔法使いは稀まれに行う。それは技の補ほ強きようであったり、補助するためだったりと理由はさまざまだ。回復術もある意味魔力を分け与える術の一種である。

　けれど魔力の譲渡とは、それらとは根本的に違っている。文字通り譲ゆずり渡す行こう為いで、対象者に魔力そのものを明け渡す術なのだ。これを実行すると譲り渡した方は完全に魔力を失ってしまう。一方、譲り渡された方も、魔力がうまく身体と交じり合わないと命を落とす。成功例は少なく、相性と運によって左右される危険な術だった。

　そのため、禁呪ではなかったがそれに準ずるものとされ、行う際には長の許可と入にゆう念ねんな準備が必要とされた。それを、エドウィナはアーネルにやってのけたのだ。

「……ずっと私は、エドウィナがなぜ火か刑けいを選んだのか不思議に思っていた」

　ポツリとゼスト＝アシェルが呟いた。

「なぜ彼女は魔力を焼き尽くされる『魔法使いとしての死』ではなく、身体を焼かれる『人としての死』を選んだのだろうと」

　一般には知られていないことだが、魔法使いの処しよ刑けいには二つの方法がある。一つは持っている魔力を全て焼き尽くされ魔法使いではなくなる刑。そしてもう一つは命そのものを失う刑。罪を犯おかした魔法使いは自分でそのどちらかを選ぶことができる。

　そしてエドウィナが選んだのは『人としての死』の方だった。

「たいていの者は『魔法使いとしての死』の方を選ぶんだが、彼女は違った」

　カティアは頷く。

「ええ。私は禁呪が失敗した先生は、アーネル殿下の後を追うことを選んだのだと思っていました」

　けれど、禁呪が完成していたのなら話は別だ。エドウィナは『魔法使いとしての死』を選ぶだけでよかったはずだ。

「これは憶おく測そくにしか過ぎないが、おそらく禁呪の発現、もしくは技の維持には対象者に巨大な魔力が必要だったのかもしれない。それでエドウィナは一か八かで魔力の譲渡を入念に準備した上で実行した。……自分の死と引き換えに」

「……ええ。もし捕つかまった時先生が魔力を失っていたら、塔はその譲渡先を躍やつ起きになって捜さがしたでしょう。塔の注意をアーネル殿下に向けさせないためには、魔力を維持したまま死ぬ必要があった。魔力を焼き尽くされてしまえば、譲渡することはできない。だから先生は火刑を選び、死と同時に譲渡が始まるようにしたんだわ」

　そうやって、エドウィナは命と引き換えに魔力をアーネルに譲り渡したのだ。

　ふとカティアの脳のう裏りに、アーゼンタール侯爵邸ていでアーネルが言っていた言葉が甦よみがえる。

『あの女は私に色々と押しつけて逝ったからな』

　あれはきっとこのことを指していたのだろう。

「もはや、執しゆう念ねんだな……」

　ため息交じりに呟かれたゼスト＝アシェルの言葉がカティアの胸を貫つらぬく。

　──先生、あなたはそれほどまでに、あの方を……。

　けれどその行為はアーネルを苦しめ、あれほどエドウィナを慈いつくしんでいた彼の愛情を歪ゆがめて憎にくしみに変えてしまった。カティアはそれがやるせなかった。

　ゼスト＝アシェルがカティアに労いたわりのこもった目を向ける。

「カティア。君には思い出すのも辛いだろうが、話してくれてありがとう。これで八十年来の疑問の答えを得ることができた。それに、このことは禁呪の解呪に必要な情報となるだろう」

「いえ。私の方こそ聞いてもらえてよかったわ。私一人でこの事実を背負うのは重すぎるもの」

「そうだな」

　二人は互いに微び笑しようを浮かべる。──その時だった。応接室の床ゆかの一部がくしゃっと一瞬だけ歪んだ。ゼスト＝アシェルが何かに気づいたように、片眉をあげる。

「どうやら帰き還かんのようじゃの」

　遅おくれて魔法の気配に気づいたカティアが仄ほのかに光り始めた床に視線を向けて「まぁ」と呟いた。

「移動の魔法陣を使うとは、何か重要なものでも見つけたのかもしれん」

　床から発する光がどんどん強くなっていく。すると、いきなりドンッと光が天てん井じように向かって柱のように伸びていった。数瞬後、光は急速に小さくなっていき、収しゆう束そくしたときには床の上にラディム＝アシェル、ルドルフ、エーヴェルト、そしてリーフィアが立っていた。

「ゼスト師匠、ただいまっス！」

　ルドルフの能のう天てん気きな声が響き渡る。

「あれ、おばあ様？」

「え？　カティア様？」

　エーヴェルトとリーフィアがカティアの姿に気づき、目を丸くする。二人を見やってカティアはふふっと笑った。

「ちょっと塔にお邪じや魔ましていたの。お帰りなさい、四人とも……あら、四人？」

　一人足りないことに気づき、カティアは首をかしげる。エーヴェルトとリーフィア、それにルドルフは目を見合わせ、顔を引きつらせるように笑った。

「まさか、カティア様がここに来ているなんて……」

「ブラッドリーには悪いことをしてしまったな」

「ブラッドリーさん、無む駄だ骨ぼねっスね」

　そんな三人を他よ所そに、ラディム＝アシェルは淡たん々たんと説明する。

「ブラッドリーなら、カティア様を塔に呼んできてもらうため、途中で離り宮きゆうの真ん前へ落としてきました」

「あら、ブラッドリーには悪いことをしたわね」

「かまいません。それより師匠とカティア様両方揃そろっているなら話は早い。お二人とも、これに見覚えはありませんか？」

　ラディム＝アシェルはスタスタと二人に向かって歩きながら懐ふところから羊皮紙を取り出すと、テーブルに置いた。

「これは……古代魔法ルーン文字？」

　カティアが驚きの声をあげる。けれどもっと驚きを見せたのはゼスト＝アシェルの方だった。

「これは……！」

　紙を手に取り、じっと見つめる。その目は大きく見開かれていた。

「師匠。この術に覚えはありますか？　エドウィナの術だと思うのですが」

「……ああ」

　ごくりとゼスト＝アシェルの喉のどが鳴った。

「間違いない。エドウィナを捕まえたとき、一度だけ見たことがある。押おう収しゆうした資料にあった、エドウィナが研究していた禁呪と同じ書き出しの魔法だ」

「やっぱり……！」

　リーフィアたちは顔を見合わせる。

　やはりあれはエドウィナが使った禁呪を記したものだったのだ。それがどういうわけか遺品としてアーゼンタール侯爵家に残されたのだろう。

　けれど、続くラディム＝アシェルの質問に対する回答に、一同は再び頭を悩ませることとなる。

「カティア様。これはエドウィナの手によるものですか？」

「いいえ違うわ。これは先生の字ではない。別の人間が書いたものよ」

「……え？」

　予想外の答えに、リーフィアたちは再び顔を見合わせた。
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　フォルシア城の裏門の一つに、使用人が出入りするための通用口がある。そこには警けい備び兵へいが何人も控ひかえていて、出入りを厳しくチェックしていた。

　その通用門に、小さな布で包まれた荷物を抱えた一人の若い女性が姿を現す。その女性に気づいた警備兵の一人が声をかけた。

「おや、リンディじゃないか。帰き省せいしていたんじゃないのかい？　洗せん濯たく室しつ長ちようからいつ頃戻れるか分からないと聞いたけど……」

「あらら」

　女性は困ったように首をかしげる。黒髪で質素なワンピースを身に纏まとったその女性は、以前洗濯場でリーフィアに噂うわさ話ばなしの真しん相そうはどうなのかと問いかけた洗濯女じよ中ちゆうのリンディだった。

「室長には手紙を出したんですけど、私の方が先に帰ってきちゃったんですね。父さんが病気だと聞いて田舎いなかに帰ったんですけど、たいしたことはなかったので、すぐに復帰しますって書いたのに」

「あー、そうなのか。だけど親父おやじさん、たいしたことなくてよかったな」

「はい」

　にっこりとリンディは笑った。

「洗濯室長、心配していたから早く報告してやんな」

「ええ。すぐに室長のところに行くつもりですよ」

　リンディは笑顔で警備兵と会話を交かわしながら門をくぐる。魔法使いたちによって見えない結界が張られている場所を、リンディの身体はやすやすと通り抜けた。

「じゃあ、またな」

「はい。お役目ご苦労様です」

　警備兵と別れるとリンディは使用人たちが住む建物に向かいながら、くすっと笑った。

「あいにくだったな。結界をまた強化したようだけど、私には効きかない」

　その笑みも口調も普段のリンディらしくないものだったが、それを見み咎とがめるものは誰もいなかった。
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「そう、アーゼンタール侯こう爵しやく家けで遺い品ひんは発見されたけれど、例の禁きん呪じゆを記しるしたのはエドウィナではないというのね？」

　確認するように尋たずねたのは、リーフィアの主あるじであるシスティーナ王女だ。

　システィーナはエーヴェルトの妹で、兄とよく似た美び貌ぼうを持つ十二歳の美少女──のはずが、外見も胸のサイズも立ち居振る舞いも十六歳以下には見えないという美女だ。リーフィアはフォルシアの城でこのシスティーナに侍じ女じよ見習いとして仕つかえている。

「はい。弟で子しだったカティア様は過去に何度もエドウィナの古代魔法ルーン文字を見ています。そのカティア様が違うと断言されているので、間違いはないと思います」

「何だか妙みような状況になっているわね」

　塔とうからシスティーナの部屋に戻ってきたリーフィアは、人払いをしてもらい、アーゼンタール侯こう爵しやく家けでの成果の報告をしていた。

「あの……すみません。私、魔法には疎うといのでよく分からないんですが、他の人が書いたものだと、何の問題があるのでしょうか？」

　おずおずと口を挟はさんだのはシスティーナの傍そばで控ひかえていた侍女のリリアンだ。リリアンはリーフィアの同どう僚りようで、初めてできた友人だ。システィーナと共にリーフィアの秘密──子どもと大人、二つの姿を持っていること──を知っていて、色々と協力してくれている。

　リリアンの質問に答えたのはシスティーナだった。

「当時、魔法使いの塔はエドウィナ＝エフィロットが単独で禁呪を研究していて、共犯者はいないという結論だったの。そしてエドウィナを処刑し、残された禁呪に関するもの全てを消去した。ところが第三者の手による禁呪が発見されたということは、エドウィナの単たん独どく犯はんではなかった可能性があるの。あるいはエドウィナの単独犯だったとしても、人知れず第三者に禁呪の情報が漏もれていたということになるわ。どちらにしても大問題ね」

「それは確かに大変ですね」

「エドウィナの筆ひつ跡せきだったら、彼女が自分の父親に禁呪を記したものを預けていたというだけですむんだけれど」

　ふぅと大きくため息をつくと、システィーナはリーフィアに向かって尋ねた。

「それで？　塔はこの問題をどうするつもりなの？　その羊よう皮ひ紙しを読み取りリードとやらの魔法で探さぐれば、真相は摑つかめるかもしれないのよね？」

「禁呪そのものが出てきてしまったので、事はそう簡単にはいかないようなんです」

　ラディム＝アシェルたちは、エドウィナの遺品から禁呪についての情報が偶ぐう然ぜん見つかったという形にしたかったようだ。それくらいなら、処しよ罰ばつの対象にはならないからだ。

　ところが、エドウィナの禁呪そのものが発見されてしまった。そして下へ手たにそれを調べようものなら、今度はラディム＝アシェルたちが禁呪を冒したということになってしまうらしい。

「長おさであるラディム＝アシェルが関わっている以上、塔ぐるみで禁呪を冒したってことになりかねないので、これ以上の調査をするには根回しが必要なんだそうです」

　周辺国や友好国の魔法使いの塔に事情を説明し、情報の開かい示じと共有を条件に禁呪について研究する承しよう諾だくを得る。そこまでしなければならないらしい。

「ただ、アーネル＝エフィロットという禁呪の結果がすでに存在するので、承諾は得られるだろうというのがゼスト＝アシェルさんの見解です」

　禁呪によって、死から蘇よみがえった実例がある。そう聞いて興味を惹ひかれない魔法使いはいない。それほどの禁呪をおおっぴらに調べる機会を、各国の長が逃のがすはずもないのだ。

「でも他国が『自分たちが研究するから禁呪を記したものをよこせ』と言ってくることはあり得るのではなくて？　うちばかりが禁呪に関わることをよく思っていない国だって当然あるでしょうから」

　システィーナの当然の疑問にリーフィアは苦笑を浮かべた。

「大丈夫だそうです。エドウィナはフォルシア国に所属する魔法使い。彼女が冒した禁呪についてはフォルシアが責任を持って始末する必要があります。八十年経たっていようともアーネル＝エフィロットの術がエドウィナのものであることははっきりしているので、解呪するために禁呪を研究する──そういう大たい義ぎ名めい分ぶんを持てるのはうちだけだそうです」

　言い換えればフォルシア国以外の国にはエドウィナの禁呪を研究する大義名分がないため、彼女の禁呪に触ふれれば即『禁呪を冒した』とみなされてしまう。ゼスト＝アシェルが承しよう認にんに自信を持っているのはそのためだ。

　エドウィナの禁呪のことを知りたければ、フォルシア国が解呪の研究をすることを否いやが応おうでも承認するしかないのだ。

「まぁ、大義名分が必要なのは魔法使いだけではなくて、政治も同じですものね。まどろっこしいけれど、仕方ないわ」

「各国の承認を得られたらすぐに読み取りリードを実行するらしいです」

「そう。その際にはぜひわたくしも呼んでもらいたいわね。お兄様ばかりずるいもの」

　不満そうにシスティーナは口元をキュっと引き結ぶ。

「姫様ったら」

　リーフィアとリリアンは顔を見合わせて苦笑した。実はシスティーナもアーゼンタール侯爵邸の探索に参加したかったのだが、王子と王女が揃って一侯爵家に泊まるのは好ましくないということで、却きやつ下かされたのだ。

「あの変人──じゃなかったラディム＝アシェルも前髪あげて素顔を晒さらしていたというじゃない。まったく、わたくしがいないところでばかり面おも白しろいことが起こるなんて。つくづく女の身であることが窮きゆう屈くつでたまらないわ」

　ふう、とシスティーナは大きなため息をつく。その際、彼女の豊かな胸がふるんと揺ゆれた。

　──もしかして、システィーナ様の胸、また大きくなったんじゃ……？

　不ふ謹きん慎しんにもそんなことを考えてしまうリーフィアだったが、おそらくそれは気のせいではないだろう。つい先日、侍女控え室で同僚たちが嘆なげいているのを偶然耳にしたからだ。

『また姫様のドレスのサイズが合わなくなってきているの。お針はり子こたちに頼んで胸のところだけサイズアップさせるのも限界があるし……また新調しないと』

　その際、思わずリーフィアが自分のぺったんこな胸に小さな手を当ててしまったのは致いたし方ないことだった。

　リーフィアの胸が成長することはない。胸どころか身長も変わらない。本来の大人の姿は別だが、アーネル＝エフィロットの魔法の欠片かけらが残っている限り、リーフィアの子ども姿はずっと十歳のままだ。そしてそのことが、彼女の侍女見習い生活に終わりが近づいてきていることを示していた。

　つい一週間ほど前のことだ。リーフィアはシスティーナの侍女たちに、バザーに出すドレスの確認作業という名目で、彼女のサイズに合わせて作ったドレスの試着をさせられていた。要するに着せ替え人形になっていたのだが、何着か脱ぬぎ着きしている時にふと侍女の一人が言ったのだ。

『そういえばフィランはサイズが全然変わらないのね』

　ぎくりと身体からだが硬こう直ちよくした。その時は慌あわてて「そうですか？」と取り繕つくろったものの、いずれは成長しない「フィラン」に不ふ審しんを抱いだく者も出てくるだろう。

　本来十歳ともなれば、身体の成長が著いちじるしい時期だ。数ヶ月で服が合わなくなってしまうことも珍めずらしくない。それなのにずっと成長する気配がなければ……やはりおかしいと思うだろう。

　──やっぱり一年……長くて二年が限界なのね。

　実家であるウェインティン家でリーフィアが魔法にかけられる前から仕えている使用人ならともかく、家庭教師など一時だけリーフィアに接することになる雇やとい人は、一年ないし二年のサイクルで人が変わっていた。リーフィアが成長しないことを不審に思われないためだ。

　別れが寂さびしくて悲しくても、自分の秘密を守るためには必要なことだった。

　あと二ヵ月もしないうちに城に勤つとめ始めて一年が経過する。そろそろ引き際を考えなければならない。

　──仕方ないか……。

　そうは思ってもここを離れることを考えると辛つらかった。この城に来てリーフィアはシスティーナやリリアン、エーヴェルトやブラッドリー、ラディム＝アシェルやルドルフたちと出会うことができた。子どもと大人両方の姿を受け入れてもらえ、完全とはいえないものの魔法の解かい呪じゆにも成功した。

　ここでの生活は魔法にかけられて以来、初めて生きていると思えた時間だったのだ。できればこのまま皆といたい。けれどリーフィアの事情がそれを許さないのだ。

「禁呪のことも重要だけど、さしあたって来月に迫せまったバザーの方がわたくにとっては重要だわ。リーフィアには悪いけれど」

　椅い子すに背中を預けながらシスティーナが呟つぶやく。リリアンが微笑ほほえんだ。

「もう開かい催さいまで一ヵ月ないですものね」

　年に一度の王おう妃ひ主しゆ催さいで行われている城でのバザー。去年までは王妃が全てを取り仕切っていたのだが、今年からその半分をシスティーナが担になうことになっている。そのため、システィーナは一年かけてずっと準備をしていたのだ。

　開催を来月に控えて、ますますシスティーナとその周辺は準備に追われていた。

「バザーが終われば、また来年のバザーの準備ですね」

「ええ。そういえば、バザーが終わったらリーフィアはどうするの？」

　いきなりシスティーナの目がリーフィアに向けられた。

「え？」

「リーフィアは一年間ということでわたくしの侍女見習いを始めたじゃない？　バザーが終わればその一年が来るわ」

「あ……」

　そうかとリーフィアは意気消しよう沈ちんする。元々リーフィアは一年間という約束で城に勤め始めたのだ。身体のことがなくても、どちらにしてもこの生活はもうすぐ終わってしまう。

「ねぇ、リーフィア」

　急に改まった口く調ちようでシスティーナが言った。

「提案なのだけれど、約束の一年が終わったら今度は改めて『リーフィア』としてわたくしの侍女をやってもらえないかしら？」

「え？」

　リーフィアは目を見開いた。リーフィアとしてシスティーナの侍女を？

「今度は大人の姿で来ればいいわ」

「で、でも、昼間はともかく、私、夜は……」

　昼間、太陽が出ている間だけリーフィアは大人の姿に戻る。今はラディム＝アシェルから渡されたムーンストーンの首飾りの力で昼間も子どもの姿を取っているだけなのだ。

　反対に月の魔力が地上に降り注そそいでいる夜の間、リーフィアは身体に残った魔力の欠片のせいで子どもの姿になってしまう。今は子どもなので夜や勤きんはないが、大人のリーフィアとして勤め始めたら夜にも仕事をしないわけにはいかないだろう。

「あら、姿のことなら簡単よ。ラディム＝アシェルに太陽の魔力をこめた首飾りを作ってもらって、夜の間身につけていればいいのよ」

　あっさりシスティーナは解決法を口にする。リーフィアはあんぐり口をあけていたが、システィーナの提案を反はん芻すうして、それが可能なら……と考えた。

　システィーナが言っているのは、魔法を活性化させている今とは反対に、リーフィアの中に残っている月の魔法を太陽の魔力で抑おさえて、夜でも大人の姿を維い持じする方法だった。

　──それなら多分不可能じゃない。ラディム＝アシェルさんなら太陽の魔力を閉じ込めた石を作れるだろう。

「ちょっとお待ちください、お二人とも」

　リリアンが口を挟む。

「そもそもリーフィアにかけられた魔法はもう解とけるわけですよね？　だったらわざわざ太陽の魔力を込めた首飾りなど用意しなくてもいいのではないのですか？」

「そういえばそうだわ」

　リーフィアもシスティーナもつい失しつ念ねんしていたが、リーフィアにかけられたアーネル＝エフィロットの魔法はほぼ解けかかっている。欠片が残ったままなので夜になれば月の魔法が活性し子どもの姿になってしまうが、一定の期間月の魔力を絶たってしまえば、それも完全に抜くことができるという話なのだ。

　今の状態でいるのは、十歳の「フィラン」として城に勤め続けるためだった。でも一年が経ち、フィランが城勤めをする必要がなくなれば、リーフィアの中に魔法の欠片を残しておく必要はない。

　大人の「リーフィア」として勤めるのに、何の問題もなくなるのだ。

「まぁ、魔法を残す残さないどちらにしても、わたくしの侍女を続けることを考えてもらえないかしら？」

「は、はい。両親と相談してみます」

　答えながらもリーフィアの気持ちはシスティーナの侍女を続けることに傾かたむいていた。大人の姿であれば、両親も祖そ父ふ母ぼも反対しないだろう。

　侍女を続けられるのなら、ここにいられる。システィーナやリリアンと離れなくていい。それに何より、エーヴェルトの傍にいることができる。

　家に戻ってしまえば、社交の場でしかエーヴェルトに会えなくなってしまうが、このまま城に勤め続けることができれば……。

　嬉うれしさを抑えられず、ほんのり頰ほおを染そめるリーフィアを意味ありげに見つめながらシスティーナがわざとらしく付け加える。

「まぁ、もっとも大人の姿になっても、リーフィアがわたくしの侍女を務つとめるのはそんなに長い間じゃないと思うのだけれど」

「え？」

「何しろお兄様がようやく重い腰をあげて、伴はん侶りよを選ぶ気になったみたいだし？」

「エーヴェルト殿でん下かが？」

　ドキッとした後、リーフィアの心は急激に沈しずんだ。嬉しい気持ちがあっという間にしぼんでいく。

「そ、そうですよね。殿下ももう奥様を決めなければならない年齢ですよね」

　二は十た歳ちといえば、他国の王族はもうとっくに結婚している年齢だ。王族は幼い頃から結婚相手が定められているのが普通で、エーヴェルトのように王おう太たい子しなのに独どく身しんで、婚約者もいないというのはかなり珍しい部類に入る。

　もっとも伝統的にフォルシアの王族は自分で伴侶を選ぶ自由が与えられているので、この国では珍しいことではない。現にシスティーナにも婚約者は定められていない。

　とはいえ、十二歳のシスティーナはともかく、エーヴェルトが周囲から王太子妃を早く決めろと急せかされているのは確かだ。今まではのらりくらりとかわしていたが、とうとう選ぶ気になったのだろう。

「殿下はどなたを……いいえ、なんでもないです」

　候補は誰なのか尋ねようとしたリーフィアは、途中で言葉を切って首を横に振った。

　──……殿下が誰を選ぶかなんて、知りたくない。考えたくない。

　落ち込んでしまったリーフィアは、システィーナとリリアンが呆あきれたように自分を見ていることに気づいていなかった。

　システィーナはこそっとリリアンに尋ねる。

「ねぇ、どうしてあの子はお兄様が選んだのが自分だと気づかないわけ？　『侍女を務めるのはそんなに長い間じゃない』と言ってからお兄様の伴侶の話をした流れで普通は気づいてもよさそうじゃない？」

「不思議ですよね。鈍にぶいわけじゃないのに」

　でも、友人であり、同じ部屋で生活をしているリリアンには少しだけ思い当たる節ふしがあった。子どもの姿はともかく、大人のリーフィアは誰もが振り返る美女なのに、どうも彼女は自分に自信がないような言動をする時があるのだ。

　それを告つげるとシスティーナが納なつ得とくしたように頷いた。

「そうね。自じ己こ卑ひ下げとまではいかないけれど、そういうところあるわね。アーネル＝エフィロットの魔法で姿を変えられて、八年間も引きこもって鬱うつ屈くつした生活を送った影えい響きようでしょう。家族に気を遣つかい、兄リードには遠えん慮りよし、口さがない親類には陰かげ口ぐちをたたかれていたそうだから。基本的に自分に自信が持てないのよ」

　軽くため息をついて、システィーナは椅子の背もたれに背中を預ける。

「お兄様がどうにかするべきなんでしょうけど、お兄様はお兄様で先に禁呪をどうにかしないといけないから、はっきり言わないし……」

「でも、殿下のお気持ちも分かります。アーネル＝エフィロットのことが解決しないと二人とも前に進めないのでしょう」

　リリアンはとりなすように囁ささやく。もちろんリーフィアには聞こえないようにだ。

「まぁ、実際問題、アーネル＝エフィロットのことが解決しないと、リーフィアを王族に迎むかえるのは難しいわね。お兄様やおばあ様がよくても、周囲が納得しないわ。今のところリーフィアは、この国に混乱をもたらす人物でしかないもの」

「やっぱりアーネル＝エフィロットの問題が解決しないとだめなんですね。今までずっと辛い目に遭あってきたリーフィアには、早く殿下と幸せになって欲しいのに……」

　目を伏ふせるリリアンに、不意にシスティーナは意地悪い笑みを向けた。

「そういうあなたは？　ブラッドリーとどうなっているの？」

「え？　ブ、ブラッドリー様とですか？　べ、別に何もっ……」

「あら？　でもこの間、おばあ様の話を聞いて泣くあなたをブラッドリーが妙に熱心に慰なぐさめていたじゃない？」

「あ、あれは単にブラッドリー様が親切だっていうだけで……っ」

　そう言いながらも顔を赤らめるリリアンに、システィーナは口の端はしをあげる。ヒソヒソ声ではなかったために、落ち込んでいたリーフィアの耳にもブラッドリーの話題が入った。

「え？　リリアン、ブラッドリーさんとそういう感じになっていたの？」

「ち、違うわ。まだ、そんなんじゃないわ」

「まだってことは、そのうちそうなるってことよね？」

「違うってば！」

　めずらしく取り乱すリリアンに、システィーナがにっこり笑った。

「リリアン。最初から詳くわしく話してちょうだいね？」



















　ちょうどその時、扉とびらの外ではエーヴェルトがブラッドリーを連れてシスティーナの部屋を挨あい拶さつに訪おとずれようとしていた。

　部屋の中から聞こえる賑やかな会話にエーヴェルトは、ノックしようとしていた手を止めて後ろを振り返る。

　ブラッドリーはカティアを小しよう宮きゆう殿でんまで呼びに行かされ、それが結局無む駄だ骨ぼねだったことで、ここに来るまでむくれていた。ところが、扉の中の会話を彼も聞いていたのだろう、振り返ったエーヴェルトの目に映うつったのは打って変わってバツの悪い顔をしたブラッドリーの姿だった。

「リリアンと、ブラッドリーがねぇ。僕も詳しい話を聞かせてもらおうかな」

「で、殿下」

「そろそろブラッドリーも年ねん貢ぐの納おさめ時どきのようだね」

　クスクス笑いながらエーヴェルトは声が途切れたタイミングでノックをした。

　中から返事があり、扉を開けたとたん、それぞれ違った種類の黄色い声に迎えられる。いつもと違い、その声の対象はブラッドリーに対してのようだった。

　エーヴェルトは妹のシスティーナとよく似た笑顔を浮かべながら、嫌いやがるブラッドリーの腕うでを摑んで部屋に入っていった。




　──読み取りリードの準備が調ととのったとルドルフから連絡が入ったのは、それから三日後のことだった。
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「お待たせしてすみませんっス！　ようやく各国の魔法使いの長から了りよう承しようの返信をもらえたので、堂々と禁呪の研究できるっス！」

　システィーナやリリアンと共にルドルフに案内されたのは、いつもの塔のラディム＝アシェルの研究室ではなく、別の階にある白い壁かべの大きな部屋だった。

「ここは？」

「実験室っス。魔法の練習に使う部屋で、周囲の壁には魔力を吸収して外に出さない特とく殊しゆな結界が織り込まれているんっス」

「まぁ、そんな部屋があるのね」

　システィーナが興味深そうに部屋を見回しながら呟つぶやく。

「はいっス。いちいち攻こう撃げき魔法を放つたびに壁を壊こわされても困るっスからね」

　その特殊な結界で覆おおわれているという部屋に窓はなく、椅子や机といった調度品も一切なかった。ただ白い壁に赤い絨じゆう毯たんだけが敷かれていて、異様な感じに見える。

「あら？　先客がいらっしゃるようですね」

　リリアンがいち早く部屋の隅すみに立っている白いローブ姿の男性に気づいた。リーフィアたちが部屋に入ってすぐに気づかなかったのは、彼がほとんど物音を立てなかったのと、真っ白いローブと白に近い灰色の髪といういでたちが、周囲の白い壁とあまりに溶とけ込んでいたからだ。

「あ、あの方は今回の見届け人であるガジス国の魔法使いの長、メルキール＝ゴワイエ尊そん師しっス」

「ガジス国の魔法使いの長？」

　リーフィアは驚おどろいてまじまじと長だという男を見つめた。彼はリーフィアたちの視線に気づくと近寄ってきて、優ゆう雅がに頭を下げた。

　メルキール＝ゴワイエは一見、三十代後半か四十代前半に見える。ただ、白に近い灰色の髪が、彼をもっと年配に見せるときもあれば、眼鏡めがねをかけた顔立ち自体はもう少し若いようでもあった。要するにメルキール＝ゴワイエという男は年ねん齢れい不ふ詳しようなのだ。

「お初にお目にかかります、システィーナ王女様とお見受けします。私はガジス国の魔法使いの長、メルキール＝ゴワイエと申します」

　システィーナの前で慣れた様子で頭を下げるメルキール＝ゴワイエ。

「はじめまして、システィーナ・フォルシアですわ。遠いところからわざわざいらしてくださり、ありがとうございます」

「いえいえ、なんの。禁呪に関することをこの目で見られるとあれば、長距離の魔法の移動など屁へでもありません」

　にこにこと笑いながらメルキール＝ゴワイエは言った。

「おまけに今回はラディム＝アシェル殿どのが読み取りリードで初の試みをするとか！　その場に立ち会えるとは光栄です！　ご存知ですか？　読み取りリードは高い空くう間かん制せい御ぎよ技術と複雑な術式を必要とする高度な魔法なのです。それほどの術を生み出したゼスト＝アシェル尊師はすばらしいです。しかもその術を使って弟子のラディム＝アシェル殿が新たな可能性を切り開くとか、すばらしすぎます……！」

　言いながら何かに興こう奮ふんしたように、どんどん鼻息も荒くなっていった。

「そ、そうですか」

　システィーナもさすがに少し引いているようだ。リーフィアはこの感じに覚えがある、と思いながら遠い目をした。

　魔法のことで目の色を変えるラディム＝アシェルと一緒だ。リーフィアには分かった。この人はラディム＝アシェルと同じ種類の魔法バカだ。

　メルキール＝ゴワイエは次にリーフィアの前に立つと、屈かがみながらにっこり笑った。

「おお、あなたが、エドウィナ＝エフィロットの生まれ変わりかもしれない女性ですね」

「え？」

　突然思いがけないことを言われてリーフィアは仰ぎよう天てんする。驚きすぎて答えられないでいると、聞き慣れた声がかかった。

「ははは。別にそうと決まったわけじゃない。魂たましいは見えぬからの」

　いつの間にか白い部屋に入ってきていたゼスト＝アシェルだ。

「おお、これは、ゼスト＝アシェル尊師」

　近づいてくるゼスト＝アシェルにメルキール＝ゴワイエは頭を下げる。

「待たせてすまんの、メルキール＝ゴワイエ。リーフィアがエドウィナの生まれ変わりであるかどうかは分からんよ。ただ、件くだんのアーネル・エフィロットがこの子とエドウィナを同一視しているというだけだ。外見がそっくりだからの」

「本当に生まれ変わりであるかどうかは重要ではないのですよ、ゼスト＝アシェル尊師。件の魔法使いが彼女を『エドウィナ＝エフィロット』の生まれ変わりだと思っているという事実が重要なんです」

「……なんだか面めん倒どうくさそうな人ね」

　システィーナがボソッと呟く。苦笑しながらリーフィアは頷うなずいた。

「そうですね……」

　エドウィナ＝エフィロットの生まれ変わり。アーネル＝エフィロットがリーフィアをそう思っていると指摘したのはカティアだった。

『あの方はおそらく、リーフィアを先生の生まれ変わりのようなものだと思っているわ。いえ、そう思いたいのかもしれない。こんなにそっくりなんだもの。でも、一方でリーフィアを先生そのものだとは思っていない。だからリーフィアを使って先生を手た繰ぐり寄せようとしているのよ』

　自分がエドウィナの生まれ変わりだとは思いたくないリーフィアだったが、アーネルが自分の中にエドウィナを見ているのは何となく分かってはいた。でもリーフィアはリーフィアであって、エドウィナではない。いくら外見がそっくりでも、エドウィナにはなれない。だからこそ、アーネルはエドウィナを取り戻そうとしている。

　だって彼が会いたいのはリーフィアに生まれ変わったエドウィナではなくて、エドウィナ本人なのだから。

「遅おくれてすまない」

　扉が開き、エーヴェルトが現れた。エーヴェルトだけではなく、ラディム＝アシェル、ブラッドリー、そしてカティアも一緒だった。

「……カティア様？」

「おばあ様!?」

　ブラッドリーに手を支えられながら扉から入ってくるカティアに、リーフィアとシスティーナは驚いた。カティアが白いローブ──魔法使いのローブを身に纏まとっていたからだ。

　カティアは驚くリーフィアたちににっこり笑う。

「今日はね、ラディム＝アシェルのお手伝いをするのよ」

「おばあ様が？」

「これはこれは、ラディム＝アシェル殿！　お久しぶりです」

　メルキール＝ゴワイエが満面の笑みを浮かべて挨拶する。ラディム＝アシェルはボソボソと返した。

「……どうも。お久しぶりです。……今回は、わざわざご足労いただき、ありがとうございます」

「いやいや、禁呪や新しい技わざの試みを見る機会とあっては逃すわけにはいきませんて！」

　妙に高いテンションでラディム＝アシェルと相あい対たいする一方、メルキール＝ゴワイエはカティアやエーヴェルトにはそつなく挨拶をする。

「お初にお目にかかります、カティア前王おう太たい后ごう陛へい下か、エーヴェルト殿下。私はガジス国の魔法使いの長、メルキール＝ゴワイエと申します。以後お見知りおきを」

　システィーナはそれを見ながら眉まゆをあげた。

「同じ魔法バカでも、あの社交性の高さはうちの長とは大違いね。足して二で割ればちょうどいいんじゃなくて？」

「そ、そうですね……」

　破は壊かい力りよく満点の美び貌ぼうにそつのない社交性を得たラディム＝アシェルなど想像できなくて、リーフィアの口から乾いた笑いが零こぼれた。




「お待たせしてすみません。さっそく始めます。カティア様以外は部屋の壁の方に下がっていてください」

　ラディム＝アシェルのその一言で、その場にさっと緊きん張ちようが走る。

　言われた通りに壁かべ際ぎわに下がると、部屋の中央にはラディム＝アシェルとカティアだけになった。

「まず最初に、禁呪の方から読み取りリードしていきます」

　言いながらラディム＝アシェルが懐ふところから取り出したのは、あの禁呪を記した羊皮紙だった。

　八十年前にエドウィナ＝エフィロットが研究していたという禁呪の資料はすでにエドウィナと共に劫ごう火かに焼かれて現げん存ぞんしていない。けれど、当時魔法使いの塔ではその失敗したとされる禁呪の実効性について調べており、その報告書が残されていた。

　呪文そのものは残さないよう慎重に記されていたが、そこに記されていた呪文の種類や長さ、配列などが羊皮紙の術式と一いつ致ちし、これが「エドウィナ＝エフィロットの禁呪」であることは間違いないと断定されていた。

　問題はその羊皮紙の筆跡がエドウィナのものではないということだ。これも、エドウィナが書き残した古い魔法についての研究書類と比較されて別人のものだという結果が出ている。

「本来、読み取りリードは術者本人しかその過去の光景を視みることはできません。ですが、禁呪のことは魔法使いにとってはデリケートな問題で、僕一人だけの証言では信用されないおそれがあります。そこでカティア様にご協力いただき、僕が見た読み取りリードの結果をカティア様を通して幻げん影えいとして皆様にも見てもらいたいと思っています。ここにいる全員が証人となれるように」

「おお、読み取りリードを幻影として！　それはすごい！」

　メルキール＝ゴワイエが興奮したように叫んだ。

　リーフィアにはどのくらいすごいことなのか分からなかったが、メルキール＝ゴワイエの様子から、それが今までにないほど難しい試みであるのかは理解できた。

「では、始めます」

　ラディム＝アシェルのその言葉と共に、彼の手からふわりと羊皮紙が浮き上がった。周囲にシャボン玉のような透とう明めいで丸い膜まくが現れ、羊皮紙全体を覆う。ラディム＝アシェルは手を伸ばし、両手でその球体に触れた。カティアも同じように手を伸ばし、羊皮紙の球体に触れる。

　ラディム＝アシェルとカティア。球体を挟み向かい合うように手を伸ばしているその光景は、何かとても神こう々ごうしく厳おごそかなものに見えた。




「ふるべ　ゆらゆらと　ふるべ」




　不思議な音の言葉がラディム＝アシェルの口からあがる。そのラディム＝アシェルから一いつ拍ぱくおいて、カティアの口からも呪じゆ文もんが零れる。




「我われ願ねがう　暗き闇やみと赤い幻影の矢よ」




　二人の詠えい唱しようは音も単語も何もかも違うというのに、なぜか響ひびき合い、共きよう鳴めいしていく。

　やがてそれぞれが唱える呪文が終わったその瞬間、リーフィアたちとラディム＝アシェルたちとの間に一人の少年の姿が現れた。

　少年は机に向かって慎しん重ちようにペンを走らせている。年は十二歳ほどだろうか。金色の髪に、青と緑が混じったような碧あお色いろの瞳ひとみだった。

　見覚えのある少年の姿にリーフィアは息を吞のむ。いや、リーフィアだけではなく、その場にいる全員の口から驚きの声があがった。

「アーネル＝エフィロット……？」

　誰かが呟くのが聞こえた。

　目の前の幻影の少年はエーヴェルトの少年時代の姿とよく似ている。整った品の良い顔立ちも、髪も瞳も。けれど、エーヴェルトではない。該がい当とうする人物は一人しかいなかった。

　──アーネル。彼があの禁呪を書いたというの……!?

　その事実に誰もが驚きよう愕がくする。けれど、幻影をじっと見ていたゼスト＝アシェルが首を振った。

「いや、よく見てみろ。書き写しているだけだ」

　その言葉に目を凝こらしてみると、机には横に別の羊皮紙が置いてあり、少年はその紙から自分の手前の羊皮紙に丁てい寧ねいに文字を書き写しているのだ。その手つきはしっかりしていて、書き写される文字もとても流りゆう麗れいなものだった。手本があるとはいえ、子どもが書いたものだとは思えないほどに。

「あの禁呪には、他に原本があったんだね……」

　エーヴェルトが驚きの吐と息いきと共に呟いた。

「あ……」

　リーフィアの目の前で熱心に呪文を書き写しているアーネルの背後からそっと近づく人影があった。十歳くらいの女の子だ。その子の姿にリーフィアの心臓が止まりそうになる。輝かがやく白はく銀ぎんの髪、アメジストのような紫むらさき色いろの瞳。まるで十歳の頃の自分を見ているようだった。

　でももちろん、自分のわけがない。

「エドウィナ……」

　ああ、そうか、と思う。あの羊皮紙に呪文を書き写したのは、まだアーゼンタール侯爵家にいた頃の、アーネル・エルゼクスと名乗っていた時の彼なのだ。そしてその傍かたわらにはいつもエドウィナがいた。

『アーネルっ！』

　こっそりアーネルの背後に近づいたエドウィナがいきなり彼に抱きつく。

『わぁ！』
















　驚いた拍ひよう子しにアーネル少年はペン先を変な方向に動かしてしまったらしい。自分の肩にかじりついているエドウィナを仏ぶつ頂ちよう面づらで振り返る。

『エドウィナ……驚かすなよ。字、間違っちゃったじゃないか』

　けれどエドウィナは悪びれず無む邪じや気きに笑う。

『大丈夫。それ、羊皮紙でしょう？　紙が厚いから削けずって書き直せるって父様言ってたもの』

『そりゃあ、書き直せるけどさ……』

『ねぇ、ねぇ、それより何を書いているの、アーネル？』

　エドウィナは机の上にある二枚の羊皮紙を見比べながら尋ねる。

『これは、古代魔法ルーン文字だ」

『ルーン？』

『そう。母様の実家エルゼクス家の人間はみなこの古代魔法ルーン文字が使えたらしい。だから僕も書き写して練習しているんだ』

『魔法!?　この古代魔法ルーン文字を学べば魔法が使えるようになるの？』

　目をキラキラさせてエドウィナはアーネルに尋ねる。けれどアーネルは笑って首を横に振った。

『魔法は魔力のある人間が修行しなきゃ使えないよ。僕の母様は魔力がない人だったんだって。だからエルゼクスの魔法は祖父の時代に断絶してしまったらしいんだけど、エルゼクス家に伝わる術はこうして母様を通じて僕に残されたんだ』

　アーネルは見本にしていた羊皮紙を持ち上げ、エドウィナを振り返って笑った。

『エドウィナ。これは僕たちだけの秘密だよ。これはエルゼクス家に伝わる秘ひ術じゆつなんだ。死んだ人間を生き返らせる、すごい術なんだよ』

　そのアーネルの言葉に全員がハッとなった。彼の手にある原本の羊皮紙にみんなの視線が集中する。その羊皮紙は、アーネル少年が書き写している真新しい羊皮紙よりも茶色く変色していて、かなりの年代が経っていることを物語っていた。

　──あの禁呪は、もともとエルゼクス家に伝わっていた秘術だった……？

　エドウィナがわぁと歓かん声せいをあげた。

『死んだ人を生き返らせるの？　すごい！』

『ああ。でも未完なんだって。だからいつか魔法使いの修行をしてエルゼクス家の魔法を蘇らせて、この術を完成させるのが僕の目標なんだ』

『アーネルが魔法使いになるなら、私も魔法使いになる！』

　ぎゅっと背後からアーネルを抱きしめながらエドウィナが宣言する。アーネルも嬉しそうに笑って頷いた。

『そうだね。二人で魔法使いになってこの秘術を研究しよう』

『うん。約束よ、アーネル！』

　二人は無邪気に笑い合う。

　リーフィアは胸が痛くなった。この後、アーネルは城から国王の使者たちによって無理やり城に連れ去られ、ルガルド王子の替え玉となるため地下室に閉じ込められてしまう。

　魔法使いになる夢を叶えることも、エルゼクス家の魔法を蘇らせることもなく、あの地下室で命を落とすことになるのだ。

　抱き合い、笑い合うアーネル少年とエドウィナの姿が突然かき消えた。場面が代わり、あの羊皮紙を握にぎりしめたエドウィナが廊ろう下かを走っている姿が現れる。少し成長した姿だ。けれどその顔は、先ほどとは打って変わって悲ひ嘆たんに溢あふれていた。

　彼女が飛び込んだのはどこかの書しよ斎さいのようだった。その書斎には中年の男性がいて、椅子に座ってうな垂だれている。リーフィアは彼を知っていた。先々代アーゼンタール侯爵。エドウィナの父親で、リーフィアのひいひいお祖じ父いさんに当たる人物だ。

『お父様！　あの人たち、アーネルの部屋に入ってエルゼクス家に伝わる書類を全部焼いてしまったの！』

『なんだと？』

　先々代アーゼンタール侯爵がハッと顔をあげる。

『やめてって言ったのに、「王家に怪あやしげな魔術師の血筋は必要ない」って！　ひどいわ、アーネルを無理やり連れて行っただけじゃなくて、アーネルの大切なものまで……！』

『なんてことだ……』

『私、これを隠かくすので精せい一いつ杯ぱいだった……』

　目に涙を溜ためながらエドウィナは、手にしていた丸めた羊皮紙を父親に示す。

『それは？』

『アーネルが以前、エルゼクス家に伝わる呪文書の中の一つを書き写したもの。こ、これだけしか、残せなかっ……』

　エドウィナの顔がくしゃりと歪ゆがむ。

『どうして？　ひどい……アーネルは王族になることなんて望んでいなかった！　魔法使いになりたいって言っていたのに！　どうして、王様はこんなひどいことをするの？』

『すまない、エドウィナ。すまない……！』

　アーゼンタール侯爵はエドウィナの小さな身体を抱きしめた。けれど彼のその目にも涙が流れて、止まることはなかった。

『だが、王家には逆らえないのだ。すまない、エドウィナ、こらえてくれ……いつか、アーネルと再会できる時もくるだろう。それまでこらえてくれ……！』

『アーネル、アーネルぅ……！』

　書斎には泣きながらアーネルの名前を呼ぶエドウィナと、アーゼンタール侯爵の嗚お咽えつがいつまでも響いていていた。







　幻影が消えたとき、リーフィアは涙が溢れて止まらなかった。

「リーフィア……」

　エーヴェルトがリーフィアを抱き上げる。その首にぎゅっと抱きつきながらリーフィアは涙を流し続けた。

　──あんなに仲がよかった二人が、なんでこんなことになってしまったんだろう？

　それがたまらなく悲しくて悔くやしかった。

「先生……」

　部屋の中央にいるカティアも涙を流している。あの光景を見て一番辛いのは彼女だっただろう。カティアだけが、大人になって再会した彼らを目もく撃げきしていたのだから。

「ふむ。つまり禁呪はエドウィナの生み出したものではなく、エルゼクス家に伝わる術だったわけですね」

　ただ一人エドウィナにもアーネルにも思い入れのないメルキール＝ゴワイエが確認するように呟いた。ゼスト＝アシェルがほぅと溜めていた息を吐はきながら頷く。

「そのようじゃの。おそらくエドウィナはエルゼクス家の秘術を改変して禁呪を完成させたんだろう。そして我々の目をごまかすために原型オリジナル、つまり未完の方の呪文をわざと残した」

「原本は今は失われ、残るはその写しのみ……か」

　メルキール＝ゴワイエの目がラディム＝アシェルとカティアの間に浮いている透明な球体に覆われた羊皮紙に注がれる。

「では、ラディム＝アシェル殿、今回のことが終わったらその羊皮紙とこれから行うエドウィナの術の解析に関する記録は必ず全て破は棄きしてください」

「え……？」

　リーフィアはそれを聞いて顔をあげた。

「破棄、してしまうんですか？　エルゼクスの秘術を？」

　──アーネルとエドウィナを繫つないだものを？

「ええ。そうです。あれは危険なものなのです」

　きっぱりそう言ったあと、メルキール＝ゴワイエはエーヴェルトの腕の中のリーフィアに視線を向けた。

「確かにあれは未完の術かもしれない。けれどエドウィナはあれを見て術を完成させた。だったらまた同じことが起こらないという保証はない。再び誰かが悪あく夢むを生み出すかもしれないのです。禁呪に関することは消去されねばなりません。禁呪によって生かされているアーネル＝エフィロットと共に──」

　その言葉にリーフィアは息を吞んだ。メルキール＝ゴワイエは構かまわず言葉を続ける。

「人間は生まれ、そして死んでいく。死んだ人間は生き返らない。この理ことわりは崩くずしてはならない。崩す存在を許してはならない──それが、魔法使い全体の総意です。今回の研究が例外的に認められたのは、エドウィナの起こした禁呪の事件を解決できなかったフォルシアの魔法使いたちに始末させるためです。それはアーネル＝エフィロットをあるべき姿に戻し、禁呪に関する全てを消去した時にようやく終了する。……そうですね、ラディム＝アシェル殿？」

　視線と共に問われたラディム＝アシェルはため息をつきながら頷いた。

「……ええ、そうです」

　メルキール＝ゴワイエは再びリーフィアに視線を戻す。その眼鏡の奥の榛はしばみ色いろの瞳は真剣な光を帯おびていた。

「我々が魔法を研究するのは、人々の生活を便利にし豊かにするため。私は無限の可能性を与えてくれる魔法を愛している。私の全てと言っていい。……けれど、あくまで魔法は道具にすぎず、私たち魔法使いも人間にすぎない。決してその一線を越えてはならないのです」

　それはリーフィアに言っているようでもあり、別の人間に言っているようでもあった。……おそらく、エドウィナに言っているのだろう。リーフィアの中に眠っているかもしれない彼女に向けて訴うつたえているのだ。

「たとえそれが大切なものでも。誰かの大切な家宝であっても、誰かと誰かを繫ぐ絆きずなの証であっても、禁呪に関することである限り、消去されなければならない。それが我々魔法使いを護まもるために必要なことなのです」

「……そういえば、わたくしはなぜ禁呪が禁呪なのか、なぜ研究することも許されないのか聞いたことがなかったわ」

　システィーナが突然ポツリと呟いた。リーフィアはシスティーナに目を向け、何度か瞬まばたきをしながら首をかしげる。

「言われてみれば私も本当のところは知りません。魔法使いを護るためだって言うのは聞いてますが」

「そういえば、そうだね」

　エーヴェルトも頷く。魔法使いならば当然知っていることなのだろうが、リーフィアたちは禁呪だと聞いてそういうものなのかと思うだけで、それがなぜ研究することすら罪つみとされるのかまでは聞いたことがなかった。

「聞かれなかったので、わざわざ説明しませんでした」

　ラディム＝アシェルがさらっと口にする。ゼスト＝アシェルも顎あご鬚ひげを撫なでながらのんびりした口調で言った。

「言ってなかったかの？　この問題が出てくるまで魔法使いの間でもめったに話題にあがらなかったからなぁ。まぁ、要するに魔法使いと魔法を持たぬ普通の人間との間にいらぬ争いを起こさず、双そう方ほうの安全を護るため、だな」

　ざっくりしすぎる説明に分かりやすく補ほ足そくを入れたのはメルキール＝ゴワイエだった。

「禁呪に指定されているのは『死んだ人間を生き返らせる術』と『不老不死にする術』の二つの魔法です。これらの魔法は古いにしえの時代において、魔法使いたちの究きゆう極きよくの目標となっていたものでした。あまたの魔法使いたちがこれらを研究していたのです。一度も成なし遂とげておりませんがね。けれどこの魔法の研究のせいで多くの命が失うしなわれてきました」

　死んだ人間を生き返らせたり、不老不死の実験のために、研究と称して人が殺されることもあったようだ。

「それは我々魔法使いと普通の人間の間に大きな軋あつ轢れきを生みました。それだけではなく、その二つの魔法を望んだ権力者によって魔法使いが不当に捕とらえられ、無理やり研究させられることもしばしばでした」

　大切な人が亡なくなり、それをもしかして取り戻すことができるかもしれない──そう考えた人々が魔法にすがるのも無理はなかっただろう。あるいは権力の座に永遠についていたい、そういう人々の欲よく望ぼうが魔法使いに注がれた。

「時には命すら奪うばわれました。我々の長い寿じゆ命みようにその秘術のヒントがあるのではないかと思われて、研究の対象になったりしたのです。そんなことを繰り返すうちに次し第だいに魔法使いは激げき減げんし、野に隠れ、少しずつ姿を消していきました。我々にとっては失われた時代です。この時代に数多くの貴重な魔法が失われました。けれどやがて不ふ遇ぐうの時代が終わり、新しい魔法体系が樹立される時代がやってきた。この時、当時の魔法使いたちは再び悲劇が起こるのを懸け念ねんし、同じ過あやまちを繰り返さぬようにこの二つを禁呪としました。死んだ人間を生き返らせる術はない、不老不死も不可能だと明言したのです。それは魔法使いたちへの抑よく止し力りよくになると同時に、いざ権力者に請こわれた時に断る理由にもなりました。禁呪は双方を護るために必要なことなのです」

　ぐるりとメルキール＝ゴワイエは魔法使いではない人間──リーフィア、エーヴェルト、ブラッドリー、システィーナ、そしてリリアンを見回して言った。

「これで禁呪が禁呪である理由がお分かりいただけたかと思います。我々魔法使いにとって禁呪は触れてはならぬもの、また触れさせてはならないものなのです。死んだ人間を生き返らせる術は不可能でなければならない。実現不可能であることが肝心なのです」

　そしてメルキール＝ゴワイエは今度は魔法使いたちに目を向けた。

「色々な事情があるのは分かります。でも感傷は無用。それに引きずられないでください。今なすべきことを間違えないで欲しい」

　誰も何も言わなかった。いや、言えなかったのだ。

　リーフィアはなぜこの人がガジス国で長に選ばれたのか、そして今回の見届け人を任されたのか分かる気がした。魔法バカではあるけれど、彼は全体を見て冷静に魔法使いたちにとって何が大事なのか判断することのできる人間なのだ。

「……分かっています。間違えません」

　ぼそっとラディム＝アシェルが呟く。

　それを聞いてリーフィアの口から震ふるえるような吐息が漏れた。羊皮紙はいずれ始末され、エルゼクスの魔法は永遠にこの世から消え去るのだ。そう思うとやるせない気がしたが、同時にそれも仕方ないことだと思えた。

　禁呪はこの世にあってはならないものなのだから。

「あー、それで次は、エドウィナの遺品を読み取りリードするんっスよね！」

　重くなった空気を吹き飛ばすかのように、ルドルフが明るい声を出す。

「そうだった。……カティア様、できますか？」

　ラディム＝アシェルが声をかける。カティアはもう泣いておらず、その問いかけにしっかり頷いた。

「ええ。大丈夫よ」

　そういえばエドウィナとアーネルに一番思い入れがあるカティアが、メルキール＝ゴワイエの言葉に異を唱えることはなかった。かつて魔法使いの塔に所属していたカティアには分かっていたことなのだろう。禁呪が禁呪である必要性が。

　ラディム＝アシェルが手を伸ばして透明な球体の中から羊皮紙を引き抜き、それを懐ふところにしまう。そして次に彼が懐から出したのはエドウィナが研究室で使っていたと思われるペンだった。

　透明な球体にそのペンを入れると、再びラディム＝アシェルが両手を球体に伸ばす。カティアがそれに続き、そしてラディム＝アシェルの呪文が始まった。

「ふるべ　ゆらゆらと　ふるべ　其そは古の調べ　聞こしめし給たまえ　ふるべ　ゆらゆらと　ふるべ」

　カティアの声がそれに続く。

「我願う　暗き闇と赤い幻影の矢よ　我に宿りその力を示せ」

　呪文の詠唱が終わると同時に、先ほどと同じようにリーフィアたちの前に幻影が現れた。

　現れたのは大人になった、カティアやゼスト＝アシェルたちがよく知っているエドウィナ＝エフィロットだった。白地に金色の縁ふち取どりのあるローブを身に纒い、輝く白銀の髪をなびかせ、強い眼まな差ざしを何かに向けている。

　そんなエドウィナの姿は、二十歳を過ぎ大人の女性としての自信を持つと同時に、どこかまだ少女の部分を捨てきれないような、そんな危あやうさを含んでいた。

　髪の色も瞳の色も立ち姿も、いやになるくらいリーフィアとそっくりだ。けれど、当のリーフィアには目の前の女性が思ったほど自分とは似ていないと感じる。

　その原因は表情だった。エドウィナの凜りんとした瞳は意思の強さを表すように煌きらめき、自信と力に満ち溢れた表情をしている。戦いに赴おもむく勝利の女神のようだと思った。

　でもリーフィアはこんな表情をしたことがない。当然だ。リーフィアは自分に自信などないのだから。

　一方エドウィナは、自信溢あふれる姿を手放しで称たたえることのできない、ある種傲ごう慢まんともいえる表情に見えた。

　そして、大人になったエドウィナの姿は先ほど幻影で見た子どもの頃のエドウィナともまた違っていた。無邪気さは薄うすれ、女性としての綾あやのようなものがそれに取って代わっている。

　子どもから大人になったのだ。あの女の子はもういない。そして、そのことがアーネルとエドウィナの間に溝みぞを生んだ。アーネルがあの暗くら闇やみの中で望んでいたのは、大人のエドウィナではなく、無邪気な可か愛わいい子どものエドウィナだ。

「やっぱり君とエドウィナは違うね。全然違う」

　同じことを考えていたのか、エーヴェルトがリーフィアを見下ろして微笑んだ。

「やっぱりリーフィアはリーフィアだ」

「エーヴェルト殿下……」

『さぁ、いよいよ仕上げよ』

　その言葉に二人がハッと目を向けると、エドウィナが手にしている紙に目を落としているところだった。彼女は確認するように、諳そらんじる。

『火は生命いのち　火は再生　火は死　火は破壊　月は時間　月は女　月は停てい滞たい　月は男　太陽は創そう造ぞう　太陽は理り性せい　太陽は破壊　太陽は感情……』

　そこで言葉を止めると、ふぅとエドウィナは息を吐いて、ふっと笑みを浮かべた。その笑みはとても自信に満ちたものだった。

『完成よ。アーネル、未完の術を完成させたわ。私は約束したことを守ったの。これであとは私の魔力を引き継つがせるだけ。そうすればあなたを蘇らせることができる。あなたはエルゼクスの術を自分で体験するのよ』

　エドウィナが足元に向かって囁くように呟いた。リーフィアはエドウィナの足元に置かれている何かが、白い大理石で作られた棺ひつぎだということに気づく。

　──まさか、あの棺の中には……！

　幻影はペンが記き憶おくしている範はん囲い内ないのものを再現する。あいにくと幻影では部屋の中の詳しい様子は分からなかったが、アーネルの棺があるならば、そこは隠かくれ家がの一つだったのかもしれない。

「……見たことのない部屋だな。エドウィナの研究室でも隠れ家でもない。やはり別の場所があったのだな……」

　ゼスト＝アシェルがポツリと呟いた。魔法使いの塔が把は握あくしていない場所に、エドウィナが禁呪の研究に使っていた部屋があったのだろう。

『残念ね。あなたは勝手に死んで肩の荷を全部下ろしたつもりでしょうけど、そうはいかないわ。あなたは生きるの。私が望んだように自由になって生きるのよ』

　そう呟くとエドウィナは跪ひざまずいて棺に唇くちびるでそっと触れた。そして立ち上がると同時に手にしていた紙に火がつき、灰となってあっという間に燃え尽つきる。

「あっ……！」

　術者であるラディム＝アシェルとカティア以外の全員の口から驚きの声があがった。施せ術じゆつ前に完成版の呪文をエドウィナは消去したのだ。

『これでいいわ。この術はこれで私の死と共に永遠に消える。アーネル、あなたがいくら自分で解呪しようとしても無理よ。あなた自身にこれは消せない。私の魔力と共に、あなた本来の寿じゆ命みようが来るまで私の術を背せ負おって生きて』

　それから不意にエドウィナは周囲を見回し、嫣えん然ぜんとした笑みを浮かべた。

『この呪文は世に出てはいけないの。だから全て消去するわ。誰にも見せない。誰にも渡さない。アーネル、あなたにもよ。……さようなら、アーネル』

　エドウィナがそう言った直後のことだった。いきなりブツンとエドウィナの姿が消えた。足元の棺も、何もかも。幻影が消え去ったのだ。

「ラディム＝アシェル。どうした？」

　エーヴェルトが声をかけると、ラディム＝アシェルはふるふると首を横に振った。

「だめだ。消去されている。これ以後のことをこのペンは記憶していない。まるで虫が食ったようにその部分だけ空白だ」

「消去だと？」

「たぶん、エドウィナが周囲にあるものの中に残っている禁呪に関する核心の部分を消去したんだ。消去したというより、記憶させないようにした……んだと思う。禁呪の秘密を守るために」

「なんだって？」

「ま、待ってくださいっス、師し匠しよう！　記憶させないようにしたって……、エドウィナの時代にはまだ読み取りリードの術は開発されていなかったはずっス！」

　慌てたようにルドルフが言う。読み取りリードが開発されたのはエドウィナが亡くなって四十年も後のことだ。けれど、考え考え言ったのはその術の開発者であるゼスト＝アシェルだった。

「いや、エドウィナは天才だった。媒ばい介かいを使ったこの城の結界方法を編み出したのも実は彼女だ。エドウィナだったらいつか過去の光景を物質から読み取れる術が開発されると予想していてもおかしくない。もし彼女が生きていたら、私より早くこの術を編み出していただろう」

「だとしたら、ゼスト＝アシェル。エドウィナが使った完成版の禁呪について彼女の遺品から知ることは……」

　システィーナが恐る恐る尋ねると、ゼスト＝アシェルは首を横に振った。

「不可能だということですな。おそらくエドウィナは何もかもを消した……さすが、としか言いようがない」

「そんなぁ……無駄骨っスか」

「おお、これはすばらしい！　禁呪を冒しながら、消去の判断をするとは……！　私はエドウィナ＝エフィロットを少し侮あなどっていたようです。できるなら生きているエドウィナに会ってみたかった……！」

　嘆くルドルフを他よ所そに、メルキール＝ゴワイエは一人だけ妙に興奮していた。その姿に、禁呪のことについて語った時の凜とした様子は皆かい無むだ。

「……魔法使いって、おかしな人が多いですよね」

　胡う乱ろんな目をメルキール＝ゴワイエに向けながらリーフィアはボソッと呟いた。

「メルキール＝ゴワイエ尊師！　エドウィナの禁呪が分からないってことは、解呪できないってことなんっスよ！」

　ルドルフがメルキール＝ゴワイエに食ってかかる。それを制したのはラディム＝アシェルだった。

「いや、そうでもないよ、ルドルフ。エドウィナはちゃんと僕たちにヒントを残してくれた」

　リーフィアはギョッとする。ラディム＝アシェルが笑っていたからだ。目は隠れて見えないが、その口元は確かに弧こを描いている。

　ゼスト＝アシェルも頷く。その顔に悲ひ壮そう感かんはない。

「そうとも。ルドルフよ、嘆くのは早いぞ。ほれ、エドウィナは呪文を諳んじていただろうが。たった一部分だが、あれがヒントになるに違いない」

「時間はかかるだろう。けれど必ず解呪の手がかりは見つかるはず。……いや、見つけてみせる」

　長い黒髪の奥で、黒い瞳が決意を表すようにキラキラと煌めいている。そしてその嫣然とした笑みは、ラディム＝アシェルが本気になったことを物語っていた。
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「火は生命　火は再生　火は死　火は破壊　月は時間　月は女　月は停滞　月は男……」

　口ずさみながらリンディは洗せん濯たく物ものを干していく。

「リンディ、その歌はなあに？」

　リズミカルな音をふと耳にした同僚には、歌っているように聞こえたようだ。リンディは手を止めて振り返る。

「私の家に代々伝わる歌をアレンジしたものなの」

「変な歌詞ねぇ。月は女って言ったすぐあとに男って」

「でしょう？　でもこれは最初に言ったのと反対の意味を同じように唱えることによって、打ち消しているのよ」

「打ち消している？」

　同僚は首をかしげる。彼女にはリンディが言っていることがさっぱり分からないらしい。リンディは朗ほがらかに笑う。

「単なる言葉遊びよ。私の分は終わったから、先に洗濯場へ戻っているわね」

「あ、大変！　遅おそくなったらまた室長に怒られちゃう！」

　慌てて干し物を再開した同僚をその場に残し、リンディは歩き始めた。

　洗濯場に向かいながら、リンディの口元に歪んだ笑みが浮かぶ。

「さよならはまだ早いぞ、エドウィナ。先に逝いくならお前がしたように引き戻すだけだ。……そうだろう？」

　クックッと笑うその声も顔も、リンディのものとは違っていた。

　リンディはふと足を止めて振り返り、遠くに見える主しゆ居きよ館かんを見上げた。あの中にある大広間で、一ヵ月後にバザーが開催されることになっていた。

「やはり、洗濯女中ではあそこに近づくのは難しいな。……そろそろ鞍くら替がえするか」

　そう独ひとりごちると、リンディは干し場から洗濯場へ向かうフリをして直前で方向を変えた。作業場の建物をぐるりと回り、別の建物へと続く回かい廊ろうに足を向ける。

　驚くことに、回廊を抜け、別の棟とうへと入っていったとき、リンディの姿は大きく変わっていた。粗そ末まつなワンピースは消え、もう少し上等な男物の服へ。黒髪からサラリと肩まで伸びた茶色の髪へ。性別も女から男へと変わっていた。

　ついさっきまでリンディの姿を取っていた男はためらいもなく東館に入り、慣れた様子で迷路と呼ばれる一角を通り過ぎていく。一度だけ、かつて地下室への入り口があった場所で立ち止まったが、すぐまた歩き始める。

　男がたどり着いた場所は図書館だった。扉を開けて入っていくと、ちょうど入り口近くで棚たなの整理をしていた図書館司書の男性が振り返る。

「お前は……」

　司書の顔に驚愕と恐怖が浮かんだ。けれど、なぜかすぐにへろっと相そう好ごうを崩し、男に親しそうに話しかけるのだった。

「やぁ、カミロ。長期休きゆう暇かはどうだったんだい？」

　男はにっこり笑う。

「楽しかったよ。国に戻って親孝行もできた。だけど、やっぱり本が恋しくてね。帰ってきてよかったよ」

　肩先まで伸びた茶色の髪に黒茶の瞳。容よう姿しも地味で目立たない。どこにでもいそうな男。その姿は確かに半年前まで図書館に勤めていたカミロと呼ばれた青年の姿だった。
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　王おう妃ひ主しゆ催さいのバザーまであと二週間になった。いよいよ本格化した準備に、リーフィアも忙しい毎日を過ごしている。

「こんにちは！　洗せん濯たく物ものよろしくお願いします！」

　腕うでにシーツを抱かかえて洗濯室を訪おとずれたリーフィアは、いつもは入り口付近で待たい機きしているはずの洗濯室長を目で探した。洗濯室長は奥の洗い場への入り口近くで、部下の洗濯女じよ中ちゆうと深刻そうな顔で何かを話している。リーフィアは籠かごに使用済みのシーツを入れた後、二人に近づいた。

「心配ですね」

「そうだね。まだ半月しか経たってないのに呼び戻しだからねぇ。明日から同どう郷きようの子が里帰りする予定だから、あの子の様子を見に行ってもらうことにするよ」

「あの……」

　声をかけると二人はハッと振り返ってリーフィアを見る。

「おお、フィランお嬢じようちゃんじゃないか。洗濯物持ってきてくれたんだね」

　恰かつ幅ぷくの良い洗濯室長がリーフィアを見下ろしてにっこり笑う。

「はい。五班の今週の分です。よろしくお願いします。……あの、何かあったんですか？」

　洗濯室長のいつにない深刻そうな様子が気になったリーフィアは尋たずねた。

「うちの洗濯女中のリンディが……ああ、リンディというのは、ほら、前にフィランお嬢ちゃんに殿でん下かとの噂うわさについてしつこく聞いてきたあの子ですよ。覚えてますか？」

「ええ」

　前にエーヴェルトの最愛の女性が「十歳の子どものフィラン」だという噂は本当かと聞いてきて洗濯室長に怒られた女中がいた。確か彼女がリンディと呼ばれていた記き憶おくがある。

「一ヵ月ほど前、あの子の家から父親が病気だという知らせが届いて、郷さとに帰ったんですよ。でも半月ほど前、それほど深刻な状態ではないからと城に戻ってきて仕事を再開していたんですが、つい三日前にまた父親の容態が急変したという手紙が届いたとかで、リンディはまた郷に帰っていったんです」

「それは心配ですね」

「ええ。あの子ったら無理して戻ってくるから」

「いつもうるさいリンディがこのところ妙みように大人しかったのは、お父さんの容態が心配だったからなんでしょうね。あの子ほんと、何も言わないんだから」

　同どう僚りようらしい洗濯女中が深いため息をつく。洗濯室長は頷うなずいて説明を続けた。

「そんなわけで、お父さんが病気なら色々と入り用だろうから、半月分の彼女の給料を届けるように手配したところなんですよ。ちょうど里帰りする予定の子の家がリンディの郷と近いので」

「そうなんですか。もし言こと付づけられるならお大事にとお伝えくださいね」

「ありがとう、フィランお譲ちゃん。必ずリンディに伝えるように言っておくよ」

「お願いします」

　リーフィアはそう言って洗濯室を出た。まさか、このリンディの話が後に自分に関わってくるとは夢にも思っていなかった。
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　その頃、エーヴェルトはブラッドリーを連れて魔法使いの塔とうを訪れていた。禁きん呪じゆの研究の成果を尋ねるためだった。

「……強行軍だったようだね」

　目の前に現れたルドルフを見て、思わずエーヴェルトは言う。寝不足のせいでルドルフの目は充じゆう血けつし隈くまができていた。ラディム＝アシェルの方は目を前髪に覆おおわれているためによく見えないが、同じようなものだろう。

　彼らは不ふ眠みん不ふ休きゆうでエドウィナの禁呪の解かい析せきにあたっていたのだ。

「状況は思わしくないようだね」

　彼らの様子からエーヴェルトはそう判断していた。ところが、ラディム＝アシェルがあっさりそれを覆くつがえす。

「いえ、禁呪の術式の解析は済んでいます」

「は？」

　ブラッドリーが目を丸くする。ルドルフに確認の視線を送ると、彼もはっきり頷いた。

「禁呪の方は確かに終わっているっス」

「エドウィナがヒントを与えてくれていたので。あれがなかったら全然分からなかったでしょうね」

　ラディム＝アシェルがぼそっと呟く。

『火は生命いのち　火は再生　火は死　火は破は壊かい　月は時間　月は女　月は停てい滞たい　月は男　太陽は創そう造ぞう　太陽は理性　太陽は破壊　太陽は感情……』

　エドウィナが諳そらんじた呪じゆ文もんの一部。それが決め手になったのだという。

「エドウィナの禁呪の元になったエルゼクス家の秘ひ術じゆつは、全ての自然の魔力を使って魂たましいを現世に留とどめ続けながら同時に命の失われた身体からだの機能を維い持じするという術でした。命もまた自然の営みの範はん疇ちゆうですからこの理屈で間違いはありません。でもこれだけでは死んだ人間は生き返らない。単に動く死体ができあがるだけ。だから当時の長おさたちはエドウィナの術は未完で失敗作だと判断した」

　でもそれは塔の目をアーネルに向けさせないためのエドウィナの偽ぎ装そうだった。彼女は秘術を改良して、禁呪を完成させていたのだ。

「なぜ、当時のエルゼクスの秘術が未完だったかといえば、理ことわりというのは我々が考えている以上に強力だからです。一度肉体と繫つながりが切れた魂を留め続けることは容よう易いではありません。どれほど自然の魔力を注そそごうと一度失われた命は戻らない。それが理というものです。……そこで、エドウィナはこの理を崩くずそうとしたのです」

「そのようなことが可能なのかい？」

「ええ。それが彼女の諳んじていた呪文です。火は生命、火は再生、──あの言葉です。そもそも自然とそれぞれの魔力は世界に流れる理を象しよう徴ちようしていると言われています。火は生命を司つかさどり、月は時間を司るといったように。エドウィナは自然の魔力とそこに象徴される理を打ち消すことで究極の理である『生と死』を逆転させようとしたようです」

　火は生命と再生を象徴する。エドウィナはその直後に「火は死、火は破壊」と間逆の理を定義することで、アーネルにかける術の魔力の理を打ち消した。そのためアーネルの身体を維持する自然の魔力は理の影えい響きようを受けない。

　もっともそのせいで、アーネルは理から弾はじかれて死ねない化け物のような存在になっているが、言い換かえればそうしない限り生き返りは不可能だったということだ。

「そこまで分かっているのなら、解かい呪じゆできるようになるのももうすぐだな」

　禁呪の解析ができれば、解呪の方法も見つかる。だからこそ、わざわざ読み取りリードで禁呪の手がかりを捜さがしたのだ。

　けれど、ラディム＝アシェルは首を横に振った。

「いや、解析したら、解呪が難しいことが分かっただけだった」

　だからこそ、研究は暗あん礁しように乗り上げたというのだ。

「どういうことだい？」

「この術を発動・維持させるためには、対象物に膨ぼう大だいな魔力が必要となる。そのためエドウィナは自分の魔力をアーネルに譲じよう渡とし、それを核かくとして魂を固定させる方法を取ったようだね。この場合、魔力が発動の燃料であり、動かすための潤じゆん滑かつ油ゆだと思ってくれればいい。本来この魔力が尽つきれば、アーネルは魔法を維持できずにあるべき死すがたへと戻っていく。……そのはずだった」

　エドウィナも、そう計算して術を施したのだろう。だが自然の魔力の特性を巧たくみに利用したことが仇あだとなった。自然の魔力の特性──自然から供きよう給きゆうされる魔力によって術が維持され続けるもの──がエドウィナの膨大な魔力と合わさり、彼女の予想をはるかに超えて作用してしまったのだ。

「確かにエドウィナの施した魔法の一部を解呪することは可能だ。リーフィアの月の魔法を無効にさせようとしたように。でも問題はこの禁呪に使われている魔力が一種類ではないということだ。たとえば月の魔法を瓦が解かいさせても太陽や大地や火や水、その他の自然の魔力が術を補おぎない修復してしまう。そのためアーネル＝エフィロットの肉体は自然の力がなくならない限り滅ほろびることがない」

　手足を失っても、頭を吹き飛ばされても、大量の血を流そうとも、アーネルの身体はすぐに元の姿を取り戻す。それはこの自然の魔力が作用しているからなのだ。

「禁呪さえ分かれば解呪できる──そう思った僕らが甘あまかったということです。エドウィナの方がはるかに上うわ手てだ。僕らが取れる解呪の方法はたった一つしかない。それは禁呪ではなく、エドウィナの魔力とアーネルの魂を身体に固定させている術の解呪だ。それさえ解くことができれば、アーネルは禁呪を維持することができず、元の状態に戻るしかない」

　元の状態──すなわち死んだ状態へ。

「でも問題は、エドウィナがどういう術を魔力の固定に使っているか分からないことです。従来の魔力の譲渡の術とは異なる魔法で、おそらくエドウィナ独自の自然の何かの力を利用した魔法でしょう。でもこれに関してエドウィナは何の手がかりも残していない。肝かん心じんの部分が分からないのです」

「それが何かずっと探しているんっスけどね……」

　ルドルフが力なくうな垂だれる。

「つまり、生き返らせるためにエドウィナが使った魔法は二つあり、その二つが揃そろってこその禁呪だったってことか」

　エーヴェルトが確認するように呟つぶやいた。

「生き返りの術とそれに必要な他者の魔力と魂を固定させる術。どちらが欠けても成立しない。そして我々が分かっているのは片方の術のみ。それは取り除くことが難しい。だからもう片方の術を調べて解呪するしかない──要するにそういうことだね」

「はいっス」

「そうです」

　ラディム＝アシェルとルドルフは同時に頷いた。エーヴェルトはソファの背もたれに背中を預けて深いため息をついた。

「禁呪が判明してもそう上う手まくはいかないようだね。かえってそれだけのことを成なし遂とげたエドウィナのすごさが際きわ立だつだけだ。生きていれば偉い大だいな魔法使いになっただろうに」

「ええ。すばらしい才能です。僕も会って話をしてみたかった……」

　しみじみと呟かれた言葉に、エーヴェルトは「おや」と眉まゆをあげた。人間に興味を持つことが少ないラディム＝アシェルが他者を手放しに褒ほめることはとても珍めずらしいからだ。

　もっともそれも魔法がらみには違いないが。

　気を取り直し、エーヴェルトはここを訪れたもう一つの目的を果たすことにした。

「ところで、二週間後のバザーの警けい備びなんだが、当日、魔法使いを何人か派は遣けんしてもらえないだろうか。兵士だけでは心もとない」

「……アーネル＝エフィロット対策、ですね」

　魔法の話題が終わったせいか、少しトーンの落ちたラディム＝アシェルがボソボソと指摘する。エーヴェルトは気にすることなく頷いた。

「そう。バザーの日は城に大おお勢ぜいの人が出入りする。アーネル＝エフィロットが招しよう待たい客きやくなどに紛まぎれ込む可能性は高い。もちろん警備も強化する予定だが、奴やつ相手に普通の兵士は無意味だからね」

「かまいません」

　ラディム＝アシェルはそう言うと、ルドルフを指差した。

「詳くわしいことは、師し匠しようとルドルフに、相談してください。僕は、戻る」

　言うなり、ラディム＝アシェルの姿はその場からパッとかき消える。

「あっ、師匠！」

「あいつめ。話の途中で逃げやがった」

　ブラッドリーが顔を顰しかめた。

「一刻も早く研究に戻りたいんだろう。ルドルフ、すまないが警備の手配を頼む。人選は君に任せるから」

　ルドルフを見ながらエーヴェルトは苦笑を浮かべた。
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　カミロはふと顔をあげて笑った。

「残念だったな。苦労して禁呪を手に入れたのに、何も分からないままで」

「え？　何か言ったか？」

　前を行く兵士が振り返る。カミロはにっこり笑って首を横に振った。

「いいえ。ところで僕は何を手伝えばいいんですか？」

　バザー会場の設置が今日から始まっており、カミロのいる図書館へもその応おう援えんの要よう請せいが入っていた。カミロはある目的のため、これ幸いとばかりに手伝いを志願したのだ。

「ああ、広間の壁かべを飾る幕まくの搬はん入にゆうだ。設置は俺たち兵士がやるから、倉庫からここへ運ぶのを手伝って欲しい」

「分かりました」

　愛あい想そよく返事をした後、カミロは兵士の後ろを歩きながら呟く。

「……ここはやはり兵士の方が都つ合ごうがよさそうだな。手伝いは毎日頼まれるわけではないようだし」

　数時間後、倉庫からの搬入を手伝っていた図書館司し書しよのカミロが去った広間の一角に、一人の兵士が何食わぬ顔で交じっていた。

「×××、それをこっちに持ってきてくれ」

「ああ」

　兵士は道具箱を手にすると声のした方へ歩いていく。準備の喧けん騒そうで誰一人気づくことはない。その男が、歩きながら口の中で呪文を唱えていたことに。




「暗き闇やみ　暗き赤い蛇へびよ　ここに集つどい力を示せ

　生と死の瞬またたく暗き炎ほのおよ　汝なんじは命を絶たつものなり」




　男の足元に一瞬だけ赤い蛇のようにのたくったような光が走る。けれど、それに気づく者もいなかった。
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　忙しい日々を過ごすうち、気づくとバザーまであと一週間になっていた。

　その日、システィーナのお遣つかいで王妃のもとを訪れたリーフィアは、廊ろう下かを走るように移動していた。いつものように王妃に引き止められ、つい長居をしてしまったのだ。

　──早くシスティーナ様の部屋に戻らなくちゃ。

　ところがその途中、声をかけられたリーフィアの足がピタッと止まった。

「フィラン」

　とても聞き覚えのある声に、驚おどろいて振り向いたリーフィアは、そこにいるはずのない人物の姿を見て目を見開く。

「リード兄様!?」

　国こつ境きよう警備に戻っていたはずの、兄リード・ウェインティンだった。

　リードは警備団第二師団長として、長く砦とりでを留る守すにするわけにはいかないと、アーネル＝エフィロットとの戦いの後、しぶしぶ城をあとにしていたのだ。

　そのリードがなぜここにこうしているのかが分からない。

「兄様、いつ戻ってきたの？」

「今日戻ってきたばかりだ。さっきエーヴェルト殿下にも挨あい拶さつしてきた。これからシスティーナ様のところへ挨拶に行こうと思っていたところだ」

　兄のリードを一言で表すとすれば、真ま面じ目め、実直、といったところだろう。背は高く、濃こい金きん髪ぱつに青い目の男らしい精せい悍かんな姿をしている。男女共にモテるリードだが、浮いた噂はなく、妹たちに対して必要以上に過か保ほ護ごだった。

　二人並んで廊下を歩きながら、リーフィアは尋ねた。

「どうしてリード兄様はお城に？　国境の砦はどうしたの？」

「国境は副団長のグレインにまかせてきた。今回城に来たのはエーヴェルト殿下の要請だ。バザーの間、お前の警護をしてほしいからと、色々と手はずを整えてくださった」

「殿下が？　私の警護のためにわざわざ兄様に？」

　びっくりして聞き返すと、リードは頷き、次に他の人間に聞こえないように小声で言った。

「殿下はバザーの日にリーフィアを狙ねらってまた奴が現れるかもしれないとお考えだ。奴が相手なら、リーフィアのよく見知っている人間が傍そばにいた方がいいだろうと。ブラッドリーは殿下をお守りしなければならないしな」

　奴というのはもちろんアーネル＝エフィロットのことだ。前回、ブラッドリーはリーフィアを警護するためにエーヴェルトの傍から離れたが、その隙すきにエーヴェルトは襲おそわれ、まんまとアーネルに成り代わられてしまった。

　その二の舞をしないように、今回はリードをリーフィアの警護に充あてたようだ。確かに、他人に成りすますのを得意としているアーネル相手では、ただの顔見知りより成り代わられたらすぐにおかしいと分かる相手の方がいい。

「前は後おくれを取ったがもう二度と騙だまされない」

　前回、リードは警護中にアーネル＝エフィロット扮ふんする兵士を信じてエーヴェルトから離れてしまった。その時エーヴェルトが成り代わられてしまったことを自分のせいだと考えているのだ。

「前のことは仕方ないわよ、兄様」

「いや、だがブラッドリーはすぐに気づいたのに、俺は殿下が成り代わられていることに最後まで気づかなかった」

「ブラッドリーさんは殿下と乳ち兄弟きようだいだし、常に一緒にいるもの。でも兄様は普段城を離れている身なんだから、分からないのも無理はないわ」

　リーフィアは慰なぐさめたが、リードはどこまでも真面目な男だった。

「いや。それは何とか殿下もご無事だったからこそ言える言葉だ。俺にとっては言い訳にもならない。ブラッドリーにも殿下のことを頼まれていたのに」

「んもう。頑がん固こなんだから」

　エーヴェルト本人もブラッドリーもあれは仕方がないと思っているのに、リードだけが納なつ得とくしていない。リーフィアにとっては大切な兄だが、この融ゆう通ずうの利きかない性格だけはどうにかならないかと思っている。

　この真面目すぎる性格のせいで、ウェインティン家の次期当主だというのにいまだに独どく身しんなのだ。

　もっともリードがモテないわけではない。その反対だ。見目が良い上に実直な性格は男女共に好かれていて、エーヴェルトとはまた違った意味で女性の熱い視線を集めている。

　現に今も廊下をすれ違った女官たちがリードを振り返って頰ほおを染そめている。だが悲しいかな。モテるくせに騒さわがれるのが嫌きらいなリードの理想は「自分に関心のない女性」だ。これでは相手が見つかるわけがない。

　それにリーフィアが魔法をかけられて以来、必要以上に妹に対して過保護なことも独身の一いち因いんだろう。

　──過保護と言えば、そうだわ。バザーが無事に終わってからと思っていたけれど、今が許しを得るいい機会かもしれない。

　そう思ったリーフィアは兄の袖そでを引いて、近くの小さな中庭に入っていった。

「どうした？　システィーナ様のところに急ぐのではないのか？」

「そうなんだけど、先に兄様に話しておきたいと思って」

　庭の真ん中で立ち止まり、近くに人がいないのを確認すると、リーフィアはリードを見上げた。

「あの、兄様。私が『フィラン』としてシスティーナ様の侍じ女じよ見習いをするのはバザーまでと決まっているのは知っているでしょう？　だから、バザーが終わったら一度家に戻るつもりなんだけど……その後、今度は本来の姿のリーフィアとして、システィーナ様の侍女を続けたいと思っているの」

　リードは何も言わなかった。けれどリーフィアを見下ろす顔はしかめっ面つらになっている。リーフィアは慌あわてて付け加える。

「魔法は完全に解といてもらうつもりだから、今度は何も心配はないわ。ね？　いいでしょう？　お父様やお母様、それにアーゼンタールのお祖じ父い様さまたちもいいって言ってくれているの」

　だからあとは兄妹きようだいの許可をもらうだけなのだ。

「……なぜだ？」

　唸うなるようにリードは尋ねる。

「魔法が解けたのなら家にいればいいものを。なぜ働きたがる？」

「え？　なぜって……システィーナ様のお傍にもっと仕つかえていたいし、せっかくリリアンとも友だちになれたし……ラディム＝アシェルさんたちとも知り合いになれたし……」

「エーヴェルト殿下が理由なんじゃないのか？」

「で、殿下？　違うわ」

　──それもあるけれど、でもそれだけじゃない。

「今だってこうしてアーネル＝エフィロットのことでご迷めい惑わくをおかけしているけれど、だからこそみんなに少しでもご恩返しがしたいの。家に戻って伯はく爵しやく令れい嬢じようをやっていたら、それはできないでしょう？」

　リードは何も言わない。リーフィアは構かまわず続けた。

「そんなに長い間じゃないわ」

　……そう。結婚を考えているというエーヴェルトが王おう太たい子し妃ひになる人を選ぶまでだ。決まったら家に戻るつもりでいる。幸せそうな二人を傍で見ていたらきっと辛いだろうし心が破けてしまうだろうから。それに……。

「それに、私だって貴き族ぞくの端はしくれですもの。将来の自分の役割は分かっているつもり」

　リーフィアはリードに笑ってみせた。

　ウェインティン伯爵家の利り益えきになるような相手に嫁とつぐのも、長女であるリーフィアに求められていることだ。今まではその役目を果たすことは不可能だった。けれど、大人の姿に戻ることになったら、それから逃げることはできない。

「リーフィア、お前は……」

　ますます渋しぶい顔になってリードは何かを言いかける。けれど、口を引き結ぶと「ふぅ」と大きなため息を漏もらした。

「分かった。お前の気の済むまで城にあがることを許そう」

「え？　本当？」

　ぱぁっとリーフィアの顔が明るくなる。

　リードは頷き妹の頭の上に剣ダコだらけの手のひらを置いた。

「ああ。だから自分の未来を役割などと言ってくれるな。父上たちも俺も、お前が幸せになれることだけを祈いのっているんだから。……だからこそ城にい続けることを許可したんだ」

「うん。ありがとう、リード兄様！」

　両親たちが魔法をかけられた娘に心を痛めてきたのは分かっている。だから少しでも長女として親孝行ができればと考えていただけなのだが。

　何にせよ、リードが許可してくれたのなら、大手を振ってシスティーナに仕えることができる。エーヴェルトの近くにいられるのだ。あとはフィランを説得するだけだ。

「ほら、行くぞ、リーフィア」

「はい！」

　中庭を出るリーフィアは兄に分かってもらえたことが嬉うれしくて、リードが小さな声でため息交じりに呟いていたことに気づいていなかった。




「……まったく。諦あきらめたような笑顔で役割などと言われてはな。あんな顔をされるくらいなら、大人しく殿下の手に委ゆだねるほうがましだ」
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　この日、エーヴェルトは朝から執しつ務む室しつで書類仕事をこなしていた。昼近くになってようやくペンを止めたエーヴェルトは、椅い子すの上で背伸びをすると傍かたわらで書類の整理をしているブラッドリーに言った。

「やれやれ。これで午後は自由だな。シスとリーフィアに会いに行って、それから魔法使いの塔に進展を確認しに行くか」

　トントンと書類の束たばを整えながら、ブラッドリーはそっけない口く調ちようで答える。

「システィーナ様とリーフィアはバザーまであと三日しかありませんから、忙しいでしょう。それにルドルフからも進展したという話は聞いておりませんが？」

　要するに「邪じや魔まだから行くなボケ」と言っているわけだが、エーヴェルトはその意を汲くんだあげくに投げ捨てた。

「忙しいなら手伝ってこよう」

「あのなぁ……！」

　敬語をかなぐり捨ててブラッドリーが怒ど鳴なろうとした時だった。ノックの音が響ひびき、意外な人物の訪問を受けることになった。

「殿下。申し訳ありません。どうしても気になることがございまして。侍じ従じゆう長ちように相談したら、直接殿下にお話しした方がいいと言われたのです」

　やってきたのは洗濯室長だった。どっしりとした身体を縮ちぢこまらせ、王子を前に落ち着かない様子だ。

「侍従長が？」

　エーヴェルトとブラッドリーは顔を見合わせた。

　下働きの洗濯室と王太子ではほとんど接点がない。だから洗濯室長の顔は見知っている程度だ。何かあったとしてもその報告は間に何人かを介かいして届けられることになっている。それなのに彼女をここへ直接送り込むということは、有ゆう能のうな侍従長が重大な要件だと判断したからに他ならない。

　エーヴェルトは椅子の上で姿勢を正した。

「話を聞こう」

「その……うちの洗濯女中のリンディのことなんです」

　リンディという娘はひと月半ほど前に父親が病気になり、郷に戻っていったのだという。ところが半月もすると城に戻ってきて、父親の病状はたいしたことがなかったと言って働き始めた。

「でもその半月後、また危険な状態だという手紙が届いて、あの子は郷に戻って行ったんです。そんなに父親の具合はよくないのかと心配しまして、ちょうど里帰りする別の洗濯女中にあの子の様子を見てくるように頼んだんですが、その女中から今日、驚くような報告が送られてきましてね」

　同僚の女中がリンディの家に様子を見に行くと、彼女は家におり、父親の病状は安定していると答えた。ならばと半月分の給料を渡したところ、驚くべきことを言ったのだという。

「リンディは城には一度も戻っていない。ずっと郷で父親の看かん病びようをしていたと言ったというんです！　家族や、隣となり近所に聞いても、あの子はこのひと月半、郷から一歩も出ていないと明言しているそうです。だとしたら、城に帰ってきたリンディは誰なんでしょう。半月働いていたあの子は幻まぼろしですか？　私らが集団で幻げん影えいでも見ていたというんですか？　でも誓ちかって言いますが、リンディはいました！　あの子が洗濯した証拠も残っていますから幻ではありません。私は怖こわくて不ぶ気き味みで、もう！」

　洗濯室長はぶるっと身体を震ふるわせた。同僚の女子も恐ろしくなって、洗濯室長宛に報告の手紙を早々に送ってきたのだという。

「これは……」

　ブラッドリーとすばやく視線を交かわし合うと、エーヴェルトは安心させるように微笑ほほえんで言った。

「分かった。リンディのことは僕が責任を持って調べよう。洗濯室長、よく知らせてくれた。ただ、このことはしばらくあなたの胸に収めておいてもらえないだろうか。バザーを控ひかえている今、騒ぎを大きくしたくないんだ」

「わ、分かりました。殿下がそう仰おつしやられるなら」

　洗濯室長は頷き、少しだけ荷を下ろした様子で執務室を出て行った。彼女の姿が扉の向こうに消えると同時に、ブラッドリーがうめいた。

「まさか。一ヵ月も前から？　どうやって！」

　二人には分かっていた。言葉に出して確かめる必要もない。そっくり同じ姿を取り、半月もの間本人に成りすますことができる者は一人しかいない。

　アーネル＝エフィロットだ。

　洗濯室長の話が本当なら、アーネル＝エフィロットはバザーの日を狙うのではなく、一ヵ月も前からとっくに城の中に入り込んでいたということになる。

　どうやってかは分からない。けれど、以前ラディム＝アシェルも言っていたように、どんなに警備を強化してもアーネル＝エフィロット相手に絶対はないのだ。

「その偽にせリンディとやらは、間違いなく奴の偽装だろうな。十じつ中ちゆう八はつ九くこの城のどこかに潜ひそんでるんだろう。くそっ、今度はどこの誰に成りすましているのか」

「リンディの姿だと都合が悪かったのか、もっと役立つ人間に乗り換えたんだろう」

　エーヴェルトはきゅっと口を引き結ぶと、ブラッドリーに命じた。

「ブラッドリー、このことを今すぐラディム＝アシェルたちに知らせてくれ。そして魔法使いたちに再度の点検と、一いつ層そうの警けい戒かいをするように伝えてくれ。僕はシスとリーフィア、それにおばあ様に報せに言ってくる」

「ああ」

　踵きびすを返したブラッドリーだったが、扉の前でふと足を止めてエーヴェルトを振り返る。

「お前一人で大丈夫か？　塔へ早く報せにいかなければならないのは分かるが、アーネル＝エフィロットが城内にいるなら、お前を一人にするのは不安だ」

　前回、ブラッドリーが傍にいなかった隙にアーネル＝エフィロットがエーヴェルトに成りすました件は記憶に新しい。また同じことが起きるのではないかと心配しているのだ。

　エーヴェルトの口からふっと笑みが零れた。

「大丈夫だ。ひと月もの時間がありながら僕の周囲に現れなかったのだから、今回の標的は僕ではないのだろう。奴がその気ならもうとっくに成り代わられているだろうさ」

「そうだな……。そしてその口調は紛れもなくエーヴェルト本人だな」

　納得したように頷くと、「言ってくる」と言い残してブラッドリーは扉を開いた。

　それを見届けた後、エーヴェルトもシスティーナの部屋に向かうべく執務室を後にする。

　廊下を足早に歩きながら、エーヴェルトは眉まゆを寄せていた。

　一ヵ月。一ヵ月も前に城の中に侵しん入にゆうしておきながら、どうしてその間にリーフィアを攫わなかったのだろう。エーヴェルトはそれが気になっていた。

　──何かある。

　エーヴェルトの勘かんが告げていた。何か理由があってアーネル＝エフィロットは手を出さずにいるのだろう。

　それは何かと考えながら廊下を曲がった先に、偶ぐう然ぜんにもカティアがいた。手に大きな花束を抱え、兵士や侍女を伴ともなってゆっくりと歩いてくる。

「あら、エーヴェルト」

　カティアも曾ひ孫まごの姿に気づいて声をかけてきた。

「一人でどうしたの？」

「おばあ様こそどちらへ？」

　最近出歩けるまで元気になった曾そう祖そ母ぼだが、めったに主しゆ居きよ館かんまで来ることはない。もっぱら小しよう宮きゆう殿でんの中か、あるいはせいぜい魔法使いの塔に行くくらいだ。そのカティアがこの時間ここにいるのはとても珍しいことだった。

　ふふっと笑うと、カティアは自分の腕の中にある花束に視線を落とした。

「小宮殿の庭の花にはエドウィナ先生のお好きだった白いユリがないので、こちらの庭までもらいに来たのよ。これをアーゼンタール侯こう爵しやく家けにある先生のお墓に供そなえてもらおうと思って」

　よく見ると、カティアが抱えている花束の中で一ひと際きわ見立っているのが、白いユリだった。もう咲いているもの、まだ蕾つぼみのものまで取り混ぜて、長く花を楽しめるようになっている。

「エドウィナが好きだった花、ですか？」

「ええ。最近色々過去のことを考えたおかげで、ユリが好きだったことも思い出したの。だいぶ長い間不ふ義ぎ理りをしてしまったけれど、せめて今年からは命日にお花を手た向むけて……」

「命日？　エドウィナの命日が近いんですか？」

　エーヴェルトはカティアの肩を摑つかんで尋ねる。その顔は真しん剣けんで、切せつ羽ぱ詰つまっているようでもあった。

「え、ええ。エーヴェルト、どうしたの？　先生の命日が何か？」

　カティアは怪け訝げんそうに眉を寄せる。けれど、エーヴェルトはその質問を無視して更に畳たたみかけるように尋ねた。

「いつです？　それは何日ですか？」

「明々後日しあさつてよ。ちょうどバザーがある日ね」

「バザーの日……」

　エーヴェルトの目が大きく見開かれる。

「マチルダ尊師せんせいが亡くなった日を教えてくださったの。普通はいつ刑を執しつ行こうしたのか公表することはないけれど、せめて私だけでもその日は祈ってあげられるように、と」

「それだ……！」
















　エーヴェルトは思わず叫んでいた。

「それだ。その命日をアーネル＝エフィロットは待っているんだ！」

　古来、命日には故こ人じんの魂が地上に降りてくると伝えられている。だからこそその日に人々は故人を偲しのぶのだ。花を手た向むけ、祈りを捧ささげ、変わらずあなたを思っていると、地上に降りてくる魂に伝えるために。

　アーネル＝エフィロットの目的はリーフィアの中にエドウィナ＝エフィロットを蘇よみがえらせることだ。禁呪を用いて、エドウィナを取り戻す儀式を行う日としてこれ以上最適な時があろうか。

「アーネル殿下が？　エーヴェルト、どういうことです？」

　エーヴェルトのいつにない様子と言葉に、カティアも何かが起きていることを悟さとったらしい。

「おばあ様」

　エーヴェルトは膝ひざを折り、カティアに目線を合わせて言った。

「この花束をアーゼンタール侯爵家に届ける手はずを終えたら、すぐに魔法使いの塔に来てください。僕もシスとリーフィアたちを連れてすぐに向かいますから。ここで詳しいことは言えませんが、奴はすでに城内に入り込んでいます」

「何ですって？　あの方が？」

　カティアは息を吞のむ。それで彼女にもおおよその事情は見当がついたらしい。

「先生の命日、その日が鍵かぎなのね。……分かったわ。すぐに塔に向かうわ」

「お願いします！」

　エーヴェルトはそう言うと、廊下をシスティーナの部屋に向けて走り始めた。




　それから約一時間後、リリアンを除く全員が魔法使いの塔の応接室に揃っていた。エーヴェルトから報告を聞いたリーフィアはぎゅっと膝の上で拳こぶしを握にぎる。

　──アーネル＝エフィロットがすでに城の中に入り込んでいた。それも一ヵ月も前から。

「リンディに成りすましていたなんて……」

　アーネル＝エフィロットがリンディに成り代わっていた半月間、リーフィアは彼女と出くわしてはいないが、会ってもおかしくない場所にいたということになる。事情を知る者がいない洗濯室なら、リーフィアを攫う機会などいくらでもあっただろう。

　だからこそ余計にアーネル＝エフィロットが行動を起こさず、沈ちん黙もくを保たもっていたことが不気味に思えた。

「奴の目標はバザーの日だと思う。ちょうどその日がエドウィナの命日に当たるから。その日に何かを仕掛けようとしているのだと思う」

「……であろうな。ただ、バザーの日だとしてもこの一ヵ月、ただ待っていただけとはとうてい思えん。何か目的があったんだろう」

　ゼスト＝アシェルが顎あご鬚ひげを撫なでながら言った。

「ねぇ、そもそもどうやってアーネル＝エフィロットは結界を越えることができたのかしら？　確か強化したはずよね？　ちゃんと機能していたの？」

　システィーナが沈黙したままのラディム＝アシェルを見ながら片眉をあげる。ラディム＝アシェルはたっぷり一分以上経ってから、答えた。

「……たぶん、魔力を、変えたんだと思う」

「魔力を変える？　どういうこと？」

「アーネル＝エフィロットは普段はエドウィナから譲渡された魔力を使って術を展開させている。だから我々はその魔力に反応して作用するように結界を調整した。でも、カティア様によるとアーネル本人にも魔力はあったようだ」

　みんなの視線を受けてカティアが頷いた。

「ええ。あの方はあの方で、生まれた時から魔力を持っていたわ。先生とは全然違う魔力を」

「なるほど。それを見破ったから今回、エドウィナの魔力ではなく自分の魔力を使ってリンディに成りすまし、城を覆う結界をすり抜けたというわけだね」

　エーヴェルトが確認するように呟く。

「どうりで結界を恐れていないように見えたはずだ。これが隠し玉、奴の切り札だったんだ」

　アーネル＝エフィロットはもう一つの魔力を使えば魔法使いたちの結界に引っかからずに通り抜けられることを知っていて、ずっとラディム＝アシェルたちに隠し続けてきたのだ。いざという時に使えるように。

　でも今回はそれを使った。カティアやゼスト＝アシェルというエドウィナを直接知る人たちが現れたことで、自分が二種類の魔力を持つことがエーヴェルトたちの知るところとなったと察したからかもしれない。

「残念ながら僕らは彼本来の魔力を知らない。その魔力を使われたら城の中で術の痕こん跡せきを探さぐるのは、さらに困難になるかもしれないな……」

　ラディム＝アシェルの言葉に全員が沈黙する。一から知らない魔力を見つけ出さなけばならないのだ。しかもアーネル＝エフィロットの魔法は自然の力を使う。自然の魔法は自然界にただよう魔力のせいでとても痕跡を探しづらいのが特とく徴ちようだ。

　探し出そうとすれば途と方ほうもない労力が必要となるだろう。

「とにかく。今はできる限りの対処をするしかない」

　エーヴェルトが宣言するように告げた後、リーフィアに言った。

「リーフィア。リードに連絡して、今日からさっそくついてもらうことにするよ。すまないが安全を期きしてバザーまではこの魔法使いの塔で寝泊りし、当日は一日塔の中にいてもらえないだろうか？」

「一日中？」

「広間の中は招待客でいっぱいになる。その中で君を守るのは難しい。あそこより塔の中にいた方が安全だ」

「で、でもフィランが……」

　リーフィアは言いながらシスティーナを見る。バザー当日は、十名の令嬢たちがバザーに出すドレスを身に着け披ひ露ろうすることになっていた。フィランはその中の一人であり、従い姉と妹この「フィリーネ」の名を名乗って出演する予定だ。リーフィアは「フィラン」として彼女の世話をすることになっていた。

「大丈夫よ。フィランの世話はリリアンに見てもらうことにするから、リーフィアが会場にいる必要はないわ」

　主であるシスティーナのひと言で、リーフィアはバザー当日は塔の中で待たい機きすることになった。
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　──ところが、トラブルは重なるものだ。

　明後日あさつてはバザー本番という時になって、システィーナのもとへその報せは届く。

「何ですって？　エリー・コーディ子し爵しやく令嬢が階段から落ちて大おお怪け我がを!?」

「はい。バザーの出席は無理だとさっき連絡が来ました。どうしましょう、姫様。今から代役を探すことなんてできませんわ」

「せっかく準備してきたのに……！」

「このままでは穴があいてしまうわ！」

　古こ参さんの侍女たちが悔くやし涙を流しながら嘆なげく。

　エリー・コーディ子爵令嬢は十二歳で、フィランの前にドレスを披露することになっていた。

「公開オークションに出品するドレスの数はすでに告知してしまっているのに……」

　令嬢たちがモデルとなって着たドレスは、公開オークションにかけられることになっている。その枚数や種類は前もって告知されており、貴族たちはそのオークションを楽しみにしているのだ。

　その枚数が減るとなるとバザーの売り上げの減げん収しゆうに繫がってしまう。とはいえ、今日明日でエリーが着る予定だったドレスに合う体型の令嬢を探すのは不可能だ。なぜならドレスは一人一人の体型に合わせて調整されているため、時間があれば縫ぬい直すこともできるが、明後日に間に合わせるのは今からでは無理な話だった。

「せっかくのドレスが……！」

「仕方ないわ。エリー・コーディ子爵令嬢が着るはずだったドレスは下げましょう」

　システィーナが決断する。

「今すぐ周知してちょうだい。モデルが一人減ってせっかく令嬢たちに覚えてもらった動きのバランスが多少おかしくなるかもしれないけれど、そこは仕方ないわ」

「で、でも、もしおかしな具合になったら姫様の面めん目もくが……」

　今回からバザーの主催者にシスティーナの名が加えられることになっている。公開オークションはシスティーナが一年かけて準備してきた催もよおしであることをみなが知っているため、もし失敗に終わったら、王女の名めい誉よが傷きずつけられることになるのだ。

「はっ、フィラン！」

　古参の侍女の一人が何かに気づいたようにリーフィアを見た。

「フィランのドレスなら今すぐにも用意できますわ、姫様！　体型も作った時とは変わっていないようです。ドレスの種類は変更になりますが、穴をあけるよりは……！」

　一人がそう言うと、次から次へと侍女たちが賛同の声をあげる。

「そうだわ。フィランなら、ずっと令嬢たちの動きを見ていて、覚えているはずよ！」

「フィランに代わりに出てもらえばいいんだわ！」

「フィラン、お願い。姫様を助けると思って出てちょうだい！」

「え、ええっと……」

「待ちなさい」

　興こう奮ふんしてリーフィアを取り囲む侍女たちを制したのはシスティーナだった。

「わたくしの名誉などどうでもいいわ。何を言われようと平気よ。それよりフィランは明後日はお休みなのよ。強引に返上させて急きゆう遽きよモデルになれだなんて、ウェインティン伯爵家から預かっている以上、そんな真ま似ねはできないわ」

「で、でも姫様……！」

「諦めなさい。とにかくフィランをモデルにすることはわたくしが許しません」

　きっぱり言うシスティーナを見てリーフィアは両手をぎゅっと握りしめた。

　──システィーナ様……！

　リーフィアには分かっていた。システィーナがそんなことを言うのは、リーフィアの身の安全のためだ。自分が陰かげで何を言われることになろうが、リーフィアを守ろうとしてくれているのだ。

「システィーナ様……」

　唇くちびるを嚙かみしめながら、リーフィアは自分の心の中に問う。

　──恩おん義ぎのあるシスティーナ様に、今こそ報いる時ではないの？

　──自分だけ安全な場所に匿かくまわれて、それで本当にいいの？

　答えは否いなだ。それに安全というが、塔の中が絶対に安全かどうかは分からない。ことアーネル＝エフィロットに対しては。

　いつだって厳重な警備をすり抜けてリーフィアの前に現れるアーネル。

　──安全な場所などどこにもないのだ。だったらどこで何をしていようが変わらない。ならば……。

　リーフィアはシスティーナを見つめてはっきり告げた。

「システィーナ様。私、ドレスを着てバザーに出ます。出させてください」
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　次の日、リーフィアたちはカティアの住む小しよう宮きゆう殿でんの一室に集まっていた。

「リーフィア、わたくしのことは構かまわないから、考え直しなさいな。あの子達は大げさなだけよ。広間にいるより塔の中にいる方があなたにとっては安全なのだから」

　システィーナが昨日きのうから何度も繰り返している言葉をここでも口にする。リーフィアがバザーに出るのを何とか止めようとしているのだ。ただし、これを言えばリーフィアも従したがわざるを得ない、「出るな」という命令はついにシスティーナの口から出なかった。

　保ほ身しんのためではない。一年間共に準備してきた侍じ女じよたちの気持ちを慮おもんぱかったのだろう。モデル一人の欠席でシスティーナの汚お点てんになることはないが、主しゆ催さい者しやとして主あるじが初めて名前を出す催もよおしを、完かん璧ぺきに仕上げて素晴らしいものにしたいとずっと頑がん張ばってきた侍女たちを見てきたからだ。

「いえ。大丈夫です。出ます」

「……お兄様、お兄様も何とか言ってくださいな」

　システィーナはエーヴェルトに水を向ける。エーヴェルトは自分の膝ひざの上にいるリーフィアを見下ろし、苦笑を浮かべると首を横に振った。

「いや、もうすでに言ったんだけどね。聞き入れてくれないんだ。むしろぐうの音ねも出ないほど反論されたよ。塔に籠こもったとしても果たして安全なのかって」

　城の結界とは別の結界に守られているはずの魔法使いの塔は、アーネル＝エフィロットの侵しん入にゆうを許したことがある。しかも何度も。それも、侵入の痕こん跡せきを見つけられたのはかなり時間が経たってからだった。その時はアーネル＝エフィロットという魔法使いの存在を知らなかったからとはいえ、言い訳はできないだろう。

「安全かと問われれば、バザーの広間よりマシという程度だろう。塔の魔法使いたちの何人かは会場の警備に割さかれてしまうしね。むしろ、常にみんなに注目されるモデルをやっている方が安全かもしれないと思った。それに……前と同じことが起こったら、どこにいても同じだなと思ってね」

「前と同じこと？」

「リリアンが奴やつに操あやつられた時のことだ。あの時みたいに騙だまされなくても、もし誰かが人ひと質じちに取られて、その命と引き換かえに塔から出て来いと言われたら？　リーフィアは出て行くだろう？　ラディム＝アシェルも僕やシス、もしくは父上たちがアーネルの手に落ちたら、立場上リーフィアより僕らを守らざるを得ない」

「それは……」

　システィーナが顔を顰しかめた。けれど、彼女にもわかっているのだ。そんな事態になった時、王女である自分が優先されることを。

「一番安全なのは、僕ら全員が一緒に塔に籠もってバザーの日を過ごすことだけれど、僕やシスの立場じゃそれは無理だ。一緒にいられないなら、バザーに出た方が安全かもしれない。何よりリーフィアが決めたことだ」

「……お兄様はリーフィアに甘あますぎますわ」

　負け惜おしみのようにシスティーナは言ったが、それ以上反論しようとはしなかった。

「僕はいつだってリーフィアには甘いよ」

　言いながらエーヴェルトはリーフィアの頭のてっぺんにキスを落とした。頰ほおを染そめて恥はずかしがるリーフィアと、リードに睨にらみつけられようが臆おく面めんもなくイチャつくエーヴェルトを見て、システィーナはやっていられないとばかりに肩を竦すくめた。

「どうやら君の勝ちだね」

　小さなつむじに唇くちびるを押し当てながら落とされた囁ささやきに、リーフィアはそっと微笑ほほえんだ。

　……実を言うとエーヴェルトの言葉は、ほぼそのままリーフィアが彼に言った反論だ。彼が同じことを言って皆が納得したら、バザーに出ることを許してくれる約束だった。

　どうやら誰も何も言わないところを見ると、許してもらえたようだ。……実際はリーフィアが言うより、エーヴェルトが言う方が妙みような説得力があったからなのだが。

　自分で言うようにエーヴェルトはリーフィアに甘く、結局は代わりに皆を説得してくれたようなものだった。

「ありがとうございます。殿でん下か」

　リーフィアがこっそり囁くと、今度は額ひたいにキスが返ってきた。

「どうやら、リーフィアがバザーに出ることは決定のようだな。なら、ルドルフ。あれを皆に」

　ゼスト＝アシェルがルドルフに言う。

「了りよう解かいっス！」

　ルドルフは立ち上がると、横においてあった宝石箱のような入れ物の中から小さな指輪リングを取り出して一つ一つ皆に渡していった。

「これは何ですか？」

　小さな銀の指輪をつまみあげてリーフィアが問う。答えたのはラディム＝アシェルだった。

「師し匠しようと僕とルドルフで急きゆう遽きよ作った護ご符ふだ。殿下の言うように誰かがリーフィアに対する人質になる可能性もあるので、皆に渡しておくよ。前回のお守りがうまくいったので、今度も自然界の魔力に紛まぎれ込ませてある。もしアーネル＝エフィロットに遭そう遇ぐうして魔法を使われそうになってもある程度の術なら反はん射しやしてくれるはずだ」

「……指輪にしてはやけに小さくないか？」

　ブラッドリーが手のひらに指輪を乗せてじっと見つめる。言われてみれば中指や薬指に嵌はめるにしては小さいものだ。

「ブラッドリーさん、薬指に指輪して皆の噂うわさのタネになりたいんっスか？」

「いや結構だ」

　どうやら小指に嵌める仕様なのは、いらぬ憶おく測そくを招まねかないための配はい慮りよのようだ。ラディム＝アシェルがそんなことを考えるわけはないので、きっとルドルフかゼスト＝アシェルが気を利きかせてくれたのだろう。

　小さな銀色の指輪を小指に嵌めると、指の太さに合わせて緩ゆるくもきつくもない大きさに自動的に調整された。

「ピッタリ……」

「おそろいだね」

　エーヴェルトが左手の小指に嵌まっている指輪をリーフィアに見せてにっこり笑った。

「全員とな」

　絶ぜつ妙みような間で入ったブラッドリーの突っ込みは、しかしエーヴェルトに綺き麗れいにスルーされる。

　構わずラディム＝アシェルは続けた。

「これは絶対に外はずさないように。誰かが見せてほしいと言っても断わって、一瞬でも身体から離さないで欲しい。リーフィアにはフィランの分も預けておくから、明日の朝彼女と会ったらすぐ嵌めてあげて」

「はい。分かりました」

　リーフィアはフィランの指輪をルドルフから受け取り、しっかり握にぎって頷うなずいた。




　翌日の注意事項のすりあわせを終えて、リーフィアはエーヴェルトとブラッドリー、それに護ご衛えいとなったリードとともに小宮殿を出た。

　システィーナはリリアンと共に主しゆ居きよ館かんにある自分の部屋に帰っていったが、リーフィアはモデルを引き受けバザーの準備を免めん除じよされたため、何もすることがない。

　昨日から寝ね泊とまりしている魔法使いの塔にラディム＝アシェルたちと戻ろうと思ったが、彼らはまだカティアと明日の警けい備びのことで話し合うというので、エーヴェルトが代わりに塔まで送ってくれることになったのだ。

「まだ日が落ちるまでだいぶあるね。リーフィア、中庭に寄っていかないか？」

　当たり前のように抱っこされながら魔法使いの塔に向かって進んでいると、不意にエーヴェルトが足を止めて誘った。リーフィアはもちろん二つ返事だ。

　犬たちのいる中庭にたどり着いてエーヴェルトとリーフィアがベンチに座ると、ブラッドリーたちは少し離れた場所に立った。

　実はリードはリーフィアの傍そばに寄ろうとしたが、気を利かせたブラッドリーが無理やり引きずっていったのだ。

「リード、少しは二人きりにさせてやろうぜ。最近忙しくてなかなかここに来られなかったんだからさ」

「男と二人きりだなんて、リーフィアにはまだ早い！」

　リードはベンチに座る二人を首を伸ばして睨みながら咆ほえる。ブラッドリーは呆れたように咎とがめた。

「まだ早いって、リーフィアはもう十八歳で立りつ派ぱな大人だろうが、このシスコンめ！」

「まだあの子は子どもだ！」

　二人がそんな話をしているとは露つゆほども知らないリーフィアは、久しぶりの貴重なひと時を楽しんでいた。

　すっかり大きくなった犬たちは、リーフィアとエーヴェルトの足元で寝そべったり尻尾しつぽを振ったりしている。エーヴェルトの膝ひざの上に乗っているリーフィアの足を舐なめる犬もいて、リーフィアはくすぐったい感かん触しよくに時々身を捩よじりながら、喜びを嚙かみしめた。

　バザーの準備の喧けん騒そうがここまで届くこともなく、のどかで、平和だった。自分がアーネル＝エフィロットに狙ねらわれていることすら忘れそうになるくらいだ。

　──このまま殿下と、ずっと二人きりでいられたらいいのに。

　同じことを思っていたのか、エーヴェルトが頭の上でぽつりと呟つぶやくのが聞こえた。

「ずっとこのままでいられたらいいのに」

　リーフィアは目を閉じて溢あふれそうになる涙を堪こらえる。

　──ずっとこのままでいられたら……。

　そうしたらどんなに幸せだろう。アーネル＝エフィロットのことや、いつか他の女性がエーヴェルトの傍かたわらに立つことも忘れて。

　二人の間に心地ここちよい沈ちん黙もくが広がる。

　けれどリーフィアは、ふと自分が無意識のうちにエーヴェルトの胸に背中を預けていることに気づき、慌あわてて身を起こした。

　──うー、恥ずかしい……！

「リーフィア？」

　急に姿勢を正したリーフィアにエーヴェルトが首をかしげる。リーフィアは誤ご魔ま化かすように唐とう突とつに言った。

「あ、あの、その、そうだ。リード兄様から、リーフィアとしてシスティーナ様の侍女を務める許可をもらえたんです！」

「それはよかった」

　ふわりと笑うエーヴェルト。

「この期ごに及んでまだ君の頭を押さえつけようものなら、もう一度決けつ闘とうをしなければならないと思っていたところだ」

「え!?　冗じよう談だんですよね」

　リーフィアはギョッとしてエーヴェルトを見上げた。けれど、エーヴェルトは笑いながら首を横に振る。

「いや、本気さ。必要ならいつでも決闘する。……まぁ、実を言えば、あと一回は確実に剣を交まじえることになると思うんだよね」

　──また決闘を？

　この間のことを思い出し、リーフィアは思わず顔を顰めていた。

　リードに圧おされつつも、何とかエーヴェルトは勝利した。けれど次があればリードは決して油ゆ断だんしないだろう。エーヴェルトの実力を疑うわけではないが、次に彼が兄に勝てるとは思えなかった。

「大丈夫、僕は勝つよ。どんな手を使ってもね」

　にこにこと笑いながらエーヴェルトは自信ありげに言う。けれど、リーフィアは笑えなかった。

　あの時エーヴェルトは手に怪け我がをしたのだ。いくら練習用の模も造ぞう剣けんを使うとはいえ、当たれば怪我をするし、骨が折れることだってある。自分のためにエーヴェルトが傷きずつくのは嫌だし、リードにだって怪我をして欲しくない。

「とにかく決闘はだめです」

「リードがすんなり許してくれるなら、僕だってわざわざ決闘などしないよ」

　こつん、とリーフィアの頭に額を乗せてエーヴェルトが囁く。

「でも彼は君が大事だし、僕も君が大事だ。同じ大事でも方向性が違うんだから、認めてくれないなら、仕方ないさ。大丈夫、僕は絶対勝つから」

「エーヴェルト殿下？」

　その声にいつもと違う何かを感じて、リーフィアは訝いぶかしむ。

　エーヴェルトは応こたえることなく、急に顔をあげておどけたように言った。

「そういえば、バザーが終わればリーフィアのこの可か愛わいい小さな姿も見み納おさめだね、寂さびしいな」

「へ？」

　確かにリーフィアが子どもの姿でいるのもあと少しだ。バザーが終わって「フィラン」の役目を果たしたら、リーフィアにかけられたアーネルの魔法は完全に解かい呪じゆされることになっている。

　──大人の姿になったらもう殿下に抱っこされることはないんだ。

　しょっちゅう抱き上げられたり、膝の上に抱っこされたりするのは、リーフィアが子どもの姿をしているから。

　……寂しいのはリーフィアも同じだ。

　エーヴェルトはじっとリーフィアを見下ろし、しみじみと呟いた。

「本当に寂しい。すごく寂しい」

　本気で残念そうな口く調ちように、リーフィアは胡う乱ろんな目になった。

　──まさか、本当にこの人、幼児性愛病者ロリコンなんじゃ……？

　子どもの「フィラン」に公こう衆しゆうの面前でキスをするエーヴェルト。フィランと自分を抱き上げ「両手に花だね」と笑うエーヴェルト。すぐに抱っこをしたがるエーヴェルト。

　そのどれもが幼児性愛病者ロリコンの証あかしのように思えた。

「もちろん、大人の姿だろうとリーフィアはリーフィアだけど」

　エーヴェルトが思い出したように付け加える。

「……噓うそくさい」

　ボソッと呟いた後、少し腹を立てたリーフィアはつんと顔をあげながら意地悪く言った。

「そんなに子どもが好きならご自分の子どもでも作ればいいんです。陛へい下かたちも大だい臣じんたちも国民も、きっと喜びますよっ」

「おや、ではリーフィアが産んでくれるんだね、ありがとう。リーフィアの子どもならきっと可愛いだろうなぁ」

「え？　なんでそうなるんです？」

　嬉うれしそうに斜ななめ上の言葉を返されてリーフィアは啞あ然ぜんとなる。なぜリーフィアがエーヴェルトの子どもを産むことになるのだろう。理解できない。

　──殿下の子どもを産むのは妃ひ殿でん下かになる人でしょう？

　そこまで考えて、エーヴェルトが伴はん侶りよを選ぶことにしたことを思い出してリーフィアの胸は苦しくなった。

　突とつ発ぱつ的てきにエーヴェルトの膝から飛び下りようとする。けれど、エーヴェルトががっちりリーフィアを抱き込んでいるためそれはできなかった。

「……殿下。下ろしてください」

「まだだめ」

　エーヴェルトはリーフィアの頭のてっぺんを見下ろして呟くと、急に片手を彼女のうなじに滑すべらせて、唐突に言った。

「リーフィア、首飾り外してもいい？」

「え？　首飾りを？」

　怪け訝げんそうに聞き返す。

「ああ」

「でも、ここでは……」

　太陽が出ている今、リーフィアが子どもの姿を保たもてていられるのは、この月の魔力を帯おびたムーンストーンのおかげだ。外してしまえば、大人の姿に戻ってしまう。

「誰かに見られたら……」

「大丈夫。ブラッドリーたちと犬しかいないから」

　周囲を見回すと、確かに犬たちと、少し離れたところでこちらを見ながら渋しぶい顔をしているリードと、彼を宥なだめているらしいブラッドリーしかいなかった。

「誰も見ていないのだったら……」

「ありがとう」

　しぶしぶ承しよう知ちすると、エーヴェルトの指がリーフィアのうなじにある首飾りの留とめ金がねにかかる。涙型をしたその青い石がリーフィアの身から離れてすぐ、変化が始まった。

「……んっ……」

　胸からずくずくと強い疼うずきが生じて、それが瞬またたく間に全身に広がっていく。ざわりと肌が粟あわ立だつのを感じながら、リーフィアは目を閉じた。

　リーフィアの姿がエーヴェルトの腕の中で変化していく。

　茶色の髪は輝かがやくような白はく銀ぎんの髪へ。

　小さくて短い手はほっそりした長い指へ。

　黒っぽい瞳ひとみは煌きらめくようなアメジスト色の瞳へ。

　そして次に目を開けたとき、リーフィアの姿は完全な大人のものへと変わっていた。

「殿下、重たいでしょうから、下ろしてください」

　リーフィアはエーヴェルトの膝の上で身を捩った。

　首飾りを外すのを承しよう諾だくしたのは、大人の姿になれば手を離すだろうと思ったからだ。エーヴェルトは子どもの姿の時は条件反射のように手を伸ばし膝か腕うでに抱き上げるが、さすがに大人の姿の時にそんなことはしない。年相応に扱あつかってくれる。

　けれど、エーヴェルトはリーフィアを抱きかかえたままベンチから立ち上がった。

　地面に下ろしてはくれたものの、その手はリーフィアから離れないままだ。

「殿下？」

　エーヴェルトは無言でリーフィアの身体からだをくるりと返して自分の方を向かせた。

　目の端に決けつ然ぜんとした顔で走ってこようとするリードと、その彼の両腕をがっちり摑つかんで文字通り体を張って止めるブラッドリーの姿が映うつったが、リーフィアにそれを気にしている余裕はなかった。

　エーヴェルトの碧あお色いろの目が甘い光を浮かべてじっとリーフィアを見下ろしていたからだ。

「リーフィア」

　少しだけ掠かすれた声で囁くと、エーヴェルトはリーフィアの両手を取る。蕩とろけるような目で見つめられ、リーフィアの頰が朱しゆに染まった。

　いつかの夜も、こんなふうに熱っぽい目で見つめられたことがあるのを思い出す。あれは確かガジス国との舞ぶ踏とう会かいの夜、バルコニーで話をした時のことだ。

　あの時と同じで、リーフィアはエーヴェルトから目をそらせなかった。

「ねぇ、リーフィア」

　優しく、そしてどこか甘く響ひびく声でエーヴェルトは告つげる。

「君が完全に大人の姿を取り戻して、禁きん呪じゆのことが全部解決したら、君に伝えたいことがあるんだ」

「……私に？」

「ああ、君が頷いてくれるのを心から願っている」

　言いながらエーヴェルトはリーフィアの手を持ち上げ、その指にチュッとキスを落とす。リーフィアは顔だけでなく、身体中の熱があがっていくのを感じた。

　心臓がドキドキして、破れそうだ。

「……殿下」

　──殿下が私に伝えたいことって、何？

　リーフィアの桜色の唇が開き、それを問おうとした。──その時だ。

「な　に　を　し　て　い　る　の　で　す　？」

　すぐ近くで、まるで地じ獄ごくから響いてきているような低い声がした。

「うわっ！」

「ひぃ……！」

　二人は手を取り合ったまま同時に飛び上がった。

　慌てて振り向くとそこにいたのはリードだ。ブラッドリーの拘こう束そくをはねのけてきたのだろう、青あお筋すじを立ててリーフィアたちを見下ろしている。
















「で　ん　か」

　ギロリとリードの青い目がエーヴェルトを睨む。

「……なんだい、リード？」

　すばやく驚きよう愕がくから立ち直ったエーヴェルトがにこっと笑う。リードの口から唸うなるように言葉が叩たたきつけられた。

「殿下に決闘を申し込みます！」

「やめんか！」

「やめてってば！」

　ブラッドリーとリーフィアの必死の叫び声が中庭に響いた。
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　中庭でリーフィアたちが決闘騒さわぎを必死で収めているちょうど同じ頃。

　小宮殿から私室へ向かってシスティーナとリリアンは主居館へ続く回かい廊ろうを歩いていた。

「あの二人、最近無自覚にイチャつくから腹が立つわ」

　システィーナは歩きながら兄そっくりの碧色の瞳を不ふ機き嫌げんそうに細めていた。あの二人とはもちろん、リーフィアとエーヴェルトのことだ。

「もう甘ったるいったら！　あれでお兄様の片思いだったら思いっきり笑って差し上げるわ！」

　リリアンは苦笑を浮かべて宥めるように主に言った。

「リーフィアはいつになったらエーヴェルト殿下の気持ちに気づくんでしょうね」

「気づかない方がどうかしているわ」

　宥めるのに失敗し、システィーナはぷりぷりしながら回廊を進む。けれど、こんな態度を取りながらも兄の幸せを思い、内心では喜んでいるのだ。

　それが分かっているリリアンは主の半歩後ろを歩きながら「そうですね」と相あい槌づちを打つ。そしてふと顔をあげた瞬間、坪つぼ庭にわを挟んだ向こう側を反対方向に歩いていく男の姿が目に入った。

　肩先まであるサラリとした茶色の髪。背は高く、ここからでは瞳の色までは分からなかったが、それほど際きわ立だった容姿には見えない。普段、エーヴェルトやブラッドリーたちを見慣れている身には物足りない顔立ちだった。

　システィーナはリリアンがどこかを見ていることに気づき、反対側の回廊を見つめる。男の姿が目に入ったが、見知らぬ顔だったため、すぐに興味を失った。

「あなたの知ってる人？」

　男の背中を見送るようにリリアンが振り返っているのを見て、システィーナは尋ねた。

「いいえ。知らない人のはずなんですけど……」

　リリアンは答えながら首をかしげる。

「どういうわけか見覚えがある気がするんです。既視感デジヤヴというか……」

　知らないはずなのに、知っている気がする。リリアンは不思議な感覚に、妙に心がざわつくのを感じていた。

「あらら、ブラッドリーがいるくせに、他の男性に心を惹ひかれているの、リリアンったら」

　いたずらっぽくシスティーナが笑う。

「なっ、違いますってば、姫様ったら。単に見覚えがある人だなと思っただけですし、ブラッドリー様とはそんな仲ではありませんから」

　頰を染めたリリアンは慌てて答える。

　……そう、ただ、ブラッドリーだけが、敵に操られてリーフィアに危害を加えそうになったことに、いまだに罪ざい悪あく感かんを覚えているリリアンの気持ちに気づいて慰なぐさめてくれたのだ。

　リリアンはついそれに甘えてしまいそうになる。……ただそれだけの仲だ。リーフィアのことがなければ接点のないままだったはずだ。

「あら、彼も満まん更ざらでもないようなのに？」

　システィーナが片眉をあげて言った。リリアンの頰はますます赤くなる。

「そ、そんなことないですわ」

「まぁ、今はそういうことにしてあげるわ。さぁ、早く帰りましょう」

　にやにや笑いながら言うと、システィーナは歩き出す。それを慌てて追いかけるリリアンの脳のう裏りから、すれ違った男のことはすっかり消えていた。




　システィーナはもともと彼と会ったことはなかったし、リリアンも操られていた間の記き憶おくが消されているため、気づくことができなかった。

　すれ違った男こそ、アーネル＝エフィロットが半年前までかつて成りすましていた図書館司し書しよのカミロだったことを。

　一方、カミロことアーネル＝エフィロットは足を止めて、回廊から去る二人の後ろ姿を見つめていた。

　二人に飛ばした魔法が跳はね返されたことを確認し、口元を歪ゆがめる。幸い、二人は魔法使いではないため、そのことに気づいてはいないようだった。

「護符か」

　二人の指に嵌まっている指輪に気づいたアーネルの目がすっと細まる。

「長おさ殿どのの仕し業わざかな。相変わらず小ざかしい真ま似ねを」

　これで容よう易いにリーフィアの近しい人たちを使っておびき寄せることができなくなった。あの護符に下へ手たにちょっかいを出せば、ラディム＝アシェルたちにたちどころに居場所を知られるだろう。

「……まぁ、いい。いくらでも方法はある」

　アーネルはひとりごちる。

　──なぜならすでに舞台の準備は整っているのだから。

　踵きびすを返して回廊から去るアーネルの口元には、余裕の笑みすら浮かんでいた。
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　いよいよ王おう妃ひ主催のバザー当日になった。

　普段は王侯貴族にしか門もん戸こを開かないフォルシア城が、今日に限り誰にでも──一般の国民に対しても開かれている。

　そのため正門には貴族たちの馬車や、歩いてきた一般の国民がぞくぞくと到とう着ちやくしていた。ただ、それを捌さばいている兵士は慣れたもので、次から次へと行くべき会場を指示している。

　今日のバザーの会場は二つ。一つはメイン会場である城の大広間。ドレスや宝石や調度品など、裕福でなければ手に入らない品物が展示されていて、貴き族ぞくや招しよう待たいされた豪ごう商しようしか入れないようになっている。リーフィアたちがドレスを披露するのも、こちらの会場の方だ。

　もう一つの会場は城の正門から入ってすぐ横にある前庭で、こちらはドレスを作った生き地じの端は切ぎれを利用して作られたハンカチや小物など、手に取りやすい値段のものが置かれている。こちらの会場は一般国民に解放されていて、朝から買い求める客が列を成していた。

　バザーの存在が認にん知ちされ始めてから、来場者は増える一方なのだという。それに伴ともない、規模が大きくなっていったが、だんだん主催である王妃の手が回らなくなっていった。今回から準備の一部をシスティーナが任されるようになったのは、そういう理由からだ。

「さあ皆さん、今日は皆さんが主役でしてよ。練習の成果を思う存分披露しましょう」

　モデルとなる貴族子し女じよたちが使う控ひかえ室を訪れたシスティーナは、そう言って励はげました。彼女たちの出番は昼近くになってからだが、控え室には朝から気合十分の令れい嬢じようたちが集まって、動きの確認や挨拶の練り直しに余よ念ねんがない。

　特に年長の令嬢たちはこれが結婚相手選びに影えい響きようするとあって、皆必死だ。反対にまだ結婚など考えもしていない年少の令嬢たちは気楽なもので、フィランなどは一番最後にのんびりと控え室に現れる始末だった。

　リーフィアはフィランを控え室の隅すみに連れて行って、自分もドレスを着ることになったことを伝える。

「姉さま！　本当？　姉さまと一緒にドレスを着てみんなの前に出れるの？」

　大好きな姉と一緒にドレスを披露できると知ったフィランは大喜びだった。

「そうよ。あ、フィラン、これお守りですって」

　上じよう機き嫌げんで飛び跳ねているフィランの手を摑むと、リーフィアは預かっていた護符の指輪を取り出して小さな小指に嵌める。指輪はフィランの指の大きさに合わせて自動的に小さくなった。

「すごいキラキラしてる！」

　フィランは自分の左手の小指に嵌まった指輪を見下ろして歓かん声せいをあげる。

「姉さま、姉さま、すごくキラキラ光ってるよ、この指輪」

「キラキラ光っている？」

　リーフィアは首をかしげる。確かに指輪は銀色だが、言うほど光っているだろうか？

　思わず自分の小指を見下ろすが、特に光っているわけではないようだった。けれど、そのリーフィアの小指を見て、フィランはまたしても歓声をあげる。

「ほら、キラキラ光ってる！　お日さまの光だよ、姉さま！」

「お日さまの光……」

　リーフィアはまさかと思った。ラディム＝アシェルによるとこの護符には太陽の魔力が込められているらしい。もしかしたら、フィランにはその太陽の魔力が見えているのだろうか？

「フィラン。キラキラ光っているのはどんな色なの？」

「金色だよ、指輪からキラキラ光が出ているの。だからお日さまの光だなってフィー思ったの」

「金色……やっぱり！」

　太陽は金で、月は銀を象しよう徴ちようするのだという。護符の指輪自体は銀色なのに、フィランの目には金色の光を発しているように見えるらしい。

　やはりフィランには魔力が見えるようだ。そういえば、昔から少し変わったことを言う子ではあった。

　──もしかしたら、フィランには魔力があるのかもしれないわ。

　それならアーネル＝エフィロットが成りすましていたリーフィアの家庭教師たちに全く懐なつこうとしなかったのも、納なつ得とくがいく。子ども特有の鋭するどい勘かんだけではなかったのかもしれない。

　──あとで誰かに相談してみよう。

　そう思いながら、リーフィアはフィランに言い含める。

「フィラン。この指輪はお日さまの光をいっぱい持っている、とても大切なお守りなの。フィランの身を守ってくれるものなのよ。だから絶対に外しちゃだめだからね」

「うん！」

　フィランは元気よく頷いた。

　それからしばらくして、システィーナの侍女たちが控え室にモデルたちのドレスを運んできた。

　リーフィアたち貴族の子女が今日着るドレスは、一人三着から四着だ。数が人によって違うのは、十五歳以上の社交界デビュー済みの令嬢たちだけでドレスを披露する場面もあるからだった。それが必要ないリーフィアたちは三着着る予定になっている。

　控え室のあちこちで慌ただしく準備が始まった。リーフィアとフィランはリリアンに手伝ってもらいながらドレスを着付けていく。

　リリアンとリーフィアがフィランのために選んだ最初のドレスは、可愛らしいピンクのドレスだ。それはフィランの可愛さや無む邪じや気きさをいっそう引き立てていた。

　一方、リーフィアのドレスは淡あわい藤ふじ色いろで、ほんの少しだけフィランより大人っぽいデザインになっている。まだ幼おさないため化け粧しようは必要ではなく、紅べにだけ差してもらうと、準備は完了だ。

「さぁ、時間よ」

　その声と共にリーフィアとフィランは他の令嬢たちと共に控え室を出て行った。




　バザーの会場である広間ではドレスや宝石、調度品などが美しく飾られ、貴族たちが競い合うように買い取っていた。

　貴族たちにとってバザーは王室由ゆ来らいの質しつの確かな品物を手ごろな値段で手に入れることができ、なおかつ慈じ善ぜん事業ということで恵まれない子どもたちに施ほどこしを与え、いい気分にもなれる一いつ石せき二に鳥ちようの買い物なのだ。最初は外国出の王妃の思いつきをバカにしていた貴族たちだが、今では年に一度の一大イベントとなっていて、楽しみにしている者も多い。

　収しゆう益えきは王立の孤こ児じ院いんだけではなく、私立の孤児院にまで分配される予定だ。

「お待たせしました！　令嬢たちによるドレスの披露を始めたいと思います」

　かけ声と共に会場内にいる貴族たちから歓声があがった。

　リーフィアたちは年長の令嬢を先頭に、正面の扉からゆっくりと入場していく。向かうのは、会場の中央にしつらえてある一段高い舞台ステージだ。

　舞台へ向かう途中、リーフィアは両親のウェインティン伯はく爵しやく夫ふ妻さいと祖そ父ふ母ぼであるアーゼンタール侯こう爵しやく夫妻の姿に気づく。四人はリーフィアとフィランに向かって、しきりに手を振っている。どうしたのかと後ろを振り返ってみれば、フィランが応えるようにブンブン手を振り回していた。

　どうやらフィランは緊きん張ちようとは無む縁えんのようだ。普段は人見知りのくせに、なぜかこういう場面では妙に肝きもの据すわったところがある少女だった。

　フィランの無邪気さに勇気づけられ、リーフィアはドレスの裾すそをつまみあげながら堂々と進んだ。

　ステージの所定の位置に立つと、令嬢一人一人の紹しよう介かいが始まる。基本的に令嬢たちが行う動作はとても単純で、所定の位置に立ち、その場で順番ずつ紹介される時に会場に向かって淑女の礼カーテシーを行う。ただそれだけだ。

　あとはドレスが会場の人間によく見えるように円形の舞台をぐるりと一周して、終わりになる。

　ただし、一人一人の紹介のとき以外は全員で動くことが基本になっているため、タイミングがズレたり動きが悪いと悪目立ちしてしまう。だからこそ令嬢たちには何度も城に来てもらい、動きの練習をしてもらったのだ。

　システィーナの侍女たちが一人欠員が出ただけ大騒ぎをしていたのも、これが原因だ。一人欠けただけでだいぶ動きや立ち位置が変わってしまい、その結果動きがバラバラになってしまうからだ。

　幸いリーフィアはフィランの練習に立会い、エリー・コーディ子爵令嬢の立ち位置も何となく覚えていた。むしろ心配なのはフィランの方だったが、これが堂に入ったもので、特に動きにも問題はない。

　一回目のドレスの披露は何事もなく無事に終了した。

　控え室に戻った令嬢たちはドレスを脱ぬぎ、休きゆう憩けい時間に入る。一方、脱いだばかりのドレスは侍女たちの手によってバザー会場へ運ばれ、その場で公開オークションにかけられていた。

　優先権はドレスを着た令嬢の親にあったが、それでも毎年気に入ったドレスを親を押しのけて買い取ろうとする貴族が出るために、白はく熱ねつしたオークションになることがある。その戦いは周囲を多いに沸わかせ、バザーの名物になりつつあった。

　今年はウェインティン伯爵家とアーゼンタール侯爵家の争いが熱いともっぱらの話題だ。娘と孫の晴れの日のドレスを手に入れたい両者の間で熾し烈れつな戦いが起きているという。

　そんなことになっているとは夢にも思っていないリーフィアは、フィランと共に控え室でくつろいでいた。そこに意外な人物が二人を訪ねてきた。

「二人とも、とても堂々として素敵だったわよ」

「カティア様!?」

　控え室にやってきたのは先々代王妃のカティアだった。

「カティア様、その服……」

　リーフィアは訪れたカティアの姿を見て目を丸くする。カティアはドレス姿ではなく魔法使いの白いローブを身に纏まとっていたからだ。

「今日の私は先々代王妃ではなく、魔法使い『カティア＝エフィロット』として会場の警備に当たっているのよ」

「『エフィロット』として？」

　驚おどろくリーフィアにカティアはふふっと楽しそうに笑いながら告げた。

「もう王室のために私がやることはないから、今度は魔法使いに戻って途と絶だえた『エフィロット』の技を後世に残したいと思っているの。ラディム＝アシェルやゼスト＝アシェル、それにガジス国のメルキール＝ゴワイエが口くち添ぞえしてくれて、特別に『エフィロット』の名前を復活させてもらえることになったから」

「まぁ……！」

　エドウィナのせいで「エフィロット」は地に落ちて、先々代の長おさマチルダは「エフィロット」の名前を捨てざるを得なかった。今でも魔法使いたちにとって「エフィロット」は禁呪を冒おかした罪つみの象徴のはずだ。それなのに復活が許されるとは。

「メルキール＝ゴワイエが、各国の長たちにかけあってくださったの」

　カティアの口元に苦笑が浮かぶ。リーフィアの口にも今同じような笑みが浮かんでいることだろう。

「そういえば、エドウィナ＝エフィロットにかなりご執しゆう心しんのようでしたものね……」

　禁呪に手を染めたエドウィナに最初批判的だったメルキール＝ゴワイエだが、読み取りリードで見たエドウィナの術の壮そう大だいさと豪ごう胆たんな性格、類たぐい稀まれな才能にすっかり魅み了りようされていた。

「仕方ないわ。先生を知るとほとんどの人間がああなるんですもの」

　昔のことを思い出し懐かしそうに目を細めた後、カティアはフィランの頭を撫なでた。

「今日でフィランが城に来ることもなくなると聞いて、会いに来たのよ。ねぇ、フィラン。よかったら、私の弟で子しにならない？」

「……は？」

　リーフィアはポカンと口を開けた。

「フィランを弟子に？」

「そうよ、この子には才能があるわ。きっと修行すればひとかどの魔法使いになれると思うの」

　その言葉にリーフィアはハッとなる。

「やっぱりフィランには魔力があるんですね？」

「ええ。かなり大きな魔力を持っているわ。フィランはきっとエフィロットを継つぐ、偉い大だいな魔法使いになれる。分かるの。なぜなら……」

　そこまで言ってなぜかカティアは言葉を切り、振り払うように首を横に振ると、改めてフィランの前に片かた膝ひざをついて目線を合わせた。

「ね、どうかしら？」

　問われたフィランはきょとんと首をかしげる。

「弟子ってなあに？」

「フィランったら……」

　妙に無反応だと思っていたら、弟子の意味が分かっていなかったようだ。

「弟子っていうのは、先生について魔法を習う人のことをいうのよ」

　カティアはクスクス笑いながら説明をする。

「フィランが私の弟子になれば城へはいつだって来れるわ。リーフィアお姉さんにもいつでも会えるわよ」

「ちょ、ちょっとカティア様！」

　どうやらカティアはフィランをその気にさせるための強力な呪じゆ文もんを持っていたようだ。たちまちフィランの顔がパッと輝く。

「なる！　フィー、カティア様の弟子になって、魔法使いになる」

　リーフィアは慌てた。

「こら、フィラン！　お父様たちに相談もなく勝手に決めないの！」

「そうだ、姉さまもいっしょに魔法習おう！」

　フィランはどうやら二人とも弟子になれば、リーフィアとずっと城で一緒にいられると考えたらしい。

「無茶言わないの！」

「あら、それでも私は構わないわよ？　リーフィアにも魔力はあることだし」

「え？　私に魔力が？」

　思いもかけない言葉にリーフィアは目を丸くした。けれどカティアはクスクス笑いながら首を横に振った。

「ああ、でもきっとだめね。残念だけど、リーフィアは魔法使いにはなれないと思うわ。エーヴェルトがそれまで待っていられるとは思えないもの」

　意味深に呟くとカティアは立ち上がった。

「そろそろ次の準備が始まる頃ね。私も会場に戻るわ。弟子のこと、よく考えておいてね」

　カティアはそう言いおくと、控え室を出て行った。

　その後ろ姿を見送りながら、リーフィアは首を傾げる。

「なんでここでエーヴェルト殿下の名前が出てくるの？」







　一方、控え室を出たカティアはふぅっとため息をついた。

　今のところ、アーネルがリーフィアの周辺に出しゆつ没ぼつした気配はないようだ。弟子の勧かん誘ゆうはついでで、それを探さぐるのがカティアの本当の目的だった。

　──でもきっと、リーフィアとはそれほど離れていないところにいるはず。

　唯ゆい一いつアーネルの本来の魔力を知っているカティアは、朝から彼の気配を探して回っていた。

「……あの方は一体どこに？　そして何をやろうとしているの？」

　答えのない問いがずっと頭の中を巡めぐっている。

「──先生。あの方を救えるのはあなただけなのです」

　リーフィアを手に入れても、リーフィアの中にエドウィナを蘇よみがえらせようとしてもきっとうまくいかない。

　なぜならエドウィナは──。

　あの時聞こえた「エドウィナの声」や、フィランが小宮殿まで魔法を使って跳とんできた理由。そのことから、カティアにはある奇き妙みような確信があった。

「だから、先生。あの方を助けてあげてください、先生──」

　カティアの呟きは空に溶とけて消えた。
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　二回目のドレスの披露も大成功に終わった。

「お疲つかれ様、リーフィア。フィーちゃんも」

　控え室に戻ってきたリーフィアたちをリリアンが迎むかえる。

「おかげでバザーは大だい盛せい況きようのようよ。フィランたちのおかげね」

「少しはシスティーナ様のお役に立てたのならよかったわ」

　リーフィアはフィランのドレスを脱がす手伝いをし、それから自分のドレスも脱いでホッと一息つく。

　リリアンは二人分のドレスを手に、リーフィアを振り返った。

「私、このドレスを会場に届けてくるわね。ついでに姫様から頼まれていた王妃様へのお使いもしてくるから、少し帰ってくるのが遅おそくなるかもしれない。もし私が次の準備までに帰ってこれなかったら……」

「大丈夫よ。私は一人でもドレスを着られるし、フィランの仕し度たくもするから」

「ありがとう、リーフィア。では行ってくるわね。でも決して、一人にはならないでね」

　そう言ってリリアンは控え室を出て行った。バザー会場である広間に足早に向かったリリアンは、途中の廊ろう下かでこちらに歩いてくる茶色の髪の男性とすれ違う。

　──あら？

　リリアンはその男性をどこかで見たような気がして眉まゆを顰ひそめた。つい最近も同じようなことを考えたのを思い出し、ポンと手を打つ。

　そうだ。数日前小宮殿からの帰りに回廊ですれ違った男性だ。あの時もどこかで見たような気がしたのだ。

　──でも、誰だったっけ？

　すぐ喉のど元もとまで出かかっている気がするのに、思い出せない。

　首をかしげながらリリアンは先を急いだ。







　かなり長い間、リリアンは戻ってこなかった。幸い、次に着る予定のドレスはコルセットを必要としないシュミーズドレスだ。これならリーフィア一人でも簡単に着ることができる。

　リーフィアは最後のドレスを手にとって身につけ始めた。

　三着目のドレスは白いレースの縁ふち取どりがしてある、ゆったりめのドレスだ。手早く身につけると、妹を振り返る。

「フィー、そろそろフィーも着替えよっか」

　ところがリーフィアが着せ替えようとした時、急にフィランは言い出した。

「姉さま、フィーお手洗いに行きたい」

「え？　今？」

「うん」

「……困ったわね」

　自分の姿を見下ろし、リーフィアは途と方ほうにくれた。フィランの厠かわやに付きそってあげたいが、売り物のドレスのまま行くわけにはいかない。

「ちょっと待って、ドレスを脱ぐから」

　言いながら背中のボタンに手を伸ばしていると、見ていた同どう僚りようの侍女が申し出る。

「私が付き添うわよ、フィラン。ドレスを脱いでまた着るのは大変でしょうから。ねぇ、フィーちゃん、私が一緒に行ってあげるね」

「うん！」

　フィランは明るく頷いた。何度も城に来ていて、リリアンほどではないが、その侍女ともすでに顔見知りになっていたからだ。

「すみません、お願いします」

　リーフィアは手を繫つないで控え室を出ていく二人を見送った。







　その頃、リリアンは急いで控え室に戻ろうとしていた。王妃がなかなか見つからず、用事を終えるのがかなり遅くなってしまったのだ。

「二人とも待っているでしょうね」

　誰かに見み咎とがめられないことを祈りながら廊下を走るリリアンは、先ほど男とすれ違った場所にきた瞬間、足を止めた。

　急にパーンと頭の中が開けたようになったのだ。

　そしてリリアンは思い出した。あの茶色の髪の男のことを。

　偽いつわりの恋心を植えつけられ、足しげく通った図書館。操られ、小さなリーフィアの身体を引っぱって歩いた東館の廊下。炎ほのおに巻かれた部屋。真っ赤な空を。

　──カミロ……！

　リリアンの顔が真まっ青さおになった。

　あの男はカミロだ。アーネル＝エフィロットが化けていた姿。逃げていなくなったはずのカミロが何食わぬ顔をして戻ってきている。

「ど、どうすれば……！」

　エーヴェルトかラディム＝アシェルたちを捜して伝えるか、リーフィアにカミロのことを告げて警告するべきだ。

　けれど、その時リリアンの脳裏に浮かんだのはたった一人の面おも影かげだけだった。

　──ブラッドリー様……！

　その瞬間、リリアンの心は決まっていた。踵きびすを返し、広間の方に向かって走る。広間にはエーヴェルトがいる。そこにブラッドリーもいるはずだ。

　リリアンは走って走って、広間に駆かけ込んで探して、そして見つけた。赤い髪の男性を。

「ブラッドリー様……！」

「リリアン？　どうしたんだ？　リリ──」

　リリアンはその胸に飛び込んだ。







　同じ頃、厠かわやでフィランが用をたすのを外で待っていた侍女は、よく見知った女性に声をかけられていた。

「ごめんなさい、遅くなって」

「あら、リリアン。戻ってきたのね」

　声をかけてきたのは同僚のリリアンだった。

「ありがとう。フィーちゃんの付き添いは私が代わるわ」

「そう？　まぁ、フィーちゃんはあなたに懐いているものね。ではお願い。私は先に控え室に戻っているから」

「ええ」

　侍女はその場をリリアンにまかせて廊下を歩き始めた。

　それから少しして厠から外に出たフィランを待っていたのは、先ほどまで一緒にいた侍女ではなかった。

「リリアンちゃん……？」

　リリアンはフィランを見てにっこり笑う。

「遅くなってごめんね、フィーちゃん。さぁ、控え室に戻りましょう？」

　そう言って手を差し伸べるリリアンを紫むらさき色いろの目でじっと見つめたフィランは、一歩二歩と後ろに下がった。

「……違う。リリアンちゃんじゃない。誰？」

　その次の瞬間、リリアンから盛大な舌打ちが漏もれた。

「相変わらず腹の立つ小娘だな」

　リリアンの声なのに、リリアンの口調ではなくなっていた。同時に、フィランは目の前でリリアンの姿が一瞬にして茶色の髪の男性に変わるのを見た。

「……だ、誰？　それって魔法？」

　言いながらフィランは後ろに下がっていく。けれどすぐに背中が壁かべにぶつかってしまう。

「なぜだ……なぜいつも、お前は騙せない？」

　伸びてくる手に、フィランはぎゅっと目を瞑つむった。

　──姉さま……！

　フィランを、闇やみが覆おおった。
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「一体、どうしました？」

　控え室のすぐ外で待たい機きしていたリードは、廊下を焦あせったように走ってくるエーヴェルトとブラッドリー、それにリリアンに気づいて目を見張った。

「リーフィアは？　リーフィアは無事か？」

「え？　リーフィアは控え室の中にいますが……？」

　言った瞬間、はぁと三人の口から安あん堵どの息が漏れる。

「よかった。間に合ったか」

「一体どうしたというのです？」

「アーネル＝エフィロットだ。カミロという図書館司書に化けて城内にいるんだよ」

　エーヴェルトが説明している途中で、騒ぎを聞きつけたリーフィアが控え室から出てきた。

「一体どうしたの？　殿下？　それにリリアンまで？」

「リーフィア、よく聞いて」

　エーヴェルトがリーフィアの両肩に手を置いて説明をする。

「カミロだ。以前アーネル＝エフィロットが化けていた図書館司書が城内にいるのを、リリアンが目もく撃げきした」

「え!?　カミロが？」

　リーフィアの大きな目が更に大きくなった。

「ああ、今図書室に人を寄越して捜させてもらっているが、油断しないでくれ」

「あら？　リリアン、どうしてここにいるの？　厠でフィーちゃんを待ってるはずでしょう……どうして私より先にここへ？　え？」

　混乱したような女の声が響く。パッと振り返ると、それはフィランに付き添って厠に行った侍女だった。

「ちょっと、私がフィーちゃんを厠で待っているはずって、どういうこと？」

　リリアンが眉を寄せる。

「しまった……！　フィラン！」

　先に事態に気づいたのはエーヴェルトだった。エーヴェルトは突然走り始める。同じようにすぐに気づいたブラッドリー、そしてリーフィアがそれに続く。三人の顔は真っ青だった。

　──フィラン！

　厠へ急いで駆けつけたけれど、そこにはフィランの姿も、アーネル＝エフィロットが成りすました偽にせリリアンの姿もなかった。
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　アーネル＝エフィロットにフィランを連れ去られた。

「フィラン……！」

　リーフィアは真まっ青さおになって震ふるえ出す。

「ああ、なんてこと……」

　追いついたリリアンが事態を察して床ゆかにぺたんと座り込む。

「私がもう少し早く思い出していれば……！　ううん、もっと早く戻っていれば……！」

「リリアン、しっかりしろ」

　ブラッドリーが、リリアンを立ちあがらせる。

「君のせいじゃない。君じゃなければ他の誰かに成りすましていただけだ。あいつはずっと機会を窺うかがっていたんだろうからな」

「落ち着いて、リーフィア」

　エーヴェルトがリーフィアを抱き上げる。

「まだ城から出て行ってはいないだろう。あいつの目的はフィランではなくて、君なんだから」

「……はい」

　不安を振りきるように頷うなずくと、リーフィアはエーヴェルトの首にしがみついた。

「ブラッドリー。すぐにラディム＝アシェルたちに知らせてくれ」

　リーフィアを抱きあげたまま、エーヴェルトがブラッドリーに言う。ブラッドリーは頷くとポケットの中から緊きん急きゆう連絡用の小さな白い玉を取り出した。

「ルドルフに知らせる。あいつなら塔まで飛べるから早い」

　言うなりブラッドリーは玉に話しかける。

「ルドルフ！　フィランが攫さらわれた！　アーネル＝エフィロットだ！　奴やつは以前成りすましていた図書館司し書しよのカミロの姿を取っている！　ラディム＝アシェルにも知らせてくれ！」

　玉からすぐにルドルフの慌あわてたような声が返ってきた。

『はいっス、今すぐ報しらせに跳とぶっス！』

　ところが魔法を使って跳んだのはルドルフだけではないようだ。その場に移動の魔法を使ってカティアが現れる。

「おばあ様!?」

「会場でルドルフの傍そばにいたのよ、それよりフィランがあの方に攫われたというのは本当なの？」

「はい。残念ながら」

　カティアは唇くちびるを嚙かみしめる。

「なんてこと……。でも、なぜ、フィランを……」

「分かりません。子どもだから簡単だと思ったのか、それともたまたま無む防ぼう備びになったのがフィランだったのか。いずれにしろ城からは出てないと思うので、今すぐ捜さがしに行きます」

「お待ちください」

　止めたのはリードだった。彼は一歩前へ出ると、エーヴェルトと、そして彼の腕うでに抱き上げられたままのリーフィアに視線を向けてきっぱりと言った。

「フィランは我々が捜します。殿でん下かとリーフィアはバザー会場に向かって自分の役目をまっとうしてください」

「でも兄様、フィランが……！」

「フィランがいない上、お前まで欠けたとなるとシスティーナ様のお顔に泥どろを塗ぬることになるんだぞ？　お前は何と言って今回の代役を引き受けたんだ？」

　リーフィアははっとなった。

『恩おん義ぎのあるシスティーナに報むくいるため』

「このままでは恩を仇あだで返すことになるぞ、リーフィア。自分でやると決めたことは最後までやれ。それがお前の責任だ」

　厳しい言葉にリーフィアは唇を嚙む。けれど、リードの言うとおりだ。フィランのことは心配で仕方ないけれど、自分でやるといった以上責任は取らないといけない。

「分かりました。ドレスのお披ひ露ろ目めに戻ります」

　エーヴェルトに床に下ろしてもらうと、リーフィアは兄を見上げた。

「リード兄様、フィランをお願いします」

「ああ」

　カティアが一歩前に出て、自分の胸に手を当てる。

「フィランの欠員だけれど、私がフィランの幻げん影えいを作って操あやつるわ。それで何とか誤ご魔ま化かせるはず」

「カティア様。ありがとうございます」

「リーフィア。幻げん影えいはあなたの動きを元に操あやつるわ。あなたが動作を間違えば、幻影のフィランも間違ってしまう。こんな時に大変だけれど、しっかりね」

「はい」

　リードとブラッドリーはフィランの捜そう索さくに向かい、リーフィアはカティアの作ったフィランの幻影とともに控ひかえ室に戻っていく。エーヴェルトは会場へ向かい、リリアンも事情を説明するため、会場のシスティーナのもとへ急いだ。
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「大変なことが起こったっス！」

　いきなり移動の魔法を使って塔とうにあるラディム＝アシェルの執しつ務む室しつに現れたルドルフは、その場にい合わせた長おさと前長に訴うつたえる。

「どうしたルドルフ。そんなに慌てて」

　昼間から酒を手にしていたゼスト＝アシェルが顔をあげた。

「アーネル＝エフィロットっス！　前に成りすましていた男にちゃっかり今回も成りすまして入り込んでいたんっス！　しかもフィランが連れ去られて、今現在行方ゆくえ不明っス」

「……やっぱり現れたか」

　ラディム＝アシェルが立ち上がる。彼は同時にフィランの指にあるはずの護ご符ふの探索を始めていた。

「……護符リングは壊こわれてはいないようだ」

「壊されないまでも外はずされているかもしれぬな」

「見てきます」

　言うなりラディム＝アシェルの身体からだは執務室からかき消える。

「俺も広場へ戻って、フィランの捜索始めるっス」

　続いてルドルフの姿も消えていった。

「……ふむ。今日を狙っていたとしても、ひと月も前から城にいた理由はなんだろうな」

　グラスを口にしながらゼスト＝アシェルは呟つぶやく。彼はずっとそれが気になっていたのだ。ゼスト＝アシェルはグラスを机に置くと、立ち上がった。

「図書館か。ふむちと調べてみるかの」

　ゼスト＝アシェルの姿もその場から消え去り、応接室にはグラスだけが残された。




　フィランの護符の気配がする場所に跳んだラディム＝アシェルは、建物の外、地面の上で指輪を見つけた。魔法が破は棄きされたわけでも、攻こう撃げきされたわけでもない。

　ラディム＝アシェルは建物を見上げた。

「……あそこから放り投げたのか」

　フィランの拉ら致ち現場のことを詳くわしく聞かされていなかったラディム＝アシェルは知らなかったが、その窓は厠かわやに近い場所にあった。

「師し匠しようの言うように、物理的にはがしたのだな」

　子どもの指から取り上げるのだから、ほとんど労力はいらなかっただろう。これがエーヴェルトやブラッドリー相手だったら話は別だったろうが。

「子どもだからフィランを狙ねらった……？」

　ポツリと呟く。

　ラディム＝アシェルはまずアーネルがフィランを狙ったのを怪け訝げんに思っていた。フィランが子どもで狙いやすかったのかもしれないが、子どもという点ならリーフィアも同じだからだ。そもそもリーフィアを直接狙うことだってできただろうに。

　その時ふとラディム＝アシェルは、禁きん呪じゆの成功条件を思い出してハッとなる。

「まさか……？」

　口を引き結ぶとラディム＝アシェルはリーフィアのもとへ行くために、その場から再び跳ちよう躍やくした。
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　控え室で目立たないように待っていると、バザー会場に向かう時間になった。

「そろそろ最後のお披露目よ。しっかりね」

「はい」

　リーフィアが口を開けば、幻影のフィランも「はい」と返事をする。リーフィアが歩き始めれば幻影も少し遅おくれて歩き始める。

　カティアの幻影は素晴らしく、パッと見にはそれが幻影だと分かる人はいないだろう。リーフィアもうっかり本物のフィランがそこにいるのではないかと思ってしまいそうになる。

　──フィラン。無事なの？　無事、だよね？

　今どんな目にあっているかと思うと涙が出てきそうになる。でも、堪こらえないと。おそらくリーフィアが泣けば幻影のフィランも泣いてしまうだろうから。

　前の令れい嬢じように合わせてリーフィアはゆっくりと会場に向かう。その後をフィランの幻影が続いた。

　会場に入り、舞台に上がるまでの間にリーフィアは両親や祖そ父ふ母ぼの顔を見つけた。四人の様子ではまだフィランの不在を知らされていないのが分かる。リーフィアは無理やり笑顔をつくると、両親に向かって手を振った。後ろの幻影も同じ動作を繰り返す。

　次に見つけたのがシスティーナだった。傍かたわらにはリリアンがいる。おそらくリリアンから聞いたのだろう。システィーナは顔を曇くもらせてリーフィアたちを見ていた。

　やがて舞台に上がったリーフィアは所定の場所に立つ。ふとリーフィアはすぐ目の前にエーヴェルトがいることに気づいた。見守る目は心配そうだ。

　リーフィアはエーヴェルトと視線を合わせると、心配ないというように微笑ほほえんだ。

　──しっかりしないと。

　システィーナのため、心配してくれるみんなのために。

　背筋を伸ばすと、リーフィアは昂こう然ぜんと顔をあげた。再び一人一人の紹しよう介かいとお辞じ儀ぎが始まる。

「フィラン・ウェインティン伯はく爵しやく令れい嬢じよう」

　名前が呼び上げられ、リーフィアのお辞儀の番になった。ドレスをつまみ片足を引き、上体はそのままに深く腰を下げる。

　わずかも揺ゆらぐことなくリーフィアは淑女の礼カーテシーをやりきった。

「フィリーネ・ザクセン伯爵令嬢」

　妹が城で名乗っている名が読み上げられる。姿は見えないがカティアが幻影のタイミングをずらして操っているのだろう。絶ぜつ妙みようなタイミングで先ほどのリーフィアのお辞儀を完かん璧ぺきにフィランは再現した。

　──ちょっとやりすぎかな？

　内心苦笑する。なぜならまだ子どもだからか本物のフィランは淑女の礼カーテシーが完璧にこなせないのだ。ただ、幸い、最後のドレスの披露の場でフィランが頑がん張ばったと、周囲は好意的に考えてくれているようだ。

　リーフィアはホッと安あん堵どの息を吐はく。これでほぼドレスのお披露目は終わりだ。後は戻るだけ──。

　視線を動かし、舞台の上から会場を見回したその時。リーフィアは広間の一角に見覚えのある姿を見つける。リーフィアの視線の先。エーヴェルトのかなり後方だった。

　──カミロ。

　少し遠目だが、間違いはない。かつて友人関係を築けたと思っていた図書館司書のカミロだ。

　カミロの姿を凝ぎよう視ししたリーフィアは、その腕の中でぐったりしているフィランの姿を見つけ、思わず叫んでいた。

「フィラン……！」

　え？　というように会場中の怪訝そうな視線が一気にリーフィアに向いた。だがそれも当然だろう。「フィラン・ウェインティン伯爵令嬢」が壇だん上じようから誰かに向かって「フィラン」と呼びかけたのだから。

　けれどリーフィアは周囲の反応を気にしている余裕はなかった。

「殿下、アーネル＝エフィロットが！」

　リーフィアが指さして叫んだと同時にエーヴェルトが反応した。振り向きざま剣を引き抜き、驚おどろくバザーの客を尻しり目めにカミロへと走る。

　エーヴェルトの剣が狙っている場所ははっきりしていた。カミロの首だ。一気に剣を横に薙なぐ。素早く重い一振りだった。

　普通だったらそのまま斬きり落とされていただろう。それほど容よう赦しやのない一振りだったのだ。けれど、相手は八十年もの間滅めつすることなく生き続けてきた人間だ。

　剣先が首を裂く寸前、それは魔法によって止められた。エーヴェルトが迫ってくる間も、剣を振りかぶった時も、カミロの顔をした男は、一瞬も動じることはなかった。

　次の瞬間、男の口元が吊つりあがると同時にエーヴェルトの身体は剣ごと吹き飛ばされる。

「殿下！」

　リーフィアがいる位置とはまるで反対の方向に飛ばされたエーヴェルトの身体は、バザーの出し物であるドレスの山に突っ込んでいった。

「きゃああ！」

　周囲にいるバザーの客が悲鳴をあげて一いつ斉せいにその場を逃げ出した。

　混乱の渦うずが出口へと向かう中、フィランの身体を抱きかかえたカミロがゆっくりとリーフィアに向かって歩き始める。

「リーフィア、交こう換かん条件だ」

　その声は悲鳴と喧けん騒そうの中、やけに明めい瞭りようにリーフィアの耳に届いた。

「……交換、条件？」

「リーフィア、君が大人しく私と来るなら、フィランは今すぐ返す。約束しよう」

　舞台近くまで来たカミロは微び笑しようを浮かべてリーフィアに答えを迫せまる。

「さぁ。リーフィア、どうする？」
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　ゼスト＝アシェルは図書館に向かい、カミロの同どう僚りようだという司書に話を聞いていた。

「ふむ。それではよく広間の準備に出向いていたというのだね」

「はい。手伝いの要よう請せいがよくくるんですが、皆面めん倒どうくさがって行きたがらないんです。でもあいつはいつも率そつ先せんして行ってくれるので助かりましたよ」

　司書の男はペラペラとよくしゃべった。必要な話を聞き出すと、ゼスト＝アシェルは微笑んだ。

「うむ、参考になった。ありがとう。お礼に君の暗示を解といてあげるとするか」

　司書の目の前でパチンと指を鳴らす。司書はびっくりしていたが、すぐにその顔に怯おびえと驚きよう愕がくが広がる。

「おい、カミロって、事件を起こしたあのカミロだよな。俺は今までなぜ……」

「事件を忘れる暗示にかかっとったんじゃな。他の連中の顔の前で指を鳴らしてみるがいい。他の者の暗示も解けるじゃろ」

　そう言いおくと、ゼスト＝アシェルはバザーの会場である広間へと向かった。彼が跳躍して出た場所は広間の扉とびらの前だった。中では三度目のドレスのお被露目が始まる頃だ。

「さて、広間で一体何を『カミロ』はやろうとしていたのか……」

　そう思いながら扉を開けようとしたゼスト＝アシェルは、大きな木の扉に魔法の気配を感じて手を止めた。

「なんだ？　これは」

　扉に一瞬だけ赤い紐ひものようなものが浮かび上がる。すぐに消えてしまったものの、とてもおぞましい術の気配がした。

　その術のわずかな気配を追っていく。驚いたことに広間を囲む外壁に同じような術の気配が感じられた。外がこれなら広間の中はどうなっているのだろう？

「あ、ゼスト＝アシェル尊師せんせい！」

　ルドルフが何人かの魔法使いと共にこちらにやってくる。

「二手に分かれて捜していたんッスが、どうも探索の魔法を使うと、フィランの気配が広間で消えているっぽいんっス」

「やはり広間か……ルドルフ、お前さん、この魔法の気配を何と見る？」

　ゼスト＝アシェルは壁の一部を指して問う。ルドルフは怪訝そうに何もない壁かべをじっと見ていたが、ふと何かに気づいたように言った。

「あれ？　何か闇やみの魔法の匂においがするっス？」

「やはり、自然魔法か」

　実はゼスト＝アシェルは弟子のラディム＝アシェルほど自然の魔力に関して詳しくない。自然魔法の気配を摑つかむのもそれほど得意ではなかった。

「闇には光、だな。……根こん源げんの光よ　我に集いて　形を成せ　光ルクスよ」

　呟くと同時にゼスト＝アシェルの手のひらに光が集まる。彼はそれを目の前の壁に近づけてかざした。

「なっ……！」

　ルドルフと魔法使いたちが光の魔法に照らされた壁を見て息を吞のむ。そこには不ぶ気き味みに赤く光る文字のようなものが、まるで生きているように蠢うごめき、揺れている。

「尊師せんせい、これは……」

「ご名答、闇の魔法だな。……そしてこのおぞましさ。おそらく命を奪うばう類たぐいのものだ。それが、ほら。壁一面に広がっておる」

　ところが廊下の反対側の壁を光の魔法でかざしても文字は現れない。つまり、術は広間内部を狙ってかけられているのだ。

「これはあってはならないものだ。すぐにこの術式を破は壊かいしなければ」

　だが、ゼスト＝アシェルが浄じよう化かの呪じゆ文もんを唱えるより早くいきなり術が活性化し、広間側の壁という壁に赤い蛇へびのような模も様ようが現れた。

「いかん、術が動き始めた！　中にいる人間があぶない」

　ゼスト＝アシェルは叫ぶと跳躍を開始した。
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「さあ、リーフィア、どうする？」

　フィランを返して欲しければ、リーフィアが自らカミロに従うこと──それが彼が出した交換条件だった。

　リーフィアはごくりと息を吞む。

「本当にフィランを解放してくれるの？」

　まともに考えなくてもそんな条件を受け入れるわけにはいかない。けれど、リーフィアはぐったりと目を閉じているフィランの様子が気になっていた。左手の小指に護符の指輪リングはない。取られたのか、それとも壊れるくらいの負荷を与えられたか。

　とにかくそんな状態のフィランをいつまでもカミロの手に委ゆだねておくわけにはいかなかった。

　決けつ然ぜんとした顔でカミロの顔を見返す。

「……だめだ、リーフィア」

　剣を支えに起き上がったエーヴェルトがリーフィアのやろうとしていることに気づき、首を横に振った。

　だが、一刻の時間を争うかもしれないのだ。

　震える足を動かして、舞台からカミロの元へ下りるリーフィア。他の令嬢はエーヴェルトが吹っ飛ばされた時に恐れをなして我先に逃げてしまったのだが、リーフィアにはそれすら見えていなかった。

　カミロが勝利を確信してにやりと笑う──その時だった。ラディム＝アシェルが魔法で姿を現し、叫ぶ。

「騙だまされないで、リーフィア！　奴はフィランを解放する気なんてない！　フィランは禁きん呪じゆの発動に必要なんだ。正確に言えば、彼女の持つ魔力が！」

「え……？」

「禁呪の発動と維い持じには対象者に膨ぼう大だいな魔力が必要だ。けれど、リーフィアにはそれほど魔力はない。だからあいつはフィランの魔力をリーフィアに移し替えるつもりでいるんだ。姉し妹まいなら譲じよう渡とされてもそれほど拒きよ絶ぜつ反応が出ない」

「何ですって？」

「よけいなことを」

　舌打ちするカミロの姿に、リーフィアはそれが本当のことだと悟さとる。

　最初からフィランを利用するつもりで捕とらえた。交換条件と言ったが、交換する気などこれっぽっちもなかったのだ。

「ひどい……」

　リーフィアは目に涙を浮かべてカミロを睨にらみつける。

「リーフィア、下がってて！」

　ラディム＝アシェルが前に出て、カミロと対たい峙じした。

「まったく、いつもいつも邪じや魔まをしてくれるな、お前たちは。そろそろ本気でうっとうしいね」

「お互い様だ」

　言いながらラディム＝アシェルは術を展開させる。

「縛いましめの鎖くさり」

　そのとたん、カミロの周辺の地面から何本もの鎖が飛び出し、鞭むちのように伸びていく。

「もうその手は食わないよ。毎回同じ術を、バカの一つ覚えのように──なに？」

　揶や揄ゆしていたカミロの顔に驚愕が浮かぶ。横からもいつの間にか出現した鎖が伸びてきたからだ。

「アシェルの技わざ、同時に使えるのか……！」

　ゼスト＝アシェルからラディム＝アシェルへ、そしてルドルフへと継けい承しようされている「アシェル」の技とは、東洋に伝わる呪じゆ術じゆつを掛け合わせたものだ。今までラディム＝アシェルは魔法と東洋の呪術の技を別々か、時間差でしか使っていなかった。

　だがこれまでアーネル＝エフィロットに見せていなかっただけで、同時に別体系の術を放つことが可能だった。

「さすが、長おさ殿どの。だがそれでもこれでは私は捕つかまえられんよ」

　そう嘯うそぶく言葉の通り、カミロは紙一重でラディム＝アシェルの術を避さけていた。ただしいつものような余裕はなく、エーヴェルトの動きにはまるで注意を払っていなかった。

　エーヴェルトは手にした剣を、カミロのちょうど真上にあるシャンデリアへと投げつける。ガシャンと凄すさまじい音がしてカミロの頭ず上じようにガラスの破は片へんが落ちた。

「なっ……」

　完全に不意打ちだったようで、カミロの気が一瞬術からそれた。

　ラディム＝アシェルはその隙すきを逃のがさなかった。両手で印いんを結び、すばやく術を放つ。

　カミロの手からフィランの身体が離れていく。

　縛めの鎖が空中から現れてカミロの体に巻きついた。

　カミロの手から奪い返したフィランの身体を、ラディム＝アシェルはふわりと空に飛び上げて受け止める。

「フィラン……！」

　リーフィアは思わず駆かけ出していた。ラディム＝アシェルの手からフィランの身体を受け取るが、重さのあまりしりもちをついてしまった。それでも構かまわず、床の上でフィランの身体をぎゅっと抱きしめる。

「魔法で眠らされているだけのようだ」

　ラディム＝アシェルの言葉に涙を浮かべながらうんうんと何度も頷く。

「フィラン……」

　フィランは目を閉じている。けれど外がい傷しようもなく、すやすや寝ね息いきをたてている姿はいつものフィランだった。

「ありがとうございます！　ラディム＝アシェルさん」

「さすがだね、ラディム＝アシェル」

　エーヴェルトも近づいてきて、バンバンとラディム＝アシェルの背中を叩たたく。

「……いえ、何度も、戦ってきたから」

　フィランを助けるために躊ちゆう躇ちよしている暇はなかった。同時に術を放って防ぼう戦せん一方にすることで、隙ができるのを待ったのだ。

「ハハハ。さすが長殿だな」

　空中から飛び出した鎖に巻かれて、磔はりつけのように拘こう束そくされているカミロ。けれど、その表情に焦あせりはなく、余裕と絶対的な自信に溢あふれていた。

「バカの一つ覚えという発言は撤てつ回かいしよう」

「……それはどうも」

　鎖に巻かれているカミロとラディム＝アシェルの会話を聞きながら、リーフィアは眉まゆを寄せていた。

　──おかしい。どうしてこいつはこんなに余裕なの？　死なないから？

　その答えはすぐに分かった。

「ひとまず、ここから出よう。ああ、僕が運ぶ」

　エーヴェルトがフィランの身体を抱き上げて、リーフィアと共に会場を離れようとした時だった。いきなり足元が赤く光った。と、その直後、カミロを拘束していたラディム＝アシェルの鎖が一瞬にして消え去る。

「なっ……！」

　カミロ──いや、その姿は瞬またたく間に変わり、エーヴェルトとよく似た容よう姿しの青年が姿を現す。

　その口から、流れるような詠えい唱しようが零こぼれた。




「暗き闇　暗き赤い蛇よ　ここに集つどい力を示せ

　生と死の瞬く暗き炎ほのおよ　汝なんじは命を絶たつものなり」




「くそ、死の呪文か!!」

　ラディム＝アシェルが声をあげる。

　その直後、色々なことが同時に起こった。ゼスト＝アシェルが魔法を使って突然現れ、叫ぶ。

「ラディム、防ぼう御ぎよの術を！　私は陛へい下かを守る」

　リーフィアが先ほどまで立っていた広間の中央にある舞台が一瞬にして消し炭ずみになり、その下から不気味な赤い光を発する魔法陣のようなものが現れる。

　その魔法陣は舞台だけでなく、あっという間に広間の床一面に広がった。いや、床だけではなく四し方ほう八はつ方ぽうの壁も、そして天てん井じようすらも侵しん食しよくしていった。

　侵食──まさしくその言葉が相応ふさわしい有あり様さまだ。びっしり赤い蛇のような文字に全面覆おおわれた広間。その赤い蛇は蠢きのたくっているようにも見える。

「何、これ！」

　本能的な恐きよう怖ふを覚えて思わずリーフィアはエーヴェルトに身を寄せる。広間に残っていたバザーの客は怯え、必死に扉へと向かった。けれど、たどり着く前になぜかバタバタと地面に倒れていく。うめき声一つあげることなく。

「なっ……！」

「その文字に触ふれるな！　命が狩かられるぞ！」

　ゼスト＝アシェルが叫ぶ。けれど、赤い文字は広間の床一面に敷き詰められている。触れるなというのは無理な話だった。次から次へと人々が倒れていく。

　ところが、椅子の上に立ち、直接文字に触れていなかった令嬢までもがその場に崩くずれ落ちていく。

　リーフィアは心配になって、すぐさまエーヴェルトの腕の中のフィランを覗のぞき込む。するとさっきまですやすやと寝息を立てていたフィランの息が止まっているではないか。心臓も動いていない。顔もロウソクのように真っ白だ。

「いやああああ！　フィラン！」

　リーフィアの悲鳴が広間に響ひびき渡る。




　──辺あたり一面に、死の匂いが充満していた。
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　広間で大おお騒さわぎが起きている──。

　そう逃げてきた招しよう待たい客きやくに聞いたブラッドリーとリードはフィランの捜索を中断し、急いで広間に向かった。

　ところが近づくにつれ、尋じん常じようならざる事態が起きていることが明らかになる。広間へ通じる廊下に何人もの人が倒れていたからだ。彼らはみな広間から逃げてきたようだった。

「大丈夫か？」

　倒れ伏ふしている人を抱き起こしたブラッドリーは息を吞む。

「……死んでいる」

「なんだと……！」

　廊下に倒れている全員が息をしていなかった。脈みやくもない。

「ちくしょー、一体、何が起きてやがる？」

「ブラッドリー、とにかく広間に急ごう。リーフィアたちが心配だ」

「ああ」

　二人は廊下の床に転がる死体を踏ふまないように気をつけながら、広間に向かって走った。

　大きな正面の扉から内部に飛び込んだ二人は仰ぎよう天てんする。そこにも大勢の人たちが倒れていた。立っているのは、魔法使いと見知った人間だけだ。

「ブラッドリーさん！　リードさん！」

　彼らの姿に気づいたルドルフが駆け寄ってくる。

「ルドルフ！　何が起きた？　皆はどうなったんだ！」

　ブラッドリーが怒ど鳴なるように尋たずねると、ルドルフから叫びのような答えが返ってきた。

「アーネル＝エフィロットっス！　あいつがこの妙みような魔法陣を呼び出したんっス！」

「これは何なんだ!?」

「闇の魔法を使った死の魔法陣っス！　気をつけて下さい！　あの蛇のような文字に触れた人間は命を狩られるっスよ。あれにみんなやられたんっス」

「死の、魔法陣だとぉ？」

　ブラッドリーの目が魔法陣の中心にいると思われるアーネル＝エフィロットへと向かう。

「今は皆仮死状態になってるっス。本当に死んでいるわけではないから、あの魔法陣が消えればみんな生き返るっス。でも、もしこの状態が長引けば……」

　長い間このままでいると、いずれ本当の死を迎むかえてしまうらしい。

「なぜ俺たちは何ともないんだ？」

　リードが床を見ながら不思議そうに尋ねる。リードの足元では赤い文字が不気味にのたうっていた。完全に触れているはずなのに、リードもブラッドリーも倒れる気配がない。

　ルドルフが答える。

「師し匠しようたちからもらった護符リングっス。あれが皆を守ってくれてるっス。護符を持っているか、陛下たちみたいに尊師せんせいに魔法陣に触れる前に術で守られた者は助かったっス」

「なるほど……」

　その時、リーフィアの悲鳴が響き渡った。

「いやああああ！　フィラン！　噓うそでしょう？　いや、お願い、息をして！」







「フィラン！　フィラン！」

「リーフィア、落ち着いて。本当に死んでいるわけじゃない。仮死状態なだけだ。揺らさない方がいい」

　ラディム＝アシェルに言われて、リーフィアは床に横たわるフィランを揺さぶるのをやめた。

「本当？　死んではいない、のね？」

「ああ」

　けれど、この状態が長引けば危ないに違いない。リーフィアは、魔法陣の中心にいるアーネル＝エフィロットを睨みつけた。

「どうしてこんなことを……！　何のために!?」

　アーネルは事もなげに肩を竦すくめた。

「『死んだ人間を生き返らせる』ためには、まず先に死ななければならないからだ」

「なっ……」

「エドウィナと私では禁呪を行う条件が違う。私はもともと死んでいたため、巨大な魔力を使い魂たましいを固定するための核かくとなる術が必要だったが、リーフィアは生きている人間だ。一度死んで離れた魂を固定する必要はない。ただ、魔力と禁呪があればいい。そうすればリーフィアは私と同じになり、エドウィナとなって蘇よみがえる」

「だったら、だったら、私一人を狙えばいいでしょう！　どうして皆を巻き込むの！」

　リーフィア一人の命を狩るためにこんなことをしたのだったら、とうてい許せなかった。

「いい加か減げん邪魔だったからね。君の回りにいる虫たちが。毎回出てくる魔法使いたちが、この先もずっと私の邪魔をしてくるのは確実だからな。だったら先に叩き潰つぶしておけばいい」

　アーネル＝エフィロットの口元には酷こく薄はくそうな笑みが浮かんでいた。

　その後ろで何人もの人間が倒れていた。中には両親や祖父母の姿もある。システィーナに仕つかえる同僚の侍女の姿もあった。ギリッとリーフィアは唇を嚙む。口の中に血の鉄の味が広がった。

「さて、リーフィア。君に選ばせてあげよう」

　楽しそうに目を細めてアーネル＝エフィロットは告げた。

「長く仮死状態が続けばこの者たちは本当の死を迎え、二度と目を覚まさない。生き残っている連中も、護符の力がなくなれば、いずれこの者たちと同じ運命を辿たどる。そうなって欲しくないだろう、リーフィア？　だったら私と共に来るんだ」

　優しげな声で言うと、アーネル＝エフィロットはリーフィアに手を差し伸べる。

「やめてくさだい、アーネル殿下！」

　カティアが前に飛び出してきた。エーヴェルトが息を吞のむ。

「おばあ様！」

「もうやめてください！　こんなことをして先生を取り戻しても何にもなりません。もうあの日々は失われたのです。本来なら一度死んだ命は戻らないように、過ぎ去った時を戻すことはできないのです、アーネル殿下！」

「うるさい」

　そう呟くとアーネルは手を振った。とたんにカティアの身体が吹き飛ばされる。

「おばあ様！」

　カティアはとっさに防御魔法を使ったようで、何とか壁に激げき突とつするのを回かい避ひしたが、その場で膝ひざをついてしまう。

「……風よ」

　ラディム＝アシェルは魔法の詠唱を始める。けれど、彼が術を放つ前にアーネル＝エフィロットは近くに倒れている人々めがけ、火を放った。

「いかん」

　ゼスト＝アシェルやラディム＝アシェルたちが魔法を使って倒れている人たちを魔法で防御する。アーネルはそれを尻目にどんどん床に向けて火を放った。

「アハハハ。お前たちに彼らが見捨てられるかな？」

「やめて……！」

　リーフィアはこの光景に見覚えがあった。図書館で初めてアーネル＝エフィロットと戦ったときのことだ。あの時もアーネルは床に倒れた図書館司書たちに火を放った。ラディム＝アシェルの魔法を削そぐために。

　あの時と同じことが目の前で繰り返されようとしている。

　大勢の人間の命を人ひと質じちに取られた状態で攻撃魔法を使うことはできない。それにどうやらラディム＝アシェルもゼスト＝アシェルも、死の魔法陣の中では思うように魔法を使えないようだった。

　だったら剣はどうかと、リードとブラッドリーが炎を避よけながら攻撃を仕し掛かける。けれど、アーネルにその剣が届く前に二人の身体は吹き飛ばされてしまうのだった。

　──このままでは皆が危ない。

　リーフィアはぎゅっと目を瞑つむり、それから見開いた。

「やめて。私が一緒に行くわ。だから皆に手を出さないで」

「リーフィア！」

　エーヴェルトが手を伸ばし、リーフィアの身体を抱きしめようとする。それをすっと横にかわして、リーフィアは困ったような笑みを向けた。

「だって、エドウィナでなければ、彼を止めることはできないもの。私の中にエドウィナが眠っているのなら、彼女に責任取って止めてもらわなくちゃ」

　それからリーフィアは、アーネル＝エフィロットをまっすぐに見つめた。

「私が行けば皆にこれ以上危害は加えないと、エドウィナの名前に誓ちかって」

　アーネル＝エフィロットはにっこり笑って頷いた。その笑顔は勝利を確信しているようだった。

「ああ。エドウィナに誓って、これ以上手出しはしない」

「ならば、私はあなたと行くわ」

「だめだ、リーフィア！」

　青ざめた顔でエーヴェルトが止める。けれど、リーフィアの決心は固かった。リーフィアはフィランの身体をそっと抱き起こすと、エーヴェルトの腕に託たくす。とっさにエーヴェルトは受け止めた。

　リーフィアはエーヴェルトに微笑む。

「どんな姿でも私は私だって言ってくれて、とても嬉うれしかったです、殿下。大好きよ」

　愛している──そう囁ささやいてリーフィアは立ち上がり、アーネル＝エフィロットに向かって一歩を踏み出した。

「リーフィア……！」

　エーヴェルトの悲痛な声が響いたその瞬間、彼の腕の中でフィランがぱっちりと目を開けた。

「この子は大丈夫よ」

「……フィラン？」

　リーフィアとそっくり同じ色の紫むらさき色いろの瞳ひとみがエーヴェルトを見つめる。その視線の強さに彼ははっとなった。

「……誰だ？」

　フィランの顔をしながら、この瞳はエーヴェルトの知るフィランのものではない。けれど、これと同じように意志の強さを持つ目を、つい最近どこかで見たような気がした。

「あなたの知っている者であり、知らない者よ。エーヴェルト殿下」

　フィランであってフィランではない者は微笑を浮かべると、むくりと起き上がり、妙に大人びた口調で言った。

「大丈夫、あなたの大事な人は私が助けるわ。これは私の過あやまち、私の罪つみなのだから」

　ようやくエーヴェルトはその強い眼まな差ざしをどこで見たのか思い出す。エドウィナの遺い品ひんからラディム＝アシェルが読み取り、カティアが作り上げた幻影の中で。あれは……。

「……エドウィナ？」

　フィランはにっこり笑った。

　聞き慣れた声に、アーネルのもとへ向かおうとしていたリーフィアは立ち止まって振り返る。リーフィアはそこで、仮死状態になったはずの妹が立ち上がっている光景を見て息を吞んだ。

「……フィラン？」

　そのリーフィアの声にかぶさるように、かすれた声がかけられた。

「……先生？　やっぱり、先生なんですね？」

　カティアだった。目に涙をため、じっとフィラン──いや、フィランの姿をしているエドウィナを見つめていた。カティアを見返すエドウィナの目は和なごみ、優しい光を帯おびる。

「カティア。久しぶりね」

　その言葉にカティアは身を震わせ、ぽろぽろと涙を零す。

「……そうだと、思いました。あの時、フィランが小しよう宮きゆう殿でんに現れたとき、先生の『声』が聞こえましたもの。先生の生まれ変わりはリーフィアではなく、フィランの方。そうですよね、先生？」

　その言葉に誰もが衝しよう撃げきを受ける。魔法陣の中心に立つアーネルその人でさえも。

　フィランの顔をしたエドウィナが微笑んだ。

「リーフィアが私の生まれ変わりだというのはあながち間違いではないの。ただし、彼女は私の肉体の生まれ変わりで、魂の方は転てん生せいの輪に戻り、フィラン・ウェインティンとして生まれ変わったというわけ」

「フィランが……？」

　リーフィアは目を見開く。まさかと思った。けれど、言われてみればフィランがよく見る「火事の夢」。あれが劫ごう火かに巻かれて命を落とした前世エドウイナの記き憶おくだったのなら。夢の中で繰り返し自分の死を見ていたのだとしたら。

「……」

　アーネルは何も言わない。ただ、フィランを凝視しているだけだ。フィラン──エドウィナは苦い笑みをカティアに向けた。

「ごめんなさいね、カティア。辛つらい思いをさせたわ。あなたを苦しませ、悲しませてしまった。ルガルド殿下はあなたを守ってくれると信じていたけれど、それでもあなたのことが心配で、心残りだったわ」

「先生……いえ、いいえ」

　カティアは泣き笑いを浮かべた。

「確かに、何も力になれず無力だった自分が辛くて仕方ありませんでした。けれど、私の人生は幸せでした。ルガルド陛下が守ってくれましたから。そして、先生、あなたに出会えたから」

　エドウィナは目を閉じてその言葉を嚙みしめる。目を開けると、彼女は微笑んだ。

「ありがとう、カティア。私は私のやり残したことを終えるわ。この子のことはお願いね」

「……先生。はい」

　もう一度だけカティアに笑みを向けたあと、エドウィナはその笑みを消し、アーネルを振り返る。それから歩き始めると、エーヴェルトの横を通り過ぎ、そしてリーフィアの隣となりに並んだ。

「ひとまず、この物ぶつ騒そうな魔法陣は壊してしまいましょうね」

　にっこり笑いならがそう言い放つと、エドウィナは小さな手のひらを床に向け、はっきりした口調で詠唱する。




「暗き闇　暗き赤い蛇よ　汝のあるべき姿へもどれ

　生と死の瞬く暗き炎よ　汝は命を繫つなぐものなり」




　その詠唱が終わったとたん、広間の床や壁、天井を覆おおっていた不気味な赤い魔法陣が、まるで溶けていくように消えていく。しばらくすると魔法陣は完全に消え、元の広間の床に戻っていた。

「すごいっス……！」

　ルドルフが感かん嘆たんの声をあげた。

　啞あ然ぜんと眺ながめていたリーフィアに向き直り、エドウィナが突然言った。

「ごめんなさい、リーフィア。あなたの身に起こったことは、全て私のせいよ」

「……フィラン？」

　……ああ、違う。やはりフィランじゃない。

　リーフィアにはよく分かる。

　外見はフィランなのに、その表情はがらりと変わっていた。無む邪じや気きな笑顔は消え、強い眼差しを持つ、子どもとは思えない表情に取って代わられている。

　不意にリーフィアは不安になった。

　──フィランがエドウィナの生まれ変わりだった。そして今、フィランの中にエドウィナが蘇っている。だとしたら、フィランは？　フィランはどうなるの？

　無邪気な可か愛わいい妹は失われてしまうのだろうか？

「大丈夫」

　リーフィアの恐れを感じ取ったように、エドウィナが微笑む。

「私は仮死状態になったこの子を守るため一時的に表に出ているだけ。あなたの妹は失われたわけじゃない。今は私の中で眠っているだけ」

「よかった……」

　安堵のあまり、リーフィアは震えるような吐と息いきを漏もらす。

「さぁ、フィランが目覚める前に、すべての始末をつけましょう」

　エドウィナは宣言するように告げると、まっすぐアーネル＝エフィロットを見つめた。

「……久しぶりね、アーネル」

　口元に笑みを浮かべてエドウィナは呼びかける。けれどアーネルはピクリとも動かなかった。かまわずエドウィナは続ける。

「残念ね。リーフィアじゃなかったの。あなたの八年間は全て無む駄だだったわけ。迷めい惑わくかけたリーフィアに、あとで謝ってね」

「…………ナ？」

　彫ちよう像ぞうのように動かなかったアーネルの唇がそこでようやく動き、囁くような小さな声を発する。

「……エドウィナ……？」

「そうよ、アーネル。久しぶりね」

　フィランの顔に子どもとは思えない嫣えん然ぜんとした笑みが浮かんだ。

「あなたに会いに舞い戻ってきたわ。さぁ、アーネル。全てを終わらせましょう？」

　その言葉に、アーネルは何も返さなかった。けれどその目は、エドウィナに一身に向けられている。リーフィアではない。フィランがエドウィナの生まれ変わりだと判明したとたん、彼の中でリーフィアへの執しゆう念ねんが霧む散さんしたのを彼女は感じていた。

　──皮ひ肉にくなものね。

　八年間アーネルはリーフィアから目を離さずにいたが、追い求めていたものがすぐ近くに別の形であったとは。

　だがまさしく今のこの状態こそ、彼が長い間待ち望み、願っていた状況なのだと悟り、リーフィアは苦いものがこみ上げてくるのを感じた。

「私はあの時からずいぶん変わったと思うけど、あなたは全然変わっていないようね」

　エドウィナはずけずけ言う。そもそもエドウィナがそうさせたというのに。同じことを思ったのだろう、アーネルの口元がキュッと不ふ機き嫌げんそうに引き結ばれる。

「誰のせいだと言うんだ」

「私のせいね。でもあなたが悪いのよ、約束を破るから。私はちゃんと約束を守ったわ。違う？」

　約束。それは二人が幼おさない頃に交かわしたもの。魔法使いになって、エルゼクス家に伝わる秘術を完成させること。

　アーネルはむっとしたようだ。

「相変わらず憎にくらしい女だ。生なま意い気きで口が悪くて。私のエドウィナはもっと素直で可愛かったのに」

「相変わらず、子どもの頃の私に執しゆう着ちやくしているのね。でもおあいにくさま、子どもはいつか大人になるの。いつまでも子どものままではいられないの。八十年も生きていてそんなことも学ばなかったのかしら？」

　皮肉っぽく棘とげのある声。二人の会話はとても八十年ぶりに再会を果たした恋人同士には見えなかった。だが、恋や愛でなかったら、命を捨ててまで誰かを守ろうとするだろうか？

　アーネルもエドウィナがルガルド王に取られてしまうことに絶ぜつ望ぼうして、王おう妃ひが盛もった毒を自ら飲んだらしい。それはエドウィナを愛していたからではないのか？

　その答えは意外な人物がもたらしてくれた。国王と王妃の傍にいたゼスト＝アシェルが二人の守りを解くと、エドウィナに近づきながら親しげに声をかける。

「久しいなエドウィナ。あんたが相変わらずで嬉しいよ」

「あら、ゼスト＝アシェル。お久しぶりね。昔なじみのあなたが生きていてくれて嬉しいわ」

　エドウィナはにっこり笑った。ゼスト＝アシェルも同じようににこにこと皺しわだらけの顔に笑みを浮かべる。

「エドウィナ、聞きたいことがあるんだが、構わんかね？　八十年間疑問に思っていたことがあるんだ」

「ええ、構わないわ」

　ゼスト＝アシェルは急に笑顔を消し、真剣な眼差しでエドウィナに問うた。

「あんたが禁呪を研究していると塔に密告した人間だ」

「……」

「調べてみるとこれが匿とく名めいだったそうだ。突然署しよ名めいのない手紙が長宛あてに届き、エドウィナ＝エフィロットが禁呪を冒おかしている、調べて欲しいと書いてあった。半はん信しん半はん疑ぎだったマチルダ尊そん師しだが、調べてみたら禁呪を研究している証しよう拠こがわんさか出てきて塔はあんたを処分せざるを得なくなった……というのが最初の流れだ。私はそのことをずっと後で聞いて、その手紙の差し出し人は誰だったんだろうと考えたよ」

　そこまで言うとゼスト＝アシェルは、声を低くして尋ねた。

「……あれはあんた自身がやったことだったんだろう？」

　その言葉に誰もが驚いた。

「え？」

　──エドウィナがわざと自分で禁呪を研究していたことを塔に教えたというの？　でもなぜ？

「先生……本当なんですか、それは？」

　カティアが震えるような声で尋ねる。だがエドウィナは答えなかった。

　ゼスト＝アシェルが続ける。

「なぜエドウィナがそんなことをしたのかずっと疑問だった。でも、カティアに八十年間の出来事を聞いたり、今回のことで色々知って、何となく分かったことがある。なぁ、エドウィナ。あんたはそんなに魔法使いが、マチルダ尊師が、塔が、俺たちが憎かったのか……？」

「え？　憎かった……？」

　思いもよらないことを聞かされて、リーフィアは目を見開いた。それはアーネルも同じだっただろう。

「みんなあんたのことを愛していたよ。マチルダ尊師も、日頃あんたの言動に眉を顰ひそめていた連中もね。そのあんたをあんな形で失うことが、どんなに辛かったか。だがそれが、あんたが俺たちに与えた罰ばつだったんだろう？」

　エドウィナはふぅと深いため息をついて、小さく笑った。

「あなたには敵かなわないわね、ゼスト＝アシェル」

　それは肯こう定ていの言葉だった。

「でもね、憎んでいたわけじゃないの。私は全てのことに失しつ望ぼうしていたの」

　フィランの中に蘇ったエドウィナは、当時のことをそう語る。

　十歳の時、目の前でアーネルを連れ去られ、何もできなかった無力な自分が嫌いやで、力が欲しくて身分を捨てて魔法使いになった。いつか、アーネルを助け出すことを目標に。

　けれど、自由だと思っていた魔法使いは国に縛しばられ、王族の命令には逆らえない。尊敬していたマチルダは国王に命令され仕方なかったとはいえ、アーネルの拘束に力を貸していた。エドウィナは魔法使いであることにも、あの時すでに失望していたのだ。

　目標も目的も失ったエドウィナの最後の支えは、アーネルと交わした約束を果たすことだった。

「死と引き換えじゃないと術は成功しないと分かっていた。でもただ自じ死しするんじゃ嫌だったから、皆を巻き込むことにしたの。あなたたちの心に何かを残して逝いきたかったのよ。……ふふ、ごめんなさいね、こんな女で」

「いえ。いえ。先生」

　カティアは泣きながら首を横に振った。それを泣き笑いの表情で見た後、エドウィナはアーネルに目を向けた。

「これでまたあなたには幻滅されるわね、アーネル。無む垢くで無邪気な小さなエドウィナからはほど遠いんですもの。でもこれが私なの。二十二年間生きた私よ。あなたは気に入らないでしょうけど」

「確かにお前は無垢からはほど遠いな。……まぁ、人のことは言えないが」

「……アーネル？」

　アーネルの口元には確かに笑みが浮かんでいた。彼はエドウィナに怒りと憎しみを向けることなく、ぽつりと言う。

「ずっと私は、私のエドウィナを取り戻したいと思っていた。だからそっくりなリーフィアを無垢な姿のまま留とどめようとした。大人になると汚けがれてしまうからと。……でも。やっぱりどこか違うのは分かっていた。私はエドウィナが蘇れば気にならなくなるだろうと考えていたけれど、今理由が分かったよ。お前が大人になってから私のために会いに来てくれた時、本当は嬉しかった。認めたくなかっただけで、お前がお前であれば、大人だろうと子どもだろうと、それでよかったんだ。私が取り戻したかったのは、子どものお前じゃない。生意気で自信家で可愛げもなくて、ずけずけ物を言って私の生活に入り込み、くい込んで離れなかった大人のお前だ。今のお前だ。昔のお前じゃない」

「アーネル……」

　エドウィナの目に涙が浮かんだ。

　八十年の時を越えてエドウィナとアーネルの思いが重なり、繫がった瞬間だった。

　エドウィナは小さな指で涙を振り払って微笑んだ。

「アーネル。全てを終わらせましょう。あなたはあるべき姿へ戻り、転生の輪に戻る。それでいいわね？」

「ああ」

　アーネルは微笑んだ。それは初めてみる、彼の穏おだやかな笑みだった。

　二人を見守っていたリーフィアに、突然エドウィナが告げる。

「リーフィア、私が死ぬ直前、マチルダ先生と最後に話をしていた場面を、あなたは夢で見ていたはず。覚えているかしら？」

　びっくりするリーフィアにエドウィナが笑う。

「夢で解かい呪じゆに関するヒントをあなたに与えたつもりだったのよ。あの時の私は夢でしか伝える術すべがなかったから」

「あの夢は、あなたが私に見せたものだったの？」

　驚きの事実にリーフィアは目を丸くする。

「そうよ、あなたが気づいてアーネルを解呪してくれるならそれでもいいと思って。でも、やはり私の手で始めたことだから、私の手で終わらせないといけないわね」

　エドウィナは自じ嘲ちようを浮かべると、リーフィアの手を取って言った。

「私があなたに夢を見せたのはね、リーフィア。解呪するのにあなたの力が必要だからなの。だから手伝って」

「え？　私が？」

　エドウィナが言うには、彼女の魔力とアーネルの魂を固定している核となる術は月の魔法なのだという。その術を解けば禁呪も無効になる。

　夢のことを思い出すと、確かに彼女は月の見えるところで処刑してほしいと言っていた。あれは死の瞬間月の魔法を使うことを示し唆さしていたのだ。

「でも、私だけでは無理なの。今の私の魔力はフィランの魔力であって、アーネルに譲渡した以前の魔力とはまったく違うものだから。今の私がどれだけ術を放とうと、アーネルの核の術は動かせない。それを可能にするには魔法をかけた時と同じ条件にする必要があるわ。その条件は三つね」

　エドウィナは言いながら小さな指を一つ一つ折っていく。

「一つは術者である私がいること。二つ目は私エドウイナの魔力があること。三つ目は月夜で月ルナの魔力が満ちていること」

「そんな……。では今はだめだっていうこと？」

　エドウィナは今ここにいる。けれど、すでにエドウィナの魔力はアーネルに譲渡され、彼女が使える魔力はフィランが生まれながらにして持っている魔力だけだ。そして、今は昼間。しかも八十年前と違い、今夜は満月ではない。

　けれど、エドウィナは微笑みながら首を横に振った。

「いいえ、必要な残りの二つはあなたが持っているわ、リーフィア」

「……私が？」

「ええ。まずあなたにかけられた姿を変える魔法と成長を止める魔法。この二つのアーネルの魔力はもともと誰のものだったかしら？」

　リーフィアは目を見開く。

「あなたの、もの？」

「そうよ、あなたの身体に今もまだ残っている魔法は私の魔力で編まれた月の魔法。そして三つ目の月の魔力も、あなたは今持っているじゃない。月の魔力を集めたものを」

　エドウィナの手がリーフィアの胸元を指差す。ラディム＝アシェルからもらったムーンストーンだ。思わずリーフィアは胸元を手で触れた。

「それらがあれば、アーネルをこの世に縛りつけている術を解くことができる。だからリーフィア、それを私に使わせて欲しいの。いいかしら？」

「はい」

　もちろん、リーフィアに否いなやはない。

　次にエドウィナはラディム＝アシェルを振り返った。

「あなたが今の長ね？　ムーンストーンの月の魔力、使用許可をいただいていいかしら？」

　ラディム＝アシェルはしばしエドウィナを見つめ返して、頷いた。

「もちろん」

「ありがとう」

　エドウィナは微笑むと、リーフィアの両肩を摑んで、アーネル＝エフィロットに向き直った。

「解呪を始めるわ、アーネル。何か言うことはあるかしら？」

　しばし何かを考えた後、アーネルはリーフィアを見て視線をそらしながら呟いた。

「……すまなかった。リーフィア」

「……」

　リーフィアは目を見開いてアーネルを見返す。不思議と怒りや憎しみは湧わいてこなかった。けれど、この八年間のことを思い返せば、とてもではないが許すとは言えない。だからせめて、この言葉を返す。

「悪いこと、ばかりじゃなかったから」

　エーヴェルトたちに会えた。それはアーネル＝エフィロットに魔法をかけられたおかげともいえる。

「そうか……」

　アーネルは苦笑し、それから思い出したように言った。

「ああ、そうだ。その男には気をつけろ」

　彼が指差したのはエーヴェルトだった。

「おい」

　エーヴェルトは目を細めてアーネルを睨みつけたが、アーネルは無視して続ける。

「そいつはやっかいな男だぞ。器うつわがでかすぎて少々変な方向にひん曲がっている。離れられるなら今のうちに離れた方がいいぞ」

　──少々変な方向って、まさか幼児性愛病者ロリコンじゃないわよね？

　そう思いながらリーフィアの口元に苦笑いが浮かんだ。

「いいんです。それでも……好きだから」

「物好きだな」

　ずいぶんな物言いだが、気にならなかった。いつもリーフィアを見ながら別のものを見ていたアーネルの目が、今初めて「リーフィア」を「リーフィア」として見ているのが分かったからかもしれない。

「始めるわよ」

　会話が途切れたタイミングでエドウィナが口を挟はさむ。エドウィナはリーフィアと並ぶと右手をぎゅっと握にぎり締めた。

「左手を胸に当てて。石のところよ」

　リーフィアが言われた通りにすると、エドウィナは頷き、それからアーネルに視線を向けて声をかけた。

「アーネル。さようなら。……また会いましょう」

「ああ。またな」

　短い挨あい拶さつだ。けれど、それで二人には満足なようだった。

　エドウィナの口から詠唱が響く。

「月の女神へ捧ささげる　天から降りしきる慈じ愛あいの光よ　月は時間　月は女　月は銀　月の示す理ことわりよ　あるべき姿へと今戻らん」




　リーフィアの胸元が光り、ほんのりと温かくなる。ああ、これがずっと自分を子どもの姿にしていた術の欠片かけらなのだと、すぐに分かった。同時にリーフィアの身体は前触れなく子どもの姿から大人の姿へと変化していった。
















　茶色の髪から白はく銀ぎんの髪へ。黒の瞳が宝石のような紫へ。

　白いドレスに包まれた胸はまっ平らな絶ぜつ壁ぺきから柔らかな曲線を描く丘へと変わっていく。

　リーフィアが胸元を見ると、そこには小さな光が浮かんでいた。けれどその光は瞬く間に大きくなっていく。まぶしさに目を細めたとたん、光はすうっとリーフィアから離れ、まっすぐアーネルのもとへ向かっていく。

　光がアーネルの胸の中に吸い込まれたと同時、ほどけていくように端はしからその姿が崩れた。

「あっ……！」

「あるべき姿に戻っていくの」

　エドウィナの言葉を胸に、リーフィアはアーネルの姿を見守った。

　……やがて、その身体は風に吹かれるようにサラサラと流れ、そして消えた。

「さようなら、アーネル」

　ポツリと呟くのが聞こえ、エドウィナを見ると、彼女は目を閉じていた。フィランの身体が突然ぐらりと揺らぐ。

「エドウィナ！」

　慌てて手を出して支えると、横からもっと力強い手が差し伸べられる。腕の主ぬしはエーヴェルトだった。

「殿下！」

　エーヴェルトの腕の中ですぐにエドウィナが目を開ける。ところがその一声は──

「んー。あれ、王子さま？　フィー、どうしたんだっけ？　あ、バザーは？」

　それはエドウィナではなく、いつものフィランだった。リーフィアやエーヴェルトを見上げる表情はさっきまでとはガラリと変わっていて、いつもの見慣れたフィランのものだった。

　リーフィアは手を伸ばして、フィランの柔やわらかな髪を撫なでる。いつもと同じ感かん触しよくに、フィランが戻ってきてくれたこと、生きていることが実感できて、安堵感と共にぐっと身体の奥から押し寄せるものがあった。

「本当に……よかった……」

「姉さま？　どうしたの？」

「何でもないわ。……お帰りなさい、フィラン」

　フィランは何も覚えていないらしいが、リーフィアの様子に何か感じるものがあったらしく、嬉しそうに笑った。

「ただいま、姉さま」

「お、どうやらみんな息を吹き返したようだな」

　ブラッドリーの声に周囲を見回してみると、仮死状態になって倒れていた人たちが目を覚まし、起き上がっていた。

「リーフィア、フィラン、お疲つかれ様」

　システィーナとリリアンが傍に来て微笑んで言った。

「どうやら、うまく収まったようね」

「はい。皆さんのおかげです」

「もっとも、バザーはめちゃくちゃだけどね」

「あ……」

　そうだ。アーネルのせいで舞台は跡あと形かたもなく消し飛んでいるし、広間の一部は焼け焦こげている。品物の大部分は大丈夫だとはいえ、これではバザーを再開させるのは無理だろう。まずは人々の無事を確認しなければならない。

「あれ？　姉さま、大きい姉さまになってるの？」

　今気づいたようにフィランがエーヴェルトの腕の中で声をあげる。システィーナはそれを聞いて苦笑を浮かべた。

「そのことも収しゆう拾しゆうつけないといけないわね。フィランにはもう戻れないんだから」

「そうですね……」

　リーフィアの中にもうアーネル＝エフィロットの月の魔法はない。エドウィナがその欠片を使ってしまったからだ。だからリーフィアは子どもの姿になることができない。システィーナに仕えていた「見習い侍じ女じよのフィラン」はもういないのだ。

「あの、姫様、一体何があったのです？」

　システィーナの侍女の一人が恐る恐る声をかけてくる。広間で倒れていたうちの一人だ。

「それにフィランは？　私の記憶だと最後まで舞台に立っていて、妙な男が……」

　どうやら仮死状態になった影響からか、アーネル＝エフィロットが死の魔法陣を呼び出してからの記き憶おくがないらしい。彼女だけでなく、起き上がった人たちは皆自分たちの身に何が起こったか覚えていないようできょとんとしている。

「あとで説明するわ。それより広間にいる侍女みんなを集めてちょうだい。リリアン、あなたは私の部屋や控え室で待たい機きしている侍女たちを連れてきて。バザーは前庭で再開させるわ」

「は、はい！」

　侍女とリリアンはバタバタとその場から立ち去った。侍女に命めいじた後、システィーナはリーフィアを振り返った。

「静かな退場とはならなかったわね、リーフィア。でもあなたの失しつ態たいよ。あれだけの人前で『フィラン』と言ってしまったんですもの」

「あ」

　リーフィアは口を押さえる。そうだ。舞台の上でフィランを抱くカミロに向かってリーフィアは大声で名前を呼んでしまったのだ。

　システィーナは意地悪そうに笑って言った。

「しばらく騒がれることになるわ、覚かく悟ごなさい」
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　それから三日後、リーフィアはその時のシスティーナの言葉をしみじみと嚙みしめていた。

　あの後、システィーナはバザー会場に残っていた招待客や何事かと集まっていた人々の前で、売ばい約やく済みではない品物を全て前庭に移し、そこでバザーを再開することを宣言した。

　前庭には一般国民用の品物が並べられている。そこに広間の品物を移して貴族と庶しよ民みんの垣かき根ねを払ってバザーをするというのだから、人々は驚きと戸と惑まどいを隠かくせなかった。

　そこにシスティーナは畳たたみかけるように、「フィラン」がリーフィアであったこと、広間で起こった事件を都合よくまとめて語った。

「フィラン」が実は姉のリーフィアで、小さい頃魔法にかけられ子どもの姿でいたこと、その魔法をかけたのが、王家に縁ゆかりのある「アーネル・エルゼクス」の関係者の仕し業わざで、最近城を騒がせていた一連の事件の犯はん人にんでもある魔法使いだったこと。広間でその魔法使いが「フィリーネ」こと本物のフィランを人質に取って騒ぎを起こしたこと。そしてその魔法使いはラディム＝アシェルたちの活かつ躍やくによってついに消しよう滅めつしたことを。

　それを聞いた人々は王宮の醜しゆう聞ぶんにもかかわる告白に驚き、型破りなバザーのことなど気にならなくなったようだ。大きなトラブルもなく前庭で再開され、前ぜん代だい未み聞もんの貴族と庶民合同のバザーとなった。意外なことにこれが好評で、毎年のバザーに貴族と庶民合同のバザーが加わることとなるのだが、それはまた後のちの話だ。

「まさか、こんなに大事になるなんて」

　リーフィアはベンチに腰をかけ、深いため息をつく。

　事件の公表によってリーフィアの周囲は一気に騒がしくなった。リーフィア自身の事情もさることながら、ガジス国のエルフィン王女やシャルル王子がこの国に来た時開催された夜会の席で、エーヴェルトと踊った「新月の貴婦人」。それがリーフィアであることが瞬く間に広がったせいだった。

　それだけではない。例のキス事件やエーヴェルトの「最愛の人」宣言が、「フィラン」がリーフィアだったことで、別の意味で取り沙ざ汰たされるようになったのだ。そのためどこに行ってもリーフィアは注目され、噂うわさされた。

「私、一いち躍やく有名人みたいですよ」

「お疲れ様」

　隣に腰かけたエーヴェルトが、労いたわりの言葉をかけてくる。

　あれからエーヴェルトも事態の収拾で忙しかったようで、二人がゆっくり顔を合わせることができたのは、ようやくこの夜になってからだった。

　初めて大人の姿で顔を合わせた、あの噴ふん水すいのある中庭のベンチに二人で腰をかけ、この三日間のことをしみじみと振り返っていると、エーヴェルトが声をかけてくる。

「そういえば、リーフィアは一度ウェインティン伯爵家に戻ることになったんだってね」

「ええ。完全に元に戻ったことですし、少し親孝行してきたいと思います」

　ひとまずリーフィアは、一度ウェインティン伯爵家に戻り、再度システィーナの侍女として城にあがることとなった。今度は本名である「リーフィア」として。同僚からはやっかみ半分、親しみ半分で手痛い歓かん迎げいを受けるだろうが、概おおむね受け入れられているようだ。

　夜になっても昼になってもリーフィアの姿が変わることはない。それが嬉しい反面、不思議と寂さびしくもあった。

「あ、そうだ。聞いていますか？　フィラン、カティア様に弟で子し入りするんですって」

　つい半日前に城にやってきた妹から聞かされたことを思い出しながら尋ねると、エーヴェルトは微笑んだ。

「ああ、聞いてる。おばあ様も張りきっているよ。あの分だと病やまいなどどこかに行ってしまったみたいだな。もっと長生きしそうだ」

　天才魔法使いと呼ばれた「エドウィナ＝エフィロット」の生まれ変わりだと判明したフィランは、カティアに弟子入りして魔法を習うことになった。本来なら魔法使いの塔に住み込むことになっているのだが、まだフィランが小さすぎるということで、特別に通いでの修行が認められたのだ。

　どうやら魔法使いの塔の方でもエドウィナの再来となれる可能性のあるフィランを放ってはおけないようで、いずれは彼女を取り込みたいと考えているようだ。

　フィラン自身もエドウィナの意識が目覚めていた間のことは何も覚えていないのに、魔法使いになることに妙に乗り気だ。祖父母はしぶっているが、フィランに甘い二人のことだ。そのうち折れるだろう。

「王家の方でも『アーネル・エルゼクス』に関する詳細を公こう示じすることになったよ。あの地下室のことも公おおやけになるだろう。もっとも禁呪のことは公にできないから、シスが言っていたように誘拐事件を起こしたのは『アーネル・エルゼクス』の関係者ということにしてね。公表に重じゆう臣しんたちはいい顔しなかったけれど、僕が押しきった」

　エーヴェルトは清すが清すがしく笑った。

「八十年前、ルガルド賢けん王おうもおばあ様も隠すことを選択したけれど、僕は違う。王家の闇はもうここで終わりにするつもりだ」

　アーネルのことは醜聞になるだろうが、幸い都合の悪いことを包み隠さず公表したシスティーナのおかげで国民の信頼は深まり、返って王家の人気は高まっているという。

「少しは罪滅ぼしになるかもしれない。アーネルは今さら王族だと認められたいとは思っていないだろうが」

「でしょうね」

　魔法使いになりたかった少年と、その彼の傍にいたかった少女。二人の間にあったものは愛だったのか互いに対する執着だったのか──今でもリーフィアにはよく分からない。けれど、二人が眠る前に交わした笑みは、とても満足そうだった。

「なんだか、ものすごく何もかもうまい具合に収まっていってる気がします」

「そうだね。でも君はもっと怒ってよかったと思うよ、アーネルに。リードもそう言っていただろう？」

「それは……」

　バザーの翌日、兄は国こつ境きように戻っていった。もうリーフィアに危険はないと判断したためだ。

　正門まで見送りに来たエーヴェルトやブラッドリーの前で、リードはこう尋ねた。

『あれでよかったのか？　もっと色々あいつに言ってやればよかったのに。八年間も無意味に辛つらい思いをさせられたんだぞ？』

　リーフィアは微笑みながら答える。

『あの時言ったでしょう？　無意味な時間ではなかったからって。リード兄様だって今の自分が無意味だと思っていないのなら、それが答えだって』

　リードは八年前妹が魔法をかけられた事件をきっかけに、将来の方向性を変えた。でも彼はそれを後こう悔かいしてはいないし、無意味だとも思っていない。リーフィアもそうだ。あの事件とこの八年間があったから、今の自分がいる。無意味な時間ではなかったのだ。

「だから、もういいんです」

　リーフィアが微笑むと、エーヴェルトも笑った。

「そうか」

　二人の間に心地よい沈ちん黙もくが広がった。

　リーフィアが今の幸せを嚙みしめながら、丸い月を見上げていると、突然エーヴェルトが口を開いた。

「リーフィア。……前に、アーネルのことが全部解決したら、君に伝えたいことがあるって言っただろう？　覚えているかい？」

「はい」

　確かそれはバザーの前日に、犬たちのいる中庭で言われたことだった。

「アーネルはあるべき場合に還かえり、もう君が狙われることはない。全部解決した。今こそあの続きを言わせてもらっていいだろうか？」

「え、ええ」

　戸惑いながら頷いたリーフィアの前に突然エーヴェルトが片膝をつき、ほっそりした手を取った。びっくりしてエーヴェルトを見たリーフィアの目に映うつったのは、あの時より甘い光を浮かべた碧あお色いろの瞳だった。

「で、殿下？」




「リーフィア。君を愛している。誰よりも何よりも」




「──え？」

　……一瞬だけ、心臓が鼓こ動どうを止めたような気がした。続いて、ドクンドクンと脈が早はや駆がけを始める。

　目を見開くリーフィアへと、更にエーヴェルトは告げた。

「僕と結婚して、伴はん侶りよとしてずっと僕の傍にいてくれないだろうか？」

「結、婚」

　──これは夢なの？

　エーヴェルトが愛していると言った。

　結婚して欲しいと言った。

「わ、私と？」

「もちろんだ。……というか、君以外みんな気づいていると思うよ？　僕が君を好きだってこと」

「み、みんな？」

「ああ、シスも、リリアンも、ブラッドリーも、ルドルフも、おばあ様も、そしてあのラディム＝アシェルでさえもね」

　確かにシスティーナは、エーヴェルトがそろそろ結婚を考えていると言っていた。その時、リーフィアがシスティーナの侍女でいるのもそんなに長い間ではないということも。

　カティアもそうだ。魔法を習っても、リーフィアが魔法使いになることはないと言っていた。エーヴェルトがそれまで待っていられるとは思えないから、と。

　──あれはこのことを指していたの？

　リーフィアの顔が朱しゆに染そまった。自分だけが気づかなかっただなんて、なんと鈍にぶいのだろう。

「リーフィア」

　エーヴェルトは立ち上がり、リーフィアを立たせると彼女を見下ろして答えを促うながす。

「返事は？」

「……わ、私で、いいんですか？　だって私、何のとりえもありません。ついこの間までは子どもで引きこもりで……」

「君がどんなに一生懸命で頑張りやなのか、僕が一番分かっているよ。それにとりえがあるかどうかなど関係ない。僕が君を好きでたまらないから結婚したいんだ。……それで、リーフィア、返事は？」

「私……」

　思い出していたのは、アーネルとエドウィナのことだった。ほんの少しのすれ違いで、永遠に別れることになり、そのせいで拗こじれてしまった二人。

　リーフィアたちだっていつ何が起こるか分からない。あの時に頷いていればなんて後悔はしたくない。

　リーフィアは真っ赤に染まった顔を隠すように俯うつむき、それからコクンと頷いた。

「はい。私で、よければ」

「ありがとう、リーフィア。大好きだよ。君は？　求婚プロポーズに頷いてくれたけれど、僕のことどう思っているか言ってくれないのかな？」

　抱きしめられてますます顔を赤くしながら、リーフィアはたどたどしく言った。

「私だって、どさくさ紛まぎれに殿下のこと、好きって言いましたよ？」

　エーヴェルトは覚えていないのだろうか。アーネルのもとへ行くなと言われたあのとき、大好き、愛している、と告げたことを。

　でもそうではなかった。きちんとエーヴェルトは覚えていた。

「あんな切せつ羽ぱ詰つまったときじゃなくて。ちゃんと僕の目を見て言って欲しい。僕はもっと前から、はっきりと言っていたつもりだよ？」

　二人は顔を見合わせ、それからふっと笑った。

「リーフィア。好きだよ」

「私もです、殿下。……大好き。愛してる」
















　腰を引き寄せられ、エーヴェルトの顔が落ちてくる。リーフィアはそっと目を閉じてエーヴェルトのキスを受け止めた。

　二人はベンチの前で今度こそ誰にも邪魔されることなく長い長いキスを交わす。そんな二人を明るい月が見下ろしていた。
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　それから三ヵ月後、リーフィアはシスティーナの侍女として城で働いていた。エーヴェルトとは内内に婚約をし、あとは正式な発表を待つばかりだ。

　システィーナの言葉の通り、リーフィアが侍女をしている期間は長くなく、半年後には侍女を辞めて、王おう太たい子し妃ひ修業に入ることになっている。

　そうなるとリーフィアには勉強で忙しい日々が待っている。そのため、今こそ二人が恋人気分で過ごせる貴重な時間だというのに、どうもリーフィアはここひと月ばかりエーヴェルトの元気がないように思えてならなかった。

　リーフィアの前だと普通だし、とても甘く優しく接してくれている。でもリーフィアにはどこか元気がないことが分かっていた。

　──やっぱりおかしい。

　けれどブラッドリーに聞いても、ラディム＝アシェルに相談しても、気にする必要はないと言うばかり。

　システィーナに限っては鼻で笑うだけだ。

「放っておきなさいな。寂しければ犬っコロでも抱きしめていればいいのよ」

　どうやらみんな原因が分かっているらしい。なのにリーフィアには分からない。言ってくれないのがもどかしい。

　それに気になることはもう一つあった。それはカティアの弟子としてしょっちゅう出入りするフィランが現れると、エーヴェルトが嬉しそうに抱っこをすることだ。そしてフィランがいなくなると、自分の腕を見下ろし、ふぅとやるせなさそうにため息をつくのだ。

　あれじゃフィランに恋焦こがれているようにさえ見える。

　──まさか、やっぱり殿下は幼児性愛病者ロリコン？

　アーネルの最後の忠告が脳のう裏りに浮かぶ。

　そんなまさかと思いながら、その日もリーフィアは犬たちの中庭にあるベンチでエーヴェルトと並んで座っていた。

「あ、いたいた。姉さま～！」

　廊下にフィランの小さな姿が現れる。フィランは走ってくると勢いよくリーフィアに抱きついた。

「フィラン？　魔法の練習は終わったの？」

「うん、それで姉さまに会いにシスティーナ様の部屋に行ったら、リリアンちゃんが姉さまはここだって教えてくれたの」

「やぁ、フィラン」

「あ、こんにちは！　王子さま！」

　大好きな王子様がいることに今頃気づいたのか、フィランは嬉しそうに笑う。

「リーフィアには抱きつくのに、僕には抱きついてくれないのかい？」

　微笑を浮かべているエーヴェルトはどこからどう見ても理想の王子様で、言っている言葉も可愛がっている少女に対するものとしてはおかしくない。けれど、その言動はリーフィアに疑惑を抱いだかせるだけだった。

「そんなことないよ。王子さま、大好き！」

　素直なフィランはリーフィアから離れてエーヴェルトに抱きつく。相そう好ごうを崩してフィランを膝に抱き上げるエーヴェルトに、リーフィアはますます疑ぎ惑わくを深めるのだった。

「殿下、やっぱり幼児性愛病者ロリコンなんじゃ……」

「違うよ。僕は幼児性愛病者ロリコンじゃないさ」

　笑って否定するエーヴェルト。けれどややあって、最近よく浮かべるようになった憂うれいのある表情になって言った。

「これを言うとリーフィアに呆あきれられるだろうなと思って口にしなかったんだけど、ブラッドリーが、君が心配しているって教えてくれたから。だから、正直に言うよ」

　ごくりとリーフィアの喉のどが鳴る。




「小さなリーフィアを抱っこできないから、ストレスが溜たまってね」




「──はい？」

「フィランも可愛いんだけど、やっぱり違うんだ、リーフィアの子どもの時とは。重さとか腕に抱いたときの感触とか。しっくりこない」

　絶句して言葉も出ないリーフィアの代わりに、その言葉に嬉き々きとして反応したのはフィランだった。

「王子さまは小さい姉さまがいいのね。フィーにまかせて！」

　勘かん違ちがいしたフィランがリーフィアに向かって手をかざした。

「ちょ、フィラン！　……あ……？」

　馴な染じみのある疼うずきを感じてリーフィアは思わず手で胸を押さえた。

「リーフィア？」

「あ……くっ……」

　瞬く間に全身にざわざわと疼きが広がっていく。

　その直後、変化が起こった。

　日に透すけてキラキラしていた白銀の髪はよくある平凡な褐かつ色しよくへ。

　アメジストのような紫色の瞳は漆しつ黒こくへ。

　ほっそりと長かった指は短い子どものものへ。

「……フィラン！」

　自分を見下ろし、たっぷりと十秒経ってからリーフィアは叫んだ。

「なに、これは！」

　白銀の美女は消え、そこには平凡な子どもの姿をしたリーフィアがいた。

「あれ？　おかしいなぁ？」

　と首をかしげるフィラン。

「フィラン、何をしたの!?　何の魔法かけたのよ！」

「フィーが習ったのはものの大きさを変える魔法だよ。だから大きい姉さまを魔法で小さい姉さまにしようと思ったんだけど……」

「これのどこがものの大きさを変える魔法なの!?」

　よしんば小さくなる魔法だったとしても、それならリーフィアは白銀の髪のまま小さくなるはずだ。でもこれは、この姿はどう見ても先日までの子ども姿だ。アーネル＝エフィロットの魔法で平凡な姿に変えられていた頃の！

「よくやったフィラン。可愛いリーフィア再びだね」

　リーフィアとは反対に、大喜びなのがエーヴェルトだ。

　最近元気がなかったのは、小さいリーフィアを抱っこしてないからだという。

　エーヴェルトは嬉しそうに手を伸ばし、リーフィアを抱き上げて笑う。

「うん、やっぱりこっちの方がしっくりくるな」




　──やっぱり幼児性愛病者ロリコンか！




　わなわなと震えながらリーフィアはエーヴェルトの腕の中で叫ぶのだった。




「幼児性愛病者ロリコンは滅ほろびろ！」
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　六年後、リーフィアとエーヴェルトは小しよう宮きゆう殿でんの庭のテーブルにカティアと座り、庭の一角で砂を掘ほる小さな男の子の姿を微笑ほほえましげに見つめていた。

「アルフレッドはエーヴェルトに年々そっくりになっていくわね」

　カティアが男の子の明るい金きん髪ぱつを見ながら笑う。リーフィアの口元に苦笑が浮かんだ。

「そうなんですよね。私に似ているところは皆かい無むで。すべてがエーヴェルトに似ているんです」

「確かに容姿は僕にそっくりだけど、性格はリーフィアに似ているところもあって、やんちゃだよ。フリッツが苦労している」

　男の子の名前はアルフレッド・フォルシア。五年前に誕生したリーフィアとエーヴェルトの間に生まれた王子だ。フリッツというのはブラッドリーとリリアンの間に同じ年に生まれた男の子で、アルフレッドの乳ち兄弟きようだいだ。大人しい性格でよくアルフレッドに振り回されている。

　そのアルフレッドが、何かに気づいたように砂場からパッと顔をあげた。

「フィー！」

　すばやく立ちあがると弾だん丸がんのように走っていく。そして庭に現れた白いローブ姿の女性の胸に飛び込んでいった。

「まぁ、殿下。いきなりびっくりするじゃないですか」

「フィー、遊ぼう！　このあいだのアレやって！　空中でくるくる回るやつ！」

「はいはい。お姉さまたちに挨あい拶さつしたらね」

　女性は明るく笑うと、アルフレッドを足にまとわりつかせながら、テーブルまでやってくる。

「リーフィアお姉さま！　エーヴェルト殿下、こんにちは！」

　朗ほがらかに挨拶をするのは美しく成長したフィランだ。十六歳になった彼女は誰もがハッと振り返るほどの美しい女性に成長していた。もう頰ほおのそばかすもすっかり消えている。

　フィランは正式に魔法使いの塔に入り、今は「フィラン＝エフィロット」を名乗っていた。

「こんにちは、フィラン。勉強頑がん張ばっているようね」

　そう言って微笑むリーフィアも母親になり、匂におい立つような成せい熟じゆくした美しさを放っていた。

「はい。早く正魔法使いになって、ラディム＝アシェル尊そん師しに追いつきたいの！」

　ぐっと拳こぶしを握にぎる彼女のローブの袖そでをアルフレッドが引っ張る。

「フィー、早くぅ！」

　アルフレッドはフィランがお気に入りだ。彼女を見るたびに嬉うれしそうに駆かけ寄っていく。

「分かりましたってば。殿下、もう少し待ってて」

　フィランはカティアを見て、満面の笑みを浮かべた。

「先生、課題終わりました！　あとで確認してくださいね」

「まぁ、もうあの課題をこなしたのね、フィラン。ええ、分かったわ。確認して、次の課題を渡すわね」

　エドウィナの生まれ変わりだからなのかもしれないが、フィランの上達はとても早かった。けれど、周囲はちやほやすることなく、また事情を知る者も、特別扱あつかいすることなくフィランの成長を見守っている。

「先生、姉さま、殿下。今度ルドルフ師に料理を習うことになったの。ラディム＝アシェル尊師に食べていただくんだけど、あの方何か嫌きらいなものあったかしら？」

「ラディム＝アシェルに好き嫌いは何もないよ。出されたものを食べるだけだから」

「ねぇ、フィー。早く！」

「はいはい。では少し失礼します」

　フィランはリーフィアたちに軽く頭を下げると、急かすアルフレッドの身体からだを抱き上げ、くるくる回りながら庭を滑すべるように進む。甲かん高だかい子どもの笑い声が庭中に響ひびき渡った。

　ふふっと笑いながらカティアは言った。

「すっかりアルフレッドはフィランに懐なついてしまったわね」

「毎日毎日フィーに会いたいってうるさいんですよね。同じ叔お母ばのシスにはあれほど懐いていないのに、不思議だなぁ」

　そのシスティーナは十八歳になっていた。ようやく見た目が年齢に追いついた彼女は来月、ガジス国のシャルル王子に輿こし入いれすることが決まっている。

「フィランの方は、ラディム＝アシェルさんにどうやらお熱みたいなんですけどね」

　リーフィアは苦笑を浮かべた。ラディム＝アシェルが女性に純じゆん粋すいに興味を抱いだくことはない気がするが、フィランは妙みように行動派なので、どうなるかは神のみぞ知るところだ。

「フィー、フィー、もう一回！」

「はいはい」

　二人のやり取りをリーフィアとエーヴェルトは苦笑しながら、そしてカティアは幸せそうに目を細めて見守る。

　彼女は玄孫やしやごにあたる王子に、アーネルの面おも影かげを見ていた。


（完）
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　最後までお付き合いいただき、ありがとうございました。富と樫がし聖せい夜やです。

　月つきの魔ま法ほうシリーズも無事にエンドマークを付けることができました。これもひとえに読んでくださった皆様の応援のおかげです。

　この作品のシリアス部分を一人で背せ負おっている感のあった敵の魔法使いアーネルとの闘たたかいはこのような決着となりました。彼も救ってあげたかったので、作者的にはとても満足しております。終わってみれば最初から最後までエドウィナに振り回されていたわけですが、作中には彼自身の視点で語る心情はいっさいありません。ネタバレを避さけるためだったのですが、それは最後まで貫つらぬかせていただきました。アーネルの心情に関しては台詞せりふから想像するしかありませんが、少しだけ補ほ足そくしますと、リーフィアを子どもの姿に留とどめて汚お濁だくから遠ざけた状態はいわば彼の理想の状況だったわけです。それでもエドウィナを蘇よみがえらせようとせずにはいられなかったところに彼の真しんの願いが現れているのではないかと思います。

　そのアーネルに勘かん違ちがいされてとんでもない目に遭あったヒロインのリーフィアですが、少しずつ成長し、最後は「無意味なことではなかった」と兄に笑って言えるくらいに強くなりました。この後はことあるごとに子ども姿を愛めでたがる変へん態たいの夫（おっと言ってしまった）相手に苦労をしつつ幸せな一生を送るでしょう。

　そしてエーヴェルトですが、彼はあまり少女小説のヒーローっぽくないヒーローでした。担当さんとよく「当て馬キャラっぽいですよね」と話すのですが、それが一番しっくりくるキャラだと思います（酷ひどい）。そのせいか、私がひそかに掲かかげていた「デフォルトは子ども」「毎回必ず抱だっこさせる」「子どものリーフィアとキスはできるけど大人のリーフィアとはラブできない」という目標のもと、両想いなのになかなかラブラブにさせてもらえませんでした。ごめん。その後は美しい奥さんと優秀な臣しん下かに恵まれて良き国王になります。

　脇わき役やくカップルであるリリアンとブラッドリーは作中でもよい感じにくっついてくれました。主役たちに隠れてしまい、スポットが当たることはあまりなかったですが、作中でも互いに近くにいたり何だかんだ接近していた二人でした。

　そして、最後にようやくラディム＝アシェルの素顔も出てきました。皆様の想像通りだったでしょうか？　ただ、顔はよくてもおかんのルドルフがいなければ人間らしい生活を送れない破は綻たん者しやなので、フィランもかなり苦労すると思います（それ以前に甥おいが恋こい路じを邪じや魔まするし、相手は魔法にしか興味のない相手ですが）。実はこの二人がどう決着つくか、作者である私も想像つかなかったりします。




　最後に、担当様、シリーズ通してとても素敵なイラストを描いてくださった緒お花はな様、ありがとうございました。最後の最後まで担当様や各所に、ご迷惑と心配をおかけしまして申し訳ありません。今回も担当様がいなかったらこの本は完成させることができなかったでしょう。本当にありがとうございました。

　それでは、いつかまたお目にかかれることを願って。
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